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ごあいさつ 
 
 このたび、千葉⼤学は 2022 年度「⼤学の世界展開⼒強化事業」に採択されました。これ
により、グローバル地域ケア IPE プラス（Global & Regional Interprofessional Education Plus 
Program GRIP） が 2022 年 10 ⽉にスタートいたしました。この⽬的は、SDGs の開発⽬標
３「すべての⼈に健康と福祉を」を実現し、WHO が提唱する Universal Health Coverage「全
ての⼈が適切な予防、治療、リハビリ等の保健医療サービスを、⽀払い可能な費⽤で受けら
れる状態」の推進のために、地域ケアを創⽣する⼈材を育成することです。 
 この事業に応募するに⾄った背景を説明しておきたいと思います。 
まず、千葉⼤学亥⿐キャンパスでは 2007 年より、亥⿐ IPE（ https://www.n.chiba-
u.jp/iperc/inohana-ipe/aboutinohanaipe/index.html）という、医学部・看護学部・薬学部・⼯
学部による専⾨職連携教育を必修科⽬としてスタートさせていました。これにより、多様な
学問領域の学⽣が共通の⽬的・⽬標に向かって共に学びお互いから学びお互いについて学
ぶための学習内容、⽅法、資源の集約ができていました。加えて、2015 年 1 ⽉に千葉⼤学
看護学研究院に附属専⾨職連携教育研究センター（Interprofessional Education Rsearch 
Center IPERC)が開設されました。これにより世界の専⾨職連携教育拠点や担当者との交流
プラットフォームとして IPERC が機能することとなり、イギリス、オーストラリア、ドイ
ツ、インドネシア、中国、台湾、カナダなどの IPE プログラムとの交換留学プログラム（Global 
IPE プログラム）の開発がスタートしていました。 
 また千葉⼤学では全員留学 ENGINE プログラムが 2020 年よりスタートし、この準備のた
めに、看護学部では Global Health and Nursing II という短期留学科⽬を開講しこの科⽬の中
で、インドとの交換留学プログラムをスタートさせていました。また COILプログラムもこ
の科⽬の中で展開しておりました。おりしも世界的に COVID-19のパンデミックのため、オ
ンライン留学プログラム、オンライン IPE プログラムを開発し、実装を完了させていまし
た。 
 以上の基盤整備と、IPE および留学プログラムが開発されていたことにより、これらを統
合した GRIP プログラムの原型ができていたといえます。 
 そして 2022 年 10 ⽉から事業がスタートしたわけですが、初年度事業として学習環境の
整備、プログラムのカウンターパートであるイギリスレスター⼤学、オーストラリアモナシ
ュ⼤学、インドのシンビオシス国際⼤学とのプログラム開発ミーテイング、フィールド調査
を⾏いました。そしてシンビオシス国際⼤学のサービスラーニングセンターSCOPE を拠点
とした千葉⼤学 10 名の派遣、同⼤学からの 10 名の学⽣の受け⼊れのトライアルを実施す
ることができました。 
 本事業初年度トライアルを実施できましたのは、シンビオシス国際⼤学の千葉⼤学⽣の
受け⼊れ整備に尽⼒してくださった、国際教育部⾨ SCIE（Symbiosis Centre for International 
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Education)、 SCOPE (Symbiosis Community Outreach Programme and Extension)部⾨ 、看護
学部 SCON（Symbiosis College of Nursing)、のみなさまと、⽇本での受け⼊れを快く引き受
けてくださった施設、⾃治会、千葉⼤学の各部⾨の⽅々の多⼤な貢献のたまものであり深く
感謝申し上げます。また学⽣のアテンドとして間に⼊ってくださった SGS、JTBの皆様にも
深く感謝申し上げます。本当に多くの⽅々のご協⼒により、GRIP初年度事業はほぼ⽬標を
達成したと考えております。 
 2 年⽬の事業実施に向けた課題として、以下の点が考えられます。まずプログラムの学習
効果をさらに⾼めるために、学習⽬標に⾒合った内容であるかという視点からさらにブラ
ッシュアップすること、ブリーフィングおよびデブリーフィングの時間を⼗分にとること
が重要です。またカウンターパート国の⽂化的背景をさらに理解したうえで社会課題のア
セスメントと解決策の検討ができるように、⽂化的感受性の涵養および⽂化的謙虚さを⾼
められるようにプログラムを改善すること、そして継続可能性を⾼めるように、効率的な事
業運営を⼯夫すること、事業の経過を記録すること、これらを統合して、教材ケーススタデ
イの開発と蓄積を⾏っていくことなどです。 
 またプログラムの改善のために定期的な内部外部評価を受けながら進めていくことは前
述した課題解決のための基盤となります。 
 これからも GRIP の発展のためにご指導をよろしくお願いいたします。 
 

 
千葉⼤学看護学研究科 教授 

GRIP プログラム責任者 
酒井 郁⼦ 
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1. 事業概要 
 

1-1. 「⼤学の世界展開⼒強化事業」について 

1-1-1.「⼤学の世界展開⼒強化事業」全体の概要 
 「⼤学の世界展開⼒強化事業」INTER-UNIVERSITY EXCHANGE PROJECTとは、⽇本の⽂
部科学省が 2011（平成 23）年度から実施している事業である。その趣旨は「世界的に学⽣
の交流規模が拡⼤する中において、我が国にとって重要な国・地域の⼤学と質保証を伴った
連携・学⽣交流を戦略的に進め、国際的通⽤性を備えた質の⾼い教育を実現するとともに、
我が国の⼤学教育のグローバル展開⼒を強化する」ものである。 

この趣旨の下、⽇本全国の⼤学からの事業の公募・審査・評価を担当する⽇本学術振興会
では同事業については、「国際的に活躍できるグローバル⼈材の育成と⼤学教育のグローバ
ル展開⼒の強化を⽬指し、⾼等教育の質の保証を図りながら、⽇本⼈学⽣の海外留学と外国
⼈学⽣の戦略的受⼊を⾏う事業対象国・地域の⼤学との国際教育連携の取組を⽀援するこ
と を ⽬ 的 」 と さ れ て い る 。（⽇本学術振興会，⼤ 学 の 世 界 展 開 ⼒ 強 化 事 業．
https://www.jsps.go.jp/j-tenkairyoku/index.html）。 

 
図 1  概要 大学の世界展開力強化事業 令和 4年度 

  
事業概要は、「地域毎の⾼等教育制度の相違を超え、単位の相互認定や成績管理、学位授
与等を⾏う教育交流プログラムの開発・実施を⾏う⼤学を⽀援。これら質の保証を伴ったプ
ログラムにより、⽇本⼈学⽣の海外派遣と外国⼈学⽣の受⼊を促進。（事業期間：最⼤ 5 年
間）」である（⽂部科学省：⼤学の世界展開⼒強化事業、令和 5 年度）。 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/ 
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1-1-2. ⼤学の世界展開⼒強化事業〜インド太平洋地域等との⼤学間交流形成⽀援〜 
図 1 に⽰した通り、⽇本政府が⽇本国にとって重要と⾒なす国・地域を戦略的に選定し、

学⽣の交流を促進するものである。2022 年度からの 5 年間については、インド太平洋地域
等（英・印・豪）を対象地域として、想定の新規採択件数 11件、予算 3．3億円として公募
がされた（R4⼤学の世界展開⼒概要 https://www.mext.go.jp/content/20220131-mxt_koutou03-
000020212_1.pdf）。公募時の概要は図 2 に⽰す通りである。 

 

 図 2 大学の世界展開力強化事業〜インド太平洋地域等との大学間交流形成支援〜 

  
申請数は、交流対象国を、英国のみ、インドのみなどから、英国・インド・オーストラリ

アの３国までとするなど、複数の交流先を含めると、総計 30 件の申請があり、うち 14 件
（新規は 11件）が選定された。そのうち、交流先を、英国・インド・オーストラリアの 3
国とする申請数は 6件であり、本事業「グローバル地域ケア IPE プラス創成⼈材の育成（GRIP 
Program）を含む 4件が選定された。この選定・採択を受けて、GRIP は 2022 年 10 ⽉より、
事業開始に⾄った。 
  

1-2. GRIP について（申請内容から５年分の予定） 

1-2-1. 交流プログラムの⽬的・概要等 
 交流プログラムの⽬的及び概要等 

グローバル地域ケア IPE プラス（Global & Regional Interprofessional Education Plus 
Program GRIP） の⽬的は、SDGs の開発⽬標３「すべての⼈に健康と福祉を」を実現し、
WHO が提唱する Universal Health Coverage「全ての⼈が適切な予防、治療、リハビリ等



   
 

 7  
 

の保健医療サービスを、⽀払い可能な費⽤で受けられる状態」の推進のために、地域ケ
アを創⽣する⼈材を育成することである。その⼈材とは、世界中どこにおいても⽂化的
謙虚さに基づいた異⽂化対応能⼒を基盤として、多様な専⾨職とともにケアに関わる社
会課題に取り組み、現場での最適解を導き出すべきものであり、⽣命科学に限らず、広
く多様な専⾨の⼈材、エンジニアから⾏政官まで⽂理を問わず対象となる。このような
プログラムは世界のどこにもなく、世界初のプログラムとして実施するものである。千
葉⼤学では 2007 年から⽇本では初めて医療系学部を横断した「専⾨職連携教育プログ
ラム−亥⿐ IPE」を 15 年間、必修科⽬として推進している。この専⾨職連携教育を、全
学に発展させ、⽇本以外の国や地域の課題に対応できる専⾨職業⼈材を育成する。本事
業では、「地域特有の健康課題」に対して、専⾨領域の異なる学⽣がインター・プロフェ
ッショナルかつインター・ナショナルに協働して取り組み解決⽅策を提案する地域対応
型の⼈材を、専⾨を跨いだサービス・ラーニングにより育成するものである。 
 本事業の特徴は、以下の３つである。 
(1) 医療系学部にとどまらず地域ケア創⽣に関わる全学部および全⼤学院が参加し、国
際的な「地域ケア創⽣ネットワーク」を構築する 

(2) IPE を基盤としたソーシャルラーニングにおける専⾨領域の異なる学⽣による相互
の知識提供で、地域ケアのサービスを構築し実施 

(3) 千葉⼤学が COIL-JUSU とグローバル IPE（現地交流型）を組み合わせ、継続的アク
ティブラーニングで、学習の相乗効果を得る 

 本事業で開発する能⼒は、専⾨職連携実践能⼒―Interprofessional Competency と、社
会課題解決能⼒―Social Issue Solution であり、この⼆つは⽂化的対応能⼒及び⽂化的謙
虚さーCultural Competency and Cultural Humilityに⽴脚した具体的な実践能⼒である。こ
の能⼒を学部、修⼠、博⼠と段階的に獲得できるようにプログラムを構築し、新たな専
⾨職教育モデルとしての普及を以下の２段階で実施する。第⼀に、オンデマンド教材の
開発と JV-Campus での開講、教材評価、教育ロジスティクス評価を実施する。千葉⼤学
とシンバイオシス⼤学（インド）において現地フィールドスタディを実施し、バーチャ
ルワークショップの開催、社会課題に関する学⽣のケーススタディをオンデマンド教材
に追加する。これらにより、インタープロフェッショナル・サービスラーニング（ISL）
の初期モデルを構築し、さらに上位の修⼠・博⼠のプログラムを開発する。第⼆段階で
は、モデルの横展開普及として、国内の⼤学や連携校以外の⼤学（札幌医科⼤学、台北
医学⼤学など）に展開し実施する。社会課題への対応について、事後評価を実施、さら
にアウトカム評価を蓄積することで、専⾨職連携教育の効果評価に貢献する。 

 養成する⼈材像 
 社会課題の解決はまさに多様な職種間の連携協働および国際的な⽐較と考察、資源を
創造する柔軟な発想が必要とされる。本事業で養成する⼈材像は、Universal Health 
Coverage 推進のために地域ケアを創⽣できる専⾨職である。 
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 具体的には、こどもたちの健康状態の改善のためのアクションを取ることができる、
その国に必要な医療機器、介護機器を開発できる、健康的な環境を考慮した地域開発が
できる、健康資源へのアクセシビリティを改善する、健康習慣の獲得のための教育がで
きる、⾼齢者のポリファーマシーの改善に取り組むことができるなど、どの国、どの地
域であっても、⾃国でも他の国でも健康関連の課題に他の専⾨職とともに取り組み、⽂
化的対応能⼒及び⽂化的謙虚さを基盤として、現場での最適解を導き出すことができる
⾃律した組織⼈を養成する。そのため、本事業は千葉⼤学全体を対象として多様な専⾨
の⼈材をこのような、グローバル地域ケア IPE プラス（GRIP）型⼈材として育成する。 

 本事業で計画している交流学⽣数 
  次の表の通りである。 

表 1 事業期間 5年間の交流学生数 （人） 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

派

遣 

受

入 

派

遣 

受

入 

派

遣 

受

入 

派

遣 

受

入 

派

遣 

受

入 

10 10 15 15 20 20 30 30 40 40 

  
 事業の概念図 

 本事業全体を概念図として、図 3に⽰す。 

 
図 3 本事業全体の概念図 
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1-2-2. 交流プログラムの内容 【計画内容】 
 世界初のプログラムを６つの観点で実現 

 本事業 GRIP（Global & Regional Interprofessional Education Plus）は、学部学⽣、修⼠
学⽣（医学部薬学部は 5 年⽣および 6年⽣）、博⼠学⽣を対象として、⼤学全体に看護学
の理念を展開し、SDGs の開発⽬標３「すべての⼈に健康と福祉を」を実施できる⼈材を
あらゆる専⾨領域で育成するものである。そのために、本事業では、以下の６つの具体
的内容を実施していく。 
(1) IPE とソーシャルラーニングをグローバル＆ローカルに推進する世界初のプログラム 

 IPE は、専⾨家や知識の利⽤者と向き合うことで、現在の実践やパラダイムに疑問
を投げかけることができる学習である。この IPE に、同じ国の異なる専⾨職の間だけ
でなく、異なる伝統、教育システム、⾔語を持つ国同⼠のコミュニケーションを促進
し、インターカルチュラルなプログラムを構築する。このような新しい IPE の取り組
みは、世界の看護ケア・アプローチの多様性に対処することができ、実践やコンピテ
ンシーが均等性ではない、というユニークさがある。このような国際的 IPEコースは
世界に存在していない。本事業は、世界をリードするプログラムとして構築する。 

(2) 副専攻「グローバル地域ケア IPE プラス（GRIP）」の設置 
 本事業では、⼤学院グローバルプログラムである⼤学院国際実践教育に、新たに副
専攻プログラム GRIP を全学履修可能として設置する。本副専攻は、修⼠課程および
博⼠課程を対象とし、亥⿐ IPE 科⽬履修済みの学部学⽣（看護学部⽣４年⽣、医学部、
薬学部５年⽣、⼯学部・医⼯学４年⽣、および連携⼤学）も受講可能とし、プログラ
ムの３ポリシーを明確にし、受講させることで、⼈材を育成する。連携⼤学が承認す
れば、海外の連携⼤学の学⽣も、千葉⼤学の副専攻の学位を取得できる。将来的には、
海外連携⼤学での設置も促進してもらい、世界共通のマイナープログラムの設置を⽬
指す。 

(3) 健康関連社会課題の世界共通化と地域特性対応の双⽅型解決の実践 
 GRIP の専⾨職間社会課題解決演習（Interprofessional Social Learning ISL ２単位)
は、事前学習、現地演習、バーチャル・ワークショップで構成する。 
(i)事前学習は基本的にオンラインでチームビルディングとケース・シナリオを⽤いた
シミュレーションにより社会課題を解決する。 
(ii)現地演習では、多様な⽂化的・学際的背景をもつ学⽣が協働して、現地の問題解決
に専⾨職連携を基盤にして取り組む。 
(iii)バーチャル・ワークショップでは、社会課題解決に向け取り組んだチームにより、
学習成果の具現化とその地域への実装、⾃他国への移転可能性の検証などをまとめる。
最終課題は社会課題解決の成果は、ケース・スタディ・シナリオとして蓄積し、次年
度以降の教材として利⽤する。 

(4) 医療系学⽣が履修可能なインテンシブ・イシュー・プログラムで実施 
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 本プログラムは、全学で実施するものであるが、看護系（医療系）が履修していな
ければ、グループワークの効果が薄れることは間違いない。看護系（医療系）のカリ
キュラムは、過密で⻑期間の留学などが難しいことから、これらの専攻の学⽣が GRIP
の履修をしやすい、インテンシブ・イシュー・プログラムで実施する。これは、すで
に国際教養学部が知識集約型教育で実施しているモデルを活⽤し実現する。 

(5) カリキュラム・マップによる学習到達⽬標の明確化と質保証 
 プログラムの３ポリシーを明確にするとともに、設置する授業科⽬のカリキュラ
ム・マップを学部・⼤学院ともに設置、その中で留学における学習到達⽬標も明確に
し、学⽣の興味と準備状態に応じて、段階的に学習到達⽬標をクリアできるようにす
る。海外の⼤学にも同様にこのプログラムとポリシーを提供し、共同で実施する。 

(6) ハイフレックスによる授業運営 
 GRIP 科⽬のうち、専⾨職間社会課題解決演習（ISL）以外の６科⽬は、オンライン
での学修を可能とし、世界のどこからでも受講可能な環境を作る。千葉⼤学では、ス
マート・ラーニングでハイフレックス型の授業を展開している。医・看護・薬・⼯の
４学部、300名以上の専⾨職連携教育をオンライン同時双⽅向で、かつグループワー
ク（６⼈程度）で学習⽬標の達成までファシリテーションできる環境が整っているた
め、それを活⽤する。 

 ２フェーズでカリキュラムのレビューを実施しプログラムの質を保証 
さらに本事業では、以上の実施計画を２つのフェーズで実現させる。 
【PHASE １】―GRIPモデルの構築 （2022−2023年 中間評価まで） 

 初年度（2022 年度）は、IPEオンデマンド教材開発を⾏い、JV-Campus に搭載する。
現在すでにその⼀部となる⾼齢者ケアについては、すでに JV-Campus で公開してい
る。このメディアを、千葉⼤学及びシンバイオシス⼤学の学⽣に受講してもらい、教
材評価を実施する。⼀⽅で、オンライン・チーム・ビルディング・プログラムを開発
し、フィージビリティ評価を実施する。またフィールド・スタディの予備調査を⾏い、
課題を選定する。 
 これらを演習課題アーカイブとし、課題に取り組むためのテンプレートを作成する。
さらに、2023年度には、インドと⽇本で現地演習プログラム開発し、フィールド・ス
タディをスタートさせる。さらにバーチャル・ワークショップを開催する。また、そ
の成果としてフィールド・スタディをケース・スタディ・アーカイブとし、事前学習
コンテンツとして利⽤する。 

【PHASE ２】―GRIPモデルの世界普及 （2024−2026年 中間評価以降） 
 JV-Campus を活⽤し、国内・海外の⼤学をリクルートする。⼀⽅で、これまで連携
のある、札幌医科⼤学、群⾺⼤学、ハノイ⼤学、台北医学⼤学、ライプチヒ⼤学、シ
ンシナティ⼤学などの参加を促進する。これにより、ローカル・フィールドの拡張を
⾏う。また毎年バーチャル・ワークショップを開催し、ケース教材のアーカイブを継
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続する。健康課題の取り組みプロジェクトのフォローアップ・スタディをスタートさ
せ、現地でのインパクト及びアウトカム評価の指標を明確にする。最終年度には、プ
ロジェクト全体の最終評価を⾏い、共有する。      

 本事業のプログラムに関する質保証 
(1) GRIP プログラムに関する反転授業教材の蓄積と活⽤ 

 本事業の実施により、JV-Campus上に千葉⼤学提供の IPEコンテンツ、およびサー
ビスラーニング教材を公開する。これを活⽤する⼤学教員および学⽣からの授業評価
をもとに持続的に改善していく。 

(2) GRIP プログラムの質保証 ４能⼒の評価 
 サービスラーニングを⽤いたグローバル IPE に関しては、その堅牢な学習者評価の
ツールおよび⽅法が確⽴していない。本事業を通して、「１．専⾨職連携実践能⼒」
「２．⽂化的対応能⼒」「３．⽂化的謙虚さ」「４．健康課題解決能⼒」における⾃⼰
評価と他者評価の項⽬を開発することで、学修者評価を適切に実施させる。 

(3) 副専攻学位、サーティフィケートの付与 
 GRIP を⼤学院副専攻として設置し、⼤学が運営する履修管理および成績管理に基
づいて受講させる。博⼠課程では、グローバルな演習の⼀つのプログラムとして位置
付け、留学の⼀部とする。このように、正規科⽬及び副専攻と位置付けることにより
受講管理・成績管理を厳格に実施する。 

 本事業で学⽣に習得させる⼈材能⼒ 
 本事業では、学⽣には⼤きく２つの能⼒を修得させる、そして、それぞれに６つの⽬
標があり、合計 12 の修得すべき能⼒の習得を⽬標とする。 
修得させる２つの能⼒とは、「A.専⾨職連携実践能⼒」および「B.社会課題解決能⼒」で
ある。「A.専⾨職連携実践能⼒」は、「B.社会課題解決能⼒」の前提にある。 
「A.専⾨職連携実践能⼒」は、IPE では⽣命科学に関する知識とその利⽤法に関するもの
である。これを全ての専⾨領域に拡張して⽬標とする。従って、これまでの IPE の⽬標
をもとに、以下のような能⼒を設定する。 
 もう⼀⽅の「B.社会課題解決能⼒」は、ソーシャル・ラーニングとしての能⼒であり、
幅広い知識が必要となると共に、それを地域に還元できるような能⼒が必要となる。ま
た社会課題を発⾒し、よく理解し、かつ持続的に継続できる解決⽅法も重要となる。即
効性はあるが持続できないものはいずれ社会から排除されるため、SDGs の理念に沿っ
た持続的な解決⽅法が本事業の能⼒でも求められる。 
 ⼀⽅で、この２つに共通する具体的能⼒には、⽂化的対応能⼒および⽂化的謙虚さが
含まれる。つまり、２つの知識、専⾨的な深い知識と、社会的な幅の広い知識が必要と
なり、それらを裏付けするための「⽂化的対応能⼒および⽂化的謙虚さ」が重要となる。 
 これを学部と⼤学院に効果的に修得させるため、以下の学習到達を⽬標とする。 
 「A.専⾨職連携実践能⼒」における能⼒は、WHO が⽰す専⾨職連携教育をもとに、以
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下の６つを GRIP1-6として策定している。 
 
（GRIP1）専⾨混在のチームワークでの課題解決 
（GRIP2）各専⾨ごとの役割と責任の明確化 
（GRIP3）コミュニケーションとリーダーシップ 
（GRIP4）チーム学習とその成果の反映 
（GRIP5）ニーズを伴うユーザーとの関係円滑化 
（GRIP6）倫理を伴う実践教育  
 
 次に、「B.社会課題解決能⼒」における能⼒は、SDGs の理念を参考にし、以下の６つ
を GRIP7-12 として作成した。 
  
（GRIP7）地域のアセスメント評価 
（GRIP8）地域課題の抽出 
（GRIP9）実践型課題の解決⽬標設定 
（GRIP10）社会政策菜等の⽅策⽴案 
（GRIP11）効果測定の評価計画⽴案 
（GRIP12）地域における合意形成 
  
 上記の能⼒を獲得することを学習到達⽬標としている。 
 以上のように、本プログラムでは、プログラムの実施により。グローバル＋ローカル
な「グローバル地域ケア IPE プラス創⽣⼈材の育成」を実現する。   
          

1-2-3. 学⽣主体の国際交流プログラム 【計画内容】 
 本事業は、基本的に全てが共同学習となっている。特に、専⾨職間社会課題解決演習
（Interprofessional Social Learning ISL ２単位)は、千葉⼤学―海外⼤学―課題提供⼤学お
よび国内⼤学と幾つもの⼤学が連携し、共同学習を実施する。このような中で、以下の２つ
を積極的に実施し、現地に⾏かなくても共同学習が可能なプログラムとして構築する。 
(1) オンラインチームビルディングワークショップ 

 健康課題の解決に向けて現地演習を⾏うが、事前準備として、参加⼤学の異なる専
攻の学⽣が興味のある演習課題に取り組む。演習課題は、医療施設と地域、都市部と
へき地、ジェンダー、⺟⼦と⾼齢者など対極にある概念を含む課題として学⽣の興味
に応じて選択する。国や専⾨領域を超えて取り組むチームを学⽣が主体となって構築
していく活動を、教員がサポートしながら⾏うことができるように、アイスブレーク
⼿法、チームの発展段階に応じたファシリテーションなどを共有しつつ学⽣チームの
構築を促進し演習課題に取り組む⽬的⽬標を明確にし、具体的な⾏動⽬標を⽴案する
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までをオンラインで⾏う。この学部学⽣のチームビルディングに修⼠および博⼠が⼊
ることにより、お互いとともにお互いからお互いについて学ぶ IPE のコアコンピテン
シーを獲得することを期待する。 

(2) メタバースを活⽤したバーチャルワークショップ 
 現地演習に取り組んだ後は、ワークショップでの共有に向け、メタバースでのプレ
ゼンテーション準備の話し合い、プレゼンテーションの実施、各⼤学教員からのフィ
ードバックののち、学びの共有を⾏う。最先端の SNS を学習に利⽤するとともに、ミ
ラー社会での成功を現実世界に反映させる。 
 またこの際には、このプロジェクトの興味のある学⽣にもワークショップ参加を促
し、次のプロジェクトのイメージをつかんでもらうとともに、フィールドへの理解を
深める機会となることを期待する。将来的には GRIP に関する学⽣と教員の実践報告
の場として機能し、社会課題解決に関する実践知の集積プラットフォームとなること
を期待する。 

  
1-2-4. オンライン（「JV- Campus」等）を活⽤したプログラム 【計画内容】 

GRIP では、全体の実施計画と同様に、中間評価までと中間評価後の２つのフェーズでオ
ンラインプログラムを構築し、JV-Campus で公開し、事前学習で利⽤する。本事業では、JV-
Campus をプログラムの⼀部として利⽤するものである。 
(1) PHASE1（2022−2023） 

 事前課題コンテンツを JV-Campus に公開し、連携する⼤学の教員および学⽣から
評価を受け洗練する。事前課題コンテンツは、以下の内容とする。①専⾨職連携学習
および演習②⽂化的対応能⼒学習および社会課題解決学習、①②のコンテンツを海外
連携⼤学とともに洗練しパッケージ化する。JV-Campus搭載コンテンツをパッケージ
化する際に、連携校であるシンバイオシス⼤学、レスター⼤学、モナシュ⼤学からも
コンテンツを提供してもらい、ワークシートおよび反転授業資料を拡充する。 

(2) PHASE2（2024−2026） 
 上記①②のパッケージを活⽤し現地演習の準備性を⾼める。また現地演習で得られ
た社会課題解決 Case を難易度別にリスト化し、事前課題コンテンツに加える。これ
により学⽣のレディネスに応じた演習準備を可能とする。PHASE2 での事前学習、現
地演習、バーチャルワークショップのサイクルに連携⼤学以外の⼤学の学⽣が参加で
きるように JV-Campus で効果的に周知する。また⼤学院⽣のリクルートに使⽤でき
るような GRIP動画コンテンツを、海外連携⼤学とともに作成する。 
 予定しているコンテンツの内容は以下の通りである。 
①専⾨職連携学習コンテンツ 
 アイスブレーク、チームワークとチームビルディング、専⾨職の役割・責任の理解
の⽅法、コミュニケーションとリーダーシップ、リフレクションとフィードバック、
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倫理的実践、カンファレンス（会議）での意思決定、対⽴の解決と交渉、など 
②⽂化的対応能⼒学習と社会課題解決学習コンテンツ 
 現地演習地域の⽂化、⾵習、医療福祉制度、地区診断、ヘルスプロモーションと社
会的決定要因、プロジェクトマネジメント、⽂化的謙虚さ、など 
③社会課題とその解決⽅法のケース 
 ７つのプログラム(1)専⾨職連携基礎、(2)専⾨職連携実践１、(3)専⾨職連携実践２、
(4)Cultural Competency and Cultural Humanity、(5)社会課題解決基礎、(6)社会課題解
決応⽤、(7)専⾨職間社会課題解決演習（Interprofessional Social Learning ISL）を実
施し、オンライン化する。 

  
1-2-5. 質の保証を伴った魅⼒的な⼤学間交流の枠組み形成 【計画内容】 
本事業では、学部、修⼠、博⼠の学⽣を対象とし、既存の留学科⽬を活⽤した履修管理及

び単位認定を⾏うとともに、⼤学院に「Global & Regional Interprofessional Education Plus」
を置き、副専攻の学位を付与する。また既存科⽬を活⽤し単位を付与することで、学部から
博⼠までどのレベルの学⽣でも GRIP に参加しやすくするとともに、その準備状態に応じた
学修を保証する。 
 質保証における４つの枠組み 

 本事業の質保証で重要な(1)GRIP 参加学⽣の選抜、(2)レベル別の学習到達度⽬標の設
定、(3)GRIP の履修および単位認定、(4)GRIP の質保証の拡張、の４つについて以下のよ
うに推進する。 
(1) GRIP参加学⽣の選抜 

 全学に向けて、GRIP の説明会を⾏い、参加学⽣の募集を⾏う。また同時に説明動画
を作成し、連携⼤学と共有する。受講学⽣の選考基準、共通選考要件を作成しそれぞ
れの⼤学で選考を実施する。またプログラムの稼働に伴い、選考要件の評価会議を設
定し、選考⽅法および要件の改善を実施する。 

(2) レベル別の学習到達度⽬標の設定 
 本事業は、全学では⼤学院を対象に、IPE 受講済み学⽣は学部の３年⽣以上を対象
にする。したがって、受講学⽣は学部、修⼠、博⼠とレベルが異なっている。これら
の学⽣が単⼀の成果を上げるのではなく、それぞれの授業においても、各⾃のレベル
において課題に対してどのような提⾔を成果とするかを図１のように設定し、レベル
別の学習到達度⽬標で学習の質を担保する。後述する 12 の学習到達⽬標とともにレ
ベル別の学習到達度⽬標で学修成果を管理する。 
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図 4 レベル別の学習到達目標   

(3) GRIP の履修および単位認定 
副専攻 GRIP の科⽬および概要を表 2 に⽰す。 
 
表2 副専攻 グローバル地域ケアIPEプラス（Global & Regional Interprofessional 

Education Plus: GRIP）科目 

 
 この７つの科⽬の中で、⼀番重要なのが、専⾨職間社会課題解決演習（ISL）である。
この演習は、連携する⼤学、対象とする地域によってそのテーマが異なっていく。 
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○専⾨職間社会課題解決演習（ISL）テーマ案 
 学部、博⼠前期課程、後期課程の学⽣が、ともに学びお互いから学び合えるように、
連携⼤学が保有するフィールドを共有し、学⽣が選択したテーマにふさわしいフィー
ルドを選択できるよう⽀援することを⽬標とする。教員は学⽣のレディネスに合わせ
た学習⽀援を⾏う。そのために、社会課題解決能⼒のラダーを開発し、これをもとに
学修者評価のための共通ルーブリックを作成し、参加⼤学が共通の評価基準をもって
学修者評価ができるようにする。社会課題解決演習（現地演習）のテーマの例を表 3
に⽰す。それとともに、どのように全学の学⽣の専⾨領域を巻き込みながら課題を解
決するかについて、想定される専⾨領域について括弧内に⽰す。 
 

表 3 専門職間社会課題解決演習（ISL）テーマ 

   
 ◇テーマ No1 「災害被災者の健康」  

受講予定学⽣ ＜看護・医・⼯・園芸・公共政策・総合国際＞ 
 本テーマでは、災害における被災者の健康に関する課題を取り上げ、その具体的解
決⽅法を提案する。住⺠参画型のインクルーシブな活動により、誰⼀⼈取り残さない
社会を実現する。そのために、どのような避難所の環境が必要なのか（建築・都市環
境）、必要な社会テクノロジーは何か（ロボット）、さらには、被災地の緑化再⽣によ
るグリーン・ヒーリングの応⽤（園芸・緑化）、復興に向けた新たな街を作るサービス
やデザインなど（ランドスケープ・デザイン）、多岐にわたる戦略を構築し実現する。
⽇本やマレーシアの地震や津波、タイやインドの⽔害などが対象となる。 

 ◇テーマ No2 「医療資源へのアクセシビリティ」  
受講予定学⽣ ＜看護・医・薬・理・⼯・公共政策・総合国際＞  
 本テーマでは、医療資源の偏在から発⽣する課題を取り上げ、その解決法について
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提案するものである。遠隔医療（医・IoT・情報・AI）とそのテクノロジー（⼯・公共
政策）を実装することによる問題を政策提⾔し、代替医療を実現する。さらに、さま
ざまな場⾯におけるケアを実現し、医療により QOL（看護・薬・機会・サービス）を
向上させることが可能な政策提⾔とその実⾏を実践する。 

 ◇テーマ No3 「認知症者とともに作る介護」  
受講予定学⽣ ＜看護・医・薬・理・⼯・⽂・法政経・⼈⽂・公共政策・総合国際＞   
 認知症者とどのように⽣活をともにし、尊厳あるケアを提供できるかを社会が考え、
社会で提供する（⽂・法政経・⼈⽂・公共政策）。認知症者だけではなく、ケアラーを
⽀援するテクノロジーの開発も重要な課題として取り上げる（看護・医・理・⼯）。⽇
本などはヤング・ケアラーの課題などがこれに当たるが、国や地域によって、ケアラ
ーも異なる。このような課題を多様な専⾨により解決する（看護・医・薬・理・⼯・
⽂・法政経・⼈⽂・公共政策）。 

 ◇テーマ No4 「パンデミックと⽂化」  
受講予定学⽣ ＜看護・医・薬・理・⼯・公共政策・地⽅⾏政・メディア＞  
 今回の新型コロナウィルスのようなパンデミック下において、精神的な健康課題を
⽂化的な背景をもとに健康課題を解決する（看護・地⽅⾏政・メディア・総合国際）。
孤⽴、隔離などメンタルストレスに直結するような環境を最先端技術により解決し、
新しい形でのコミュニティの形成により、解決する（看護・⼯・公共政策・地⽅⾏政・
メディア・総合国際）。このような、パンデミック下における情報の提⽰から、コミュ
ニティの形成まで、ソフトな提案を実現する。世界共通でありながらその対応が全く
異なることも学習する。 

 ◇テーマ No5 「ホームレスネスと社会」  
受講予定学⽣ ＜看護・医・薬・理・⼯・⽂・法政経・⼈⽂・公共政策・総合国際＞  
 ⽂化的な背景からくるホームレス化が引き起こす健康課題について取り組む。イギ
リスの労働型ホームレス、インドの路上⽣活者など多様である。ホームレスに⾄った
経緯と、犯罪者には犯罪防⽌を、⽣活困窮者にはシェルターなど、それぞれの国や地
域の特性に合わせたホームレス⽣活者の健康課題を解決していく（看護・医⽂・法政
経・⼈⽂・公共政策・総合国際）。特に、政策提⾔が重要であり、それを実現する医療
看護ネットワークをどのように推進するかを提案する（⼈⽂・公共政策・総合国際）。 

本事業は、事前学習、現地演習、バーチャルワークショップを組み合わせて実施する
ことが⾻格である。ワークショップをメタバースプラットフォームにて継続的に複数
回実施することにより社会課題解決のシナリオ case が蓄積していく。これを GRIP の
社会課題解決演習で活⽤することにより、現地演習の学習の質の向上を図り、現地演
習での学習の質の向上はバーチャルワークショップでのシナリオ・ケース・スタディ
の精度の向上につながるという好循環を期待する。 
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(4) GRIP の将来展望 
 本プログラムの特徴は、地域ケア創⽣に関わる学部、⼤学院の国際的ネットワーク
構築、複数の国の複数の専⾨領域の学⽣が、お互いからお互いについてお互いに学び
あうことにより地域ケア創⽣を⽬指した社会課題解決⽅策の共有、COIL と現地演習
をハイフレックスに混在させた継続的な学習の実現である。従来⼤学⽣が現地ボラン
ティアとして活動しさまざまな体験から経験的に獲得してきた社会課題解決のため
の実践能⼒の向上を可視化し、正規の学習プログラムとして履修管理と単位認定する
ものである。また、社会課題の解決に不可⽋な専⾨職連携実践能⼒の獲得を⼤学院⽣
レベルで正規科⽬とする試みでもある。 
 地域ケアを創⽣し、持続可能な開発⽬標３ Universal Health Coverage を実現する
ことのできる専⾨職が GRIP により育成されることにより、WHO などの国際機関で
の活躍、ヘルスプロモーション関連の NGO での活躍を期待できる⼈材育成プログラ
ムになり得る。またこれらの⼈材の国際ネットワークの強化に貢献することができる。 

 魅⼒的な⼤学間交流 
 本事業では、インドのシンバイオシス⼤学、英国のレスター⼤学、オーストラリアの
モナシュ⼤ 学 と 連 携 し 、 グ ロ ー バ ル 地 域 ケ ア IPE プ ラ ス （ Global & Regional 
Interprofessional Education Plus Program GRIP）を実現させる。上記の質の保証のために、
３つの⼤学とはカリキュラムの調整を⾏なっているが、それぞれの⼤学で以下のような
強みを有していることにより、特徴あるプログラムの内容を適切な場所で実施し、さら
なる⼤学間の交流を実現させる。 
(1) シンバイオシス⼤学（インド）の特徴 

 2000 年代以降に著しい経済発展を遂げたインドにおいて、先進的な看護教育を実
施している。⼀⽅で、インドは、さまざまな地域課題を有しており、連携⼤学の学習
フィールドとして、貧困、持続、⼈⼝の課題に取り組むことができる⼤学となる。こ
れまでの連携を強化してプログラムを着実に実施する。 

(2) レスター⼤学（英国）の特徴 
 看護発祥であり、看護先進国にある英国において、地域看護に強い⼤学である。卓
越した知識を有し⼗分な実践教育が可能な⼤学である。また、千葉⼤学の医学部との
連携が強くグローバル IPE+から発展した、先進看護⼯学などを実践できる。これま
での医療連携を強化してプログラムを着実に実施する。 

(3) モナシュ⼤学（オーストラリア）の特徴 
 広⼤な国⼟のもと、遠隔医療の最先端国でもあり、その⼀翼を担う⼤学である。他
の３つの国とは全く異なる国⼟の成り⽴ちにより、ネットワークでの看護が発達して
いる。これらの技術を知識として習得するプログラムや次世代遠隔看護を積極的に検
討する⼤学である。千葉⼤学とはすでに 30 年近い歴史がありプログラムを着実に実
施できる。 
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 以上のように、学習の質保証とそれを利⽤した多様な⼤学間交流を加速させる。 
  
1-2-6. 達成⽬標 
 将来の関係を⾒据えた連携強化に資する⽬標について 
(1) 事業計画全体の達成⽬標（事業開始〜2026年度まで） 

 本事業の特徴は、 1. 地域ケア創⽣に関わる学部⼤学院の国際的ネットワーク構築、
2. GRIP プログラムで相互の国で学び合い⾃国の地域ケア⽅策を共有、 3. COILと現
地交流をハイフレックスに混在させ継続的な学修を実現であり、この特徴をもとに、
以下の評価視点を設定した。 
1. 地域ケア創⽣に関わる学部⼤学院の国際的ネットワーク構築 
・定量的⽬標：2022 年度派遣・受⼊学⽣を 10名で開始し、最終年度 2026年度には
派遣・受⼊を 40 名に拡⼤する。地域ケア創⽣に関わる⼈材育成のため⼤学間連携お
よび部局間連携を３件程度新たに締結する。 
・定性的⽬標：副専攻 GRIP が完成し、６つのオンライン科⽬および専⾨職間社会課
題解決演習が運⽤され、カリキュラムおよび授業改善のための評価が終了し、改善が
定期的に⾏われている。そのためのプログラム委員会およびプログラム評価委員会が
定期的に開催されている。GRIP 科⽬が JV-Campus に搭載され、視聴活⽤されている。 
2. GRIP プログラムで相互の国で学び合い⾃国の地域ケア⽅策を共有 
・定量的⽬標：事業展開期間において、毎年定期的にメタバースでの⾃国の地域ケア
に関する課題・解決⽬標・⽅策を共有する成果発表会が開催され、caseシナリオが最
終年度において少なくとも 10例蓄積している。 
・定性的⽬標：GRIP 履修により参加学⽣の専⾨職連携実践能⼒、⽂化的対応能⼒と
⽂化的謙虚さ、社会課題解決能⼒が向上している。また各フィールドにおける社会課
題の解決⽅策オプションが増えており、かつ他国への解決⽅策の移転可能性が明らか
になっている。 
3. COIL と現地交流をハイフレックスに混在させ、社会課題解決に関する継続的な学
修を実現 
・定量的⽬標：メディア授業、リアルタイムオンライン、Eポートフォリオ、メタバ
ースミーティング、メタバースプレゼンテーション、ケーススタディシナリオシミュ
レーション教材が効果的に配置され、稼働し、８割以上の受講学⽣が学習到達⽬標を
達成している。 
・定性的⽬標：参加⼤学間で専⾨職間社会課題解決のための継続的な学習が⾏われて
いる。 

(2) 中間評価までの達成⽬標（事業開始〜2023年度まで） 
 事業計画全体における中間評価における達成⽬標を以下の３つの点において、定量
的⽬標及び定性的⽬標を設定する。 
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1. 地域ケア創⽣に関わる学部⼤学院の国際的ネットワーク構築 
・定量的⽬標：2022 年度派遣・受⼊学⽣を 10名で開始し、2023年度には派遣・受⼊
を各 15 名とする。地域ケア創⽣に関わる⼈材育成のため⼤学間連携および部局間連
携を１件程度新たに締結する。 
・定性的⽬標：副専攻 GRIP の６つのオンライン科⽬が 2023 年度に完成しており、
専⾨職間社会課題解決演習トライアルがインドにおいて 2023 年度に実施されている。
また⽇本におけるトライアルフィールドが１か所以上決定している。カリキュラムお
よび授業改善のための評価項⽬が明らかになっている。そのための GRIP に関するプ
ログラム委員会およびプログラム評価委員会が１回以上開催されている。GRIP 科⽬
のうち３分の１程度が JV-Campus に搭載され、視聴活⽤されている。 
2. GRIP プログラムで相互の国で学び合い⾃国の地域ケア⽅策を共有 
・定量的⽬標：2023年度にメタバースでの⾃国の地域ケアに関する課題・解決⽬標・
⽅策を共有する成果発表会が開催され、caseシナリオが 2023年度に少なくとも２例
完成し、２例が完成に向けた準備を⾏っている。 
・定性的⽬標：GRIP 履修の学修者評価スケールおよび成績評価基準を参加⼤学で合
意し て い る 。 専 ⾨ 職 連 携 実践能 ⼒ に つ い て は 千 葉 ⼤ 学 が 開 発 し た Chiba 
Interprofessional Competency Scale の使⽤を予定する。⽂化的対応能⼒と⽂化的謙虚
さについては世界で数種類開発されている Cultural Competency Scale から選択、専⾨
職間社会課題解決能⼒については本事業で開発するため、その⽅法論が確定している。 
3. COIL と現地交流をハイフレックスに混在させ、社会課題解決に関する継続的な学
修を実現 
・定量的⽬標：メディア授業、リアルタイムオンライン、Eポートフォリオ、メタバ
ースミーティング、メタバースプレゼンテーション、ケーススタディシナリオシミュ
レーション教材が効果的に配置され、稼働している。 
・定性的⽬標：2023年度に継続的な学修実現に向けた初期課題が明確になっている。 

  養成しようとするグローバル⼈材像について 
(1) 事業計画全体の達成⽬標（事業開始〜2026年度まで） 

 本プログラムは、千葉⼤学で全学部・全⼤学院を対象として実施する。社会課題の
解決はまさに多様な職種間の連携協働および国際的な⽐較と考察、資源を創造する柔
軟な発想が必要とされるためである。 
  本プログラムで要請する⼈材像は、Universal Health Coverage 推進のために地域ケ
アを創⽣できる専⾨職である。具体的には、こどもたちの健康状態の改善のためのア
クションを取ることができる、その国に必要な医療機器、介護機器を開発できる、健
康的な環境を考慮した地域開発ができる、健康資源へのアクセシビリティを改善する、
健康習慣の獲得のための教育ができる、⾼齢者のポリファーマシーの改善に取り組む
ことができるなど、どの国、どの地域であっても、⾃国でも他の国でも健康関連の課
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題に他の専⾨職とともに取り組み、⽂化的対応能⼒及び⽂化的謙虚さを基盤として、
現場での最適解を導き出すことができる⾃律した組織⼈、が養成する⼈材像である。
Universal Health Coverage のスローガンである「すべての⼈に健康を」を実現させる
ため、あらゆる専⾨領域の⼈材にこの Universal Health Coverage を定着させ推進する
ための、世界規模の⼈材育成を⾏う。 

(2) 中間評価までの達成⽬標（事業開始〜2023年度まで） 
 採択後ただちに、副専攻 GRIP の設置準備に取り掛かり、2023年度までに７つの
科⽬（合計８単位）を開講する。この７科⽬は全学共通の新規科⽬と看護学研究科
の開放科⽬（⼀部名称変更を⾏う）の２種類となっている。 
○全学共通の新規科⽬ 
 専⾨職間社会課題解決演習（Interprofessional Social Learning ISL）、Cultural 
Competency and Cultural Humanity、社会課題解決基礎、社会課題解決応⽤ 
○看護学研究科の科⽬の開放 
 専⾨職連携基礎、専⾨職連携実践１、専⾨職連携実践２ 
 このように構成し、学内にあまり多くの科⽬を設置せずスムースに展開する。 
また、専⾨職間社会課題解決演習についてはトライアルで⾏う。これらの科⽬の学
修者評価と科⽬評価のルーブリックの試⾏が終了している。また専⾨職連携実践能
⼒、⽂化的対応能⼒及び⽂化的謙虚さ、社会課題解決能⼒の客観的測定指標につい
て参加⼤学と合意形成が完了している。 

  学⽣に修得させる具体的能⼒のうち、⼀定の外国語⼒基準をクリアする⽇本⼈学⽣数
の推移について 
(1) 本事業計画において定める外国語⼒基準及び同基準をクリアする学⽣数に関する達

成⽬標 
表 4 外国語力基準及び同基準をクリアする学生数に関する達成目標 

    単位：人（延べ人数） 

    外国語力基準 達成目標 

      
 中間評価まで 

 (～2023 年度まで) 

 事後評価まで 

 (～2026 年度まで) 

    
【参考】本事業計画において派遣する日

本人学生合計数 
25 115 

  1 
学部向け GRIP 履修・Global Health  and 

Nursing Ⅱで単位認定（CEFR B1 以上） 
15 50 

  2 GRIP 副専攻履修学生（CEFR B2 以上） 8 20 

  3 
博士後期課程 Global 演習で単位認定 

 （CEFR B2 以上） 
2 5 
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(2) 外国語⼒基準を定めた考え⽅ 
 千葉⼤学では、現在⼊学後に TOEFLによるプレイスメントテストを⼊学⽣全員に
実施している。この結果は、その後の学⼒別クラス編成に利⽤している。現在では
５段階で、CEFR の定める B1(TOEFL iBT 71以下)、B2(72-79)、B2+(80-94)、
C1(95-)、C2 の５段階としている。千葉⼤学ではスーパーグローバル⼤学創成⽀援
事業において、グローバル⼈材としての外国語⼒基準を CEFR の B2+以上、TOEFL 
iBT 80（TOEIC730）点以上と定めている。その⽬標数は、令和５年度までには、学
部では 5,600名 46.7%、⼤学院では 2,000名 44.4%を⽬標としている。本事業では、
この SGU で⽬標としている能⼒を有していることを条件とするため、⼤学院⽣はこ
の CEFR の B2以上、TOEFL iBT 80（TOEIC730）程度をプログラム参加の要件とす
る。学部⽣に関しては B1 とする。  

(3) 事業計画全体の⽬標達成に向けたプロセス(事業開始〜2026年度まで) 
 本事業では、英語によるディスカッションおよびプレゼンテーションで英語⼒を
必要とする。⼤学院⽣は CEFR の定める B2+以上のレベルの学⽣を対象とし、学部
⽣は B1以上の学⽣を対象とする。千葉⼤学では、令和２年度⼊学の学⽣より、英語
カリキュラムを全⾯的に改訂して、卒業に必要な単位数を増加させ、専⾨科⽬を英
語により学習する「アカデミック・プレゼンテーション」を主に実施している。さ
らに、令和元年度以前に⼊学した学⽣には、外国語の授業（必修）以外に、イング
リッシュ・コミュニケーション（ブリティッシュ・カウンシルとの連携による会話
やディスカッション主体の授業）、イングリッシュ・ハウス（常勤教員によるプレゼ
ンテーションやディスカッションのスキルアップ・トレーニング）の３つの英語学
習を備えている。プログラムに参加する学⽣には、その英語のレベルに合わせて、
イングリッシュ・コミュニケーションの履修や、イングリッシュ・ハウスでのトレ
ーニングを推奨し、プログラムでのディスカッションや学⽣同⼠のチュートリアル
に対応できるようにする。また本事業では、様々な課題に関する現地でのインタビ
ューおよび会議への参加、専⾨家からの意⾒聴取などを想定している。従って、そ
のための英語⼒を確保することを要件とする。この能⼒は、選抜時点にチェックで
きるようにする。また、学部⽣が副専攻 GRIP を聴講することも可能とする。なお、
令和２年度より開始された英語カリキュラムの改訂により、令和４年度以降に専⾨
科⽬の英語による授業が実施される。これは学部の授業であるが、本プログラムで
提供される授業の⼀部を解放して学部⽣に受講させることも可能である。以上のよ
うに、英語の授業の倍増、単位外授業としてのイングリッシュ・ハウスでの学びを
通じて語学⼒の⽬標を達成させる。 

(4) 中間評価までの⽬標達成に向けたプロセス（事業開始〜2023年度まで） 
 本事業では、英語のレベルをクリアしていることを選抜の要件とするが、選抜時
に英語の要求レベルに到達していない、あるいはスキルをあげたいと希望する学⽣
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は、イングリッシュ・コミュニケーションおよびイングリッシュ・ハウスで実施し
ている、全学共通のディスカッションとプレゼンテーション⽤の授業を、英語のレ
ベルによって受講する。授業は以下の６つの種類を構築する。（１）英語によるジェ
ネラル・コミュニケーションの取得（インタビュー⽅法など）（２）英語によるディ
スカッションのポイントと討議内容のまとめ⽅の構築（３）英語によるプレゼンテ
ーションのプロセスの理論と実践（４）英語によるプレゼンテーション・マテリア
ルの作成法（５）スチューデント・チュートリアル・システム（STS）に対応する英
語による指導⽅法の基礎（６）ビジュアル・サマリー・レポート、ポートフォリ
オ、プレゼンテーション資料の作成⽅法これらの内容を含めた事前学習コンテンツ
を利⽤する。これらの授業はすべてオンデマンド⽅式で⾏う。さらに、必要に応じ
て、プレゼンテーションやディスカッションは、イングリッシュ・ハウスのネイテ
ィブの教員の個別指導、看護学研究科のアカデミック英語担当教員の指導を受けら
れるように調整する。 

  学⽣に修得させる具体的能⼒のうち、外国語⼒以外について 
(1) 事業計画全体の達成⽬標（事業開始〜2026年度まで） 

 本事業で学⽣に習得させる具体的能⼒は、A.専⾨職連携実践能⼒および B.社会課題
解決能⼒である。専⾨職連携実践能⼒は社会課題解決能⼒の前提にあり、この⼆つに
共通する具体的能⼒に⽂化的対応能⼒及び⽂化的謙虚さが含まれる。これを学部⽣と
⼤学院⽣に効果的に修得させるため、以下の通り展開する科⽬ごとに学習到達⽬標を
⽰す。 
A.専⾨職連携実践能⼒ 
 WHO が⽰す専⾨職連携教育の学習到達⽬標がチームワーク、専⾨職の役割と責任
の理解、コミュニケーション、内省と学習、住⺠・患者とのニーズの把握を伴う関係
性の構築、同僚への倫理である。この到達⽬標を基盤として本事業における学習到達
⽬標を図 5 の通りに設定した。 

 
図 5 専門職連携実践能力 

B.社会課題解決能⼒ 

 SDGｓの取り組みを参考に、社会課題を⾒出しアセスメントし、⽬標と評価の視点
を設定したうえで具体的な⽅策を⽴案し、実施に向けたアクションを取ることができ
ること、また挑戦し失敗から学ぶことができることとともに、現地の⽂化や制度をリ
スペクトし、住⺠及びステークホルダーと良好な関係を維持しながら社会変⾰を進め
ていくことのできる能⼒であるとした。この能⼒を獲得することを学習到達⽬標とし
て図 6の通りに設定した。 
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図 6 社会課題解決能力 

 
 また社会課題解決能⼒は学⽣の準備状態に応じて図 7 の通りに定める。学部⽣レベ
ルでは、社会課題に関するフィールドワークスキルとデータ収集⽅法を理解し、実際
に地域住⺠と指導の下でコミュニケーションをとることができ、これらの意⾒と情報
から部分的な課題解決の⽅向性を検討できること、博⼠前期課程では地域住⺠の意⾒
とともに地域のステークホルダーの意⾒を集約分析したうえで、実践活動に参加し、
学⽣チームの意⾒をまとめ改善案を提案できること、博⼠後期課程では、社会課題解
決にむけたトータルソリューションの実践ができることを到達⽬標に学⽣のレディ
ネスをアセスメントし適切な到達レベルを設定する。 

 
図 7 専門職間社会課題演習学習到達目標のレベル 

 
 以上の学習到達⽬標を達成するために、本事業で設定する副専攻 GRIP 科⽬の到達
⽬標を表 5 の通りに定める。 
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表 5 副専攻 グローバル地域ケア IPE プラス（GRIP）各科目到達目標 

  

(2) 中間評価までの達成⽬標（事業開始〜2023年度まで） 
 本事業 GRIP を受講した学⽣はこれまで述べてきた通り、GRIP各科⽬の学習到達⽬
標を達成したことを確認できた場合に単位認定をする。そのため派遣学⽣、受⼊学⽣
の⼈数が予定通りに推移し、2022 年度それぞれ 10名、2023年度それぞれ 15名の学
⽣が GRIP 専⾨職間社会課題解決演習まで履修し単位認定ができれば、グローバルな
地域ケア創⽣を専⾨職連携により実現できるコンピテンシーを獲得できたと判断で
きる。 
 なお、これまで IPE を受講したことのある学⽣については、GRIP１から３を既修得
単位として読みかえる。また看護学部４年⽣で学部選択授業 Global Health and Nursing 
I,および II を受講した学⽣については、GRIP4 から 6 を既修得単位とする。また看護
学研究院博⼠前期課程共通基盤科⽬専⾨職連携実践論および専⾨職連携教育論、災害
時専⾨職連携演習はおなじく GRIP 科⽬１，２，３を既修得単位とする。2023年度ま
でにこのような既修得単位認定の仕組みを作り、医療系学⽣の履修しやすさに配慮す
る。  

  質の保証を伴った⼤学間交流の枠組みの形成及び拡⼤に向けた具体的な取組について 
(1) 事業計画全体の達成⽬標（事業開始〜2026年度まで） 

 本事業は、⼤学間の国際的な連携により、多様な領域の学⽣が連携して社会課題解
決への取り組みを実施するなかで、お互いからお互いについてお互いに学びあいつつ、
⽂化的対応能⼒及び⽂化的謙虚さを基盤とした専⾨職連携実践能⼒、社会課題解決能
⼒を獲得することを⽬指すものである。その究極の⽬的は、Universal Health Coverage
の推進にある。この⽬的を参加⼤学が共有しつつ、以下の表 6 に⽰す２つの Phase、
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５つの step で推進する。  
 2026 年度以降の展望として多様な国の多様な専⾨性を有する地域ケア創⽣⼈材の
国際ネットワークを形成し、Universal Health Coverage を実現する専⾨職の輩出によ
り、WHO など国際機関で活躍する⼈材育成プログラムとして確⽴することを⽬指す。 

表 6 質の保証を伴った大学間交流の枠組み形成プロセス 

 

(2) 中間評価までの達成⽬標（事業開始〜2023年度まで） 
 表 6の Phase1 が、本事業における質の保証を伴った⼤学間交流の仕組み構築に関
する中間評価までの達成⽬標への形成プロセスである。本事業の中間評価達成⽬標は、
①参加⼤学間で教育プログラム委員会、評価委員会などの設置に向けて合意している。
②学⽣の選抜条件、履修ルール、成績評価ルーブリック、学修者評価に関する⽅法と
評価項⽬について合意している。③①および②の活動により⼤学間の⼈事交流事例が
増加する、の３点である。なお、メディア授業プラットフォーム、メタバース、オン
ラインの環境整備は 2022 年度中に完成させ、学習環境として⼗分整える。 

  
1-2-7. 5 年間の学⽣交流および展開段階のまとめ 
 下記の表 7 の通り、5 年間の事業展開とともに学⽣交換国および学⽣数を増加する予定と
している。 
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表 7 5 年間の事業展開および学生交換国および学生数 

年 学生交換数 学生交換国 展開段階 

年次 年度 派遣 受入 学生の派遣国 学生の受け入れ国 PHASE STEP 

初 2022 10 10 インド インド 1 

  

1 

２ 2023 15 15 インド、英国 インド、英国 2 

３ 2024 20 20 インド、英国、オーストラリア インド、英国、オーストラリア 2 3 

４ 2025 30 30 インド、英国、オーストラリア他 インド、英国、オーストラリア他 4 

５ 2026 40 40 インド、英国、オーストラリア他 インド、英国、オーストラリア他 5 

計 115 115         

 

1-3. GRIP 推進のための組織と体制 

1-3-1. GRIP 推進委員会の設置 
 GRIP 推進のため、初年度である 2022 年度は学内を中⼼に、組織と体制を下記の図 8 の
通り策定した。 
 国際的な IPE プログラムであり、IPERC の下部組織として位置づけ、亥⿐ IPE に係る教員
も GRIP 推進委員として加わった。また、海外連携⼤学は連携⼤学 GRIP 推進委員会として、
さらに外部者を GRIP評価委員として委員会を形成する。 

 
図 8 GRIP 推進委員会と関係部署等の組織図  
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1-3-2. GRIP にかかわる規定の整備 
規定の改定 

 GRIP 推進委員会の設置にあたり、千葉⼤学⼤学院看護学研究院附属専⾨職連携教育研
究センター規程に以下の条⽂を追加し、令和 5 年 4⽉ 1⽇より施⾏した。 

（グローバル地域ケア IPE プラス創⽣⼈材の育成プログラム推進委員会） 
第１３条 グローバル地域ケア IPE プラス創⽣⼈材の育成プログラム（Global & Regional 
Interprofessional Education Plus Program。以下「GRIP」という。）に関する事業を推進す
るため，センターに，GRIP 推進委員会を置く。 
２ GRIP 推進委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

規定の制定 
 以下の通り、千葉⼤学⼤学院看護学研究院附属専⾨職連携教育研究センター グロー
バル地域ケア IPE プラス創⽣⼈材の育成プログラム推進委員会に関する内規を新たに制
定し、令和 5 年 4⽉ 1⽇より施⾏した。 

千葉⼤学⼤学院看護学研究院附属専⾨職連携教育研究センター グローバル地域ケア
IPE プラス創⽣⼈材の育成プログラム推進委員会に関する内規 

 
（趣旨） 
第１条 この規程は，千葉⼤学⼤学院看護学研究院附属専⾨職連携教育研究センター規
程第１３条第２項の規定に基づき，グローバル地域ケア IPE プラス創⽣⼈材の育成プロ
グラム（Global & Regional Interprofessional Education Plus Program。以下「GRIP」とい
う。）推進委員会に関し必要な事項を定める。 
（⽬的） 
第２条 GRIP の教育，実践，研究を実施し，またプロジェクトの運営に関する関係機関と
の調整や状況の管理を⾏うことにより，GRIP活動の発展・充実に資することを⽬的とす
る。 
（組織） 
第３条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 
 ⼀ ⼤学院看護学研究院附属専⾨職連携教育研究センター⻑（以下「センター⻑」と
いう。） 
 ⼆ 医学部，薬学部及び看護学部の教務担当委員⻑ 
 三 その他センター⻑が必要と認めた者 
（任期） 
第４条 委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，⽋員が⽣じた場合の後任者
の任期は，前任者の残任期間とする。 
（委員⻑及び副委員⻑） 
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第５条 委員会に委員⻑を置き，センター⻑をもって充てる。 
２ 副委員⻑は，委員の互選によって定める。  
３ 委員⻑は，委員会を招集し，その議⻑となる。 
  ４ 副委員⻑は，委員⻑を補佐し，委員⻑に事故あるときはその職務を⾏う。 
（会議） 
第６条 委員会は，委員の過半数の出席がなければ議事を開くことができない。 
２ 委員会の議事は，出席委員の過半数の同意をもって決し，可否同数のときは，議⻑
の決するところによる。 
（委員以外の出席） 
第７条 委員⻑は，必要と認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，意⾒を聴
くことができる。 
（GRIP評価委員会） 
第８条 プログラムの質の評価と改善を実施するために GRIP 推進委員会に GRIP 評価
委員会を置く。 
２ GRIP評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。 
 (⼩委員会) 
第９条 委員会が必要と認めたときは，⼩委員会を置くことができる。  
２ ⼩委員会の名称，組織及び運営については，委員会が定める。 
（事務） 
第１０条 委員会の事務は，GRIP 推進室，亥⿐地区事務部総務課において処理する。 
（雑則） 
第１１条 この内規に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定め
る。 
附 則 
 この内規は，令和５年４⽉１⽇から施⾏する。 
 
 【制定理由】 
  グローバル地域ケア IPE プラス創⽣⼈材の育成プログラム推進委員会設置に伴い制
定するもの。 
 

 
  



   
 

 30  
 

2. 2022 年度の取り組み 
 

2-1. ⼤学院博⼠前期課程副専攻 GRIP の開講準備 

 本 GRIP プログラムは、千葉⼤学の Global Education ⼤学院国際実践教育の該当科⽬とし
て、開発・実施を⾏うものである。 
  
2-1-1. Global Education ⼤学院国際実践教育 
 千葉⼤学の Global Education（https://global-education.chiba-u.jp/）の⼀つである、「⼤学
院国際実践教育」とは、「⼤学院国際実践教育は、将来グローバルに活躍できる⾼度な実践
型⼈材を育成することを⽬的とした千葉⼤学の⼤学院グローバルプログラムで、海外協定
校の学⽣との協働学習を中⼼とした⼤学院国際実践教育の指定科⽬を、主専攻である研究
科・学府での修了要件単位以外で、所定の履修要件に基づき履修するもの」である
（https://global-education.chiba-u.jp/globalstudies/）。 
 本 GRIP プログラムにおいては、2022 年度の申請時より、この⼤学院国際実践教育に該
当するプログラムとして開発・実施することを想定し、千葉⼤学学務部国際企画課と調整を
⾏ってきた。選定・採択後には、実質的な準備に着⼿し、2023年度には下記の図 9の通り、
「⼤学院国際実践教育」の全 9プログラムのうちの⼀つとなった。 
  

 
 図 9  大学院課程の修了要件と大学院国際実践教育の関係(千葉大学，2023 年度)  

  (千葉大学 Web サイトより，https://global-education.chiba-u.jp/globalstudies/) 
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 上記の図 9にも⽰した通り、「⼤学院国際実践教育」の学修については、「修了」と「履修
証明書取得」の 2 通りがあり、本 GRIP プログラムは「修了」のパターンとして設定する。
つまり、図 にもあるように、各⼤学院⽣が所属課程における⼤学院専⾨教育(⼤学院課程
の修了要件)に加えて、GRIP の指定する 7 科⽬（8単位）を履修し単位認定されれば、⼤学
院国際実践教育 GRIP 修了とする。なお、これら 7 科⽬については、すべてが⾃由科⽬であ
り、千葉⼤学の全学部・全研究科所属の学⽣が履修可能である。 
  
2-1-2. 看護学研究科での開講準備 
 副専攻としての、⼤学院国際実践教育 GRIP 修了のための 7 科⽬開講は、2022 年度に千
葉⼤学⼤学院看護学研究科において承認され、同看護学研究科において 2023 年度の 10 ⽉
に開講する。これら 7 科⽬の概要は以下の通りである。 
 講義科⽬については、第４ターム（10、11 ⽉）であり、演習科⽬である「専⾨職間社会
課題解決演習（Interprofessional Service Learning: ISL）は、2022 年度はターム 5，6であり、
オンラインでの事前学習開始は 1 ⽉頃、現地渡航・演習は 2 ⽉、事後のオンライン学習は 3
⽉実施としている。⼤学院国際実践教育 GRIP 修了認定のためのこれら 7 科⽬の履修順序
は、特に規定しない。7 科⽬計 8単位が認定されれば、同修了認定となる。また、これらの
科⽬は個別の履修も可能である。さらに、亥⿐ IPE の科⽬を終えている学⽣については、専
⾨職連携基礎、専⾨職連携実践 1、専⾨職連携実践 2 については、既修得単位での読み替え
も可能である。 

表 8 GRIP 関連科目一覧 
授業科目 単位数 形態 授業方法 授 業 科 目 の 内 容 

専門職連携基礎 1 講義 メディア授業

(非同期・双

方向) 

IPE(Interprofessional Education)の起

源と理論的背景、必要性を SDGs の関連

から論述し、基本的な理論から専門職連

携実践活動を学ぶ。 

専門職連携実践 1 1 講義 メディア授業

(非同期・双

方向) 

専門職連携実践活動に必要な役割と責

任、コミュニケーション、患者・利用

者・住民との関係構築を学ぶ。 

専門職連携実践 2 1 講義 メディア授業

(非同期・双

方向) 

患者・利用者・住民へのサービス品質向

上に向けた専門職連携実践のためのリー

ダーシップとメンバーシップと倫理的実

践を学ぶ。 

Cultural 

Competency and 

Cultural 

Humility 

1 講義 メディア授業

(非同期・双

方向) 

異なる伝統、教育システム、言語を持つ

国同士のコミュニケーションを促進する

インターカルチュラルな実践を学ぶ。 
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社会課題解決基礎 1 講義 メディア授業

(非同期・双

方向) 

社会課題の解決に必要な地域アセスメン

ト、課題抽出、目標設定、方策立案、評

価計画立案の一連の流れをシミュレーシ

ョンシナリオを用いて学ぶ。 

社会課題解決応用 1 講義 メディア授業

(非同期・双

方向) 

社会課題の解決に必要なステークホルダ

ーとの合意形成と対立の解決方法、コン

サルテーションの実際をシミュレーショ

ンシナリオを用いて学ぶ。 

専門職間社会課題

解決演習

(Interprofession

al  Service 

Learning: ISL) 

2 演習 同期/非同期

オンライン、

現地演習(海

外連携大学) 

海外の提携大学所在地において、現地の

サービス活動にチームとして参加し、健

康に関連した社会課題解決に取り組む。

事前学習、現地演習、事後のバーチャル

ワークショップにより構成する。 

  
各科⽬についてはコンテンツを作成中である。専⾨職連携基礎、専⾨職連携実践 1、専⾨職
連携実践 2 については IPERC での蓄積を下に、Cultural Competency and Cultural Humilityに
ついては専⾨家であるメーカー亜希⼦⽒のコンサルテーションを受けつつ構成する。社会
課題解決基礎、社会課題解決応⽤では、社会課題解決のプロセスとスキルについて学ぶこと
を⽬的として、実際に地域における社会課題とその解決のための介⼊に取り組んでいる学
内教員や、学外組織・施設等の⽀援者を講師として招聘し、実例について学ぶ構成とする。
これには ISLのフィールドである活動や組織を含め、ISLにつながるものとする。 
 

2-2. 教材開発 

2-2-1. 学習要項の作成 
 学習ガイドとして、学習要項を作成した（資料 参照）。構成は、GRIP プログラムの説明、
単位履修、⼤学院副専攻、獲得する能⼒・到達⽬標、具体的な学習の流れ、フィールド演習
のトピック、使⽤する学習ツール、現地演習のフィールドテンプレート、ワークシート、最
終プレゼンテーションのテンプレートなどから成る。 

内容は GRIP プログラム申請時書類および、参加学⽣募集説明⽤資料に準拠しており、特
に、獲得をめざす能⼒とその到達⽬標については同じ内容である。なお、⽂化的対応能⼒で
ある Cultural Competency and Cultural Humilityについては、GRIP プログラムが、健康関連
の社会課題解決の⽀援についての考察等を⽬的とするため、⽬的や内容の近似するものと
して、⽶国の CLAS, cultural competency, and cultural humility, US Department of Health and 
Human Services Office of Minority Health を参考として内容を追加した。 

SIU 学⽣には⼤学院副専攻の履修等を除き、取得・向上をめざす能⼒とその説明、フィー
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ルド演習のトピック、提出物や成果発表会などの必須部分をのみを抽出し、ボリュームを少
なくしたサマリー版を提⽰した。ワークシートや最終プレゼンテーション⽤のテンプレー
トは、直接記⼊できるように、別添として提⽰した。 

  
2-2-2. ワークシートおよび学習成果発表プレゼンテーション⽤テンプレートの作成 
 ワークシートの作成 

 常に取得・向上をめざす 3つの能⼒について意識して学習に取り組み、⾃⼰の成⻑と
学習課題を認識して計画的に次の学習活動に取り組むため、現地演習について、中間⽇
(4⽇⽬)と最終⽇（8⽇⽬）に、リフレクションを⾏うためのシートを作成し、提⽰した。
なお、本 GRIP プログラムでは多職種共同実践（IPCP: Competencies for  Interprofessional 
Collaborative Practice）能⼒取得を⽬標の⼀つとしてチームでの課題解決に取り組むため、
学⽣個々のリフレクションに加え、チーム全体としてのリフレクションシートも加えた。 

 学習成果発表⽤プレゼンテーション⽤テンプレート 
 社会課題解決の能⼒の項⽬について焦点化するために、テンプレート化した。さらに、
IPCP についても発表項⽬として含めた。⽂化的対応能⼒については、個⼈的な体験を主
となるので個⼈のレポートとして記述・提出することとした。 

  
2-2-3. 事前学習課題・資料等の作成 
 IPCP および課題解決 

 本 GRIP プログラムの主な⽬的で
あり必須要素である IPCP 能⼒そし
て、IPCP での課題解決への取り組み
について、GRIP プログラム担当教員
でもある IPERC（看護学研究院附属
専 ⾨ 職 連 携 教 育 研 究 セ ン タ ー 
Interprofessional Education Research 
Center）教員が主となってメディア
教材を作成した(図 10)。        図 10 IPCP の動画教材スクリーンショット 
オンデマンドで視聴できるようにした。加えて、WHO の”Framework for Action on 
Interprofessional Education & Collaborative Practice” 
(https://www.who.int/publications/i/item/framework-for-action-on-interprofessional-
education-collaborative-practice)を閲覧できるように掲載した。 

 学⽣同⼠の交流ならびにチームビルディング推進 
 各⼤学内および⼤学間の学⽣の交流を推進するために、各学⽣の⾃⼰紹介動画(2，3分
程度/⼈)を事前課題として課し、全参加学⽣がオンデマンドで視聴できるようにした。
なお、SIU 学⽣は渡航準備の VISA 取得⼿続き等で⾮常に繁忙であるとのことで、動画で
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はなく⽂書での提出となった。 
 さらに、双⽅の⼤学の学⽣が、相⼿⼤学の学⽣の学習テーマに関して、⾃国の資料を
提⽰することを事前提出課題とした。具体的には、千葉⼤学の学⽣はインドにおいて⼦
どもに関する課題に取り組むため、SIU 学⽣がインドの⼦どもの状況に関する資料(Web
上のデータ、⽂献等)を検索・提⽰することを課した。その逆として、SIU 学⽣は⽇本で
⾼齢者に関する課題に取り組むため、千葉⼤学学⽣は⽇本の⾼齢者に関する資料を提⽰
した。特に、千葉⼤学の参加学⽣の⼀⼈である看護学研究科博⼠後期課程の学⽣はプレ
ゼンテーション資料として独⾃にまとめて英語で作成しており、この資料も SIU 学⽣に
提⽰した。こうして、双⽅の学⽣が、まずは⾃国のことについて調べ、そして他学⽣の
学習を⽀援するという、相互学習ならびに交流を促進する仕組みとした。 
 千葉⼤学学⽣については、渡航前に、対⾯での集合は困難であったが、メタバースプ
ラットフォームである oVice においてリアルタイムで全員が集合し、顔合わせや渡航に
係る問題提起と検討（インドの学⽣へのお⼟産持参について）を⾏い、チームビルディ
ングに取り組んだ。 

 ⽇本の地域包括ケアシステム 
 後述するが、SIU 学⽣は⽇本におけ
る現地演習テーマとして「⽇本の⾼
齢者の健康と地域包括ケアシステ
ム」にもとづいて学習活動を⾏うた
め、事前にこの地域包括ケアシステ
ムに関する知識を得ておく必要があ
る。そのため、GRIP 推進メンバーで
もある IPERC メンバー教員がメディ
ア教材を作成し、提⽰した。   

 インドの困難な状況にある⼦どもに関する資料 
 千葉⼤学学⽣が、インドで困難な状況にある⼦どもとその⽀援活動について参加し、
学習するため、SIU の SCOPE よりインドの⼦どもを⽀援する NGO活動についての動画
教材を提供していただいた。オンデマンドで視聴できるようにした。さらに、インドの
危機的状況にある⼦ども達に関する⽂献を reading material として提⽰していただいた。 

  
2-2-4. 学習⽤プラットフォーム（LMS：Learning Management System）の設定 
 Google Classroom上でのクラス作成・設置 

 千葉⼤学の LMS である Google Classroom を 2022 年度の GRIP プログラムにおいても
使⽤するため、同プラットフォーム上に、クラスを作成・設置し、教材や課題を配置、
提出できるように設定した(図 12, 13)。学習要項においても、そのように予定し、記載し
た。2022 年度の本プログラムに参加あるいは担当する SIU の参加学⽣ 10名分、SCIEメ

図 11 日本の地域包括ケアシステムに関する動画教材 
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ンバー1名分、SCOPE 教員 1名分、SCON教員 1名分の Google Classroom のアカウント
を千葉⼤学本部に申請し、ビジターアカウントとして取得し（学⽣は後に千葉⼤学特別
聴講⽣となったためビジターアカウントではなく、通常の学⽣アカウントとなった）、同
クラスに登録し、SCIE にその旨を伝え、ログインの招待を送った。しかし、SCIE 担当者
によると技術的に障壁があるとして Google Classroom⾃体にログインがなされず、他の
SIU 教員や学⽣も同クラスにログインすることはなかった。その結果として、この Google 
Classroom上のクラスを、SIU 学⽣や SIU の教員は使⽤できなかった。そのため、SIU 学
⽣については、事前学習教材や課題については、来⽇前は SCIE 担当者へメール送信にて
周知し、提出物も SCIE 担当者よりメールにて回収した。そして、⽇本に到着後に Google 
Spaceへのログイン法をインストラクションし、Google Space上での資料提⽰ならびに
課題提出とした。学習要項のサマリーやフィールド資料の⼀部は紙媒体でも提供した。
千葉⼤学学⽣に関しては、他科⽬同様に Google Classroom を使⽤して学習活動を進⾏し
た。 

 

 

図 12  GRIP プログラム専用の Google Classroom のトップ画面の一部 
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   図 13 GRIP プログラム専用の Google Classroom の授業画面の一部 

  

 メタバースプラットフォーム oVice のスペース構築 
 メタバースプラットフォームは架空の共同学習室として使⽤するために GRIP プログラ
ム専⽤スペースを契約し、開設した。これについては別の項で詳述する。 

 

2-3. カウンターパートとの連携  

 先に述べたとおり、この GRIP プログラムでは、2022 年度はトライアルとしてシンビオ
シス国際⼤学(インド)と千葉⼤学(⽇本)での学⽣交換、2023 年度はこれにレスター⼤学(イ
ギリス)、さらに 2024年度はモナシュ⼤学(オーストラリア)が加わり、参加学⽣⼈数も最終
年度である 2026年度には派遣・受⼊各 40 ⼈、計 80 ⼈となる予定としている。 
 2022 年度はシンビオシス国際⼤学とは実際の学⽣交換の調整・連携を⾏い、レスター⼤
学ならびにモナシュ⼤学とは 2023年度以降の学⽣交換のための調整を⾏った。 
 以下、カウンターパートである、各⼤学との GRIP 開始までの交流の経緯と 2022 年度の
調整・連携活動状況について記述する。 
  
2-3-1. シンビオシス国際⼤学（インド） 
 これまでの本学/部局との交流の経緯 

 シンビオシス国際⼤学（SIU）とは、シンビオシス国際⼤学国際教育センター（SCIE）
を介して、同⼤学看護学部（SCON）ならびに千葉⼤学看護学部との間で、教育プログラ
ム開発・提供のエージェントである SGS の仲介により、2019 年より国際交流を開始し
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た。この学⽣の交流プログラムは、千葉⼤学看護学部の⾃由科⽬である Global Health and 
Nursing II(2単位)に該当するものであり、⽇本、インドそれぞれにおける社会⽂化経済的
背景と看護・医療との関連を主題とする国際交流プログラムである。2019年には千葉⼤
学看護学部より、7名の２，３年次学⽣が現地に実渡航し、実際に現地の医療機関やシン
ビオシス国際⼤学看護学部において、施設⾒学の他、保健医療システムや看護実践、看
護教育の状況について、講義を受け、同⼤学看護学部教員ならびに学⽣との意⾒交換な
どを実施した。特にこの SIU との交流プログラムでは、インドの伝統医療や ASHAとい
ったコミュニティ・ヘルス・ワーカーが活躍する独⾃の保健医療システム等について、
社会⽂化経済的背景との関連を実際に⾒聞し、検討するという学修プログラムとなって
いる。また、SIU ではバディとして学⽣のアシスタントを配置することによって、学⽣同
⼠が安⼼して交流を持てる環境を提供しており、プログラム受講学⽣からも好評であっ
た。 
 2020 年以降は、COVID-19 拡⼤により渡航が困難となったが、オンラインでの国際交
流プログラムを、1，2回／年実施し、2020 年度は 9 名、2021 年度は計 6名、2022 年度
は 8名が受講・修了した。オンラインであっても、講義や学⽣のバディとの意⾒交換等
に加え、伝統的かつ代表的な健康法の⼀つであるヨガの実践などもあり、充実した内容
であった。なお、SIU は、千葉⼤学では看護学部のみならず、普遍教育課程において他学
部学⽣に向けて国際交流プログラムを提供している。 

 GRIP プログラム実施に向けた 2022 年度の調整・連携 
 これまでのオンラインプログラム実施や学⽣派遣等の交流を踏まえ、SIU との学⽣交
換を⾏うべく、SGS によるコーディネートを経て、まずは⼤学間協定締結を⾏った。2022
年 9⽉ 1⽇付にて、シンビオシス国際⼤学と千葉⼤学との⼤学間協定が看護学研究院が
窓⼝となって締結され、発効となった。SGS とも連携しながら SIU との国際部である
SCIE との調整を継続し、同年 11 ⽉には千葉⼤学より、GRIP 推進委員会メンバーが SIU
を訪問し、SCIE と学⽣交換に関する具体的な打ち合わせを実施した。さらに、フィール
ド演習については、SIU ではすでにカリキュラムの⼀部として、⼤学近隣の施設や NGO
にてサービス・ラーニングを⾏う Symbiosis Community Outreach Programme and 
Extension（SCOPE）を提供しており、同 SCOPE の担当教員との打ち合わせやフィール
ド演習候補である村などの視察を⾏った。さらに 2022 年度は初回でありかつトライア
ルとして、SIU からは SCON Symbiosis College of Nursing 看護学部/看護学研究科の学⽣
を千葉⼤学に派遣するとこととなった。SCIE の案内にて、学⽣の宿泊場所や学習室など
を視察し、調整を⾏った。以降は主にメール等にて調整を継続した。 

 
2-3-2. レスター⼤学（イギリス） 
 これまでの本学/部局との交流の経緯 

 レスター⼤学（University of Leicester: UL）は千葉⼤学医学研究院との間で部局間協定
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を締結しており、2005 年に初めてレスター⼤学からの教員の訪問があり、以降、定期的
な交流を継続している。本学の亥⿐ IPE プログラムの企画段階より、レスター⼤学教員
によるコンサルテーションを受けてプログラムを発展させてきた経緯がある。本学医学
部、看護学部、薬学部との合同の IPE授業の⼀環として、看護学部からも 2019年に 4年
次学⽣２名、医学部６年⽣１名をチームとして、UL現地に派遣した。現地でのプログラ
ムは、⽇本の包括ケアシステムのモデルともなっている integrated care(統合ケア)につい
て学ぶ integrated care block(ICB) と呼ばれるカリキュラムであり、本学医学部学⽣な
らびに看護学部学⽣は、現地の医学⽣らとともに講義や臨床実習に参加した。同⼤学で
のこの ICBは、地域で暮らす⾼齢者や障害者など慢性的で複雑な健康上のニーズを持つ
⼈々を対象として全⼈的に評価・診療する能⼒の涵養をめざすものであり、地域におい
て多職種チームの⼀員として効果的に働くために必要な知識・技術・態度を⾝に付ける
ことなどを⽬的とする IPE プログラムである。ICB には、貧困地域での⽣活困窮者や路
上⽣活者を⽀援対象とする診療所での臨地実習も含まれており、社会経済的背景や関連
する政策等についても⽐較・検討する学修内容となっている。この ICBでのプログラム
は、まさに GRIP の基盤とも⾔える内容となっている。2020 年以降は COVID-19パンデ
ミックによって、このプログラムは保留となっていたが、パンデミック後には学⽣交換
を再開することとして、合意を得ていた。 

 GRIP プログラム実施に向けた 2022 年度の調整・連携 
 ULでの GRIP プログラム開始のために、2023年 1 ⽉中旬に、本学より GRIP 推進委員
会メンバーが現地を訪問し、ICB担当教員らと打ち合わせ等を⾏った。2023年度からの
GRIP プログラムとしての学⽣交換の時期や⼈数、フィールド演習先となるフィールド等
について検討した。その結果、ULにおいては ICBを基盤としてフィールド演習を⾏うこ
ととなった。その後も具体的な調整を継続している。 

 
2-3-3. モナシュ⼤学（オーストラリア 
 これまでの本学/部局との交流の経緯 

モナシュ⼤学は、1994年より、千葉⼤学との間で⼤学間協定を締結している。また千
葉⼤学⼤学院看護学研究院附属の専⾨職連携教育研究センターの教員は、モナシュ⼤学
での IPE プログラムを視察するために 2012 年に現地を訪問した。その際に、スチューデ
ント・クリニック、デジタル診療およびＥラーニングシステムなどを⾒聞し、亥⿐ IPE プ
ログラムの改善のための参考とした。また、2020 年にグローバル IPE の⼀環として、
IPERC が中⼼となって 3 名程度の派遣および受け⼊れを⾏う事として、そのためのプロ
グラムも開発していたが、COVID-19パンデミックにより中⽌となった。実渡航を伴う派
遣および受⼊は不可となったが、グローバル IPE および Global Health and Nursing II の
授業の⼀環として、オーストラリアにおける看護活動等についてオンラインでの講演を
モナシュ⼤学教員に提供してもらうなど交流を継続している。 
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 GRIP プログラム実施に向けた 2022 年度の調整・連携 
GRIP プログラムでは、モナシュ⼤学とは 2024年度の学⽣交換実施を予定している。こ
のため、2023年 3⽉に、本学より GRIP 推進委員会メンバーが現地に赴き、うち合わせ
を⾏った。2024年度の学⽣交換に備え、新たにフィールド演習のトピックとしてメンタ
ル・ヘルスを加えることやそれに合わせた⽇本でのフィールド準備など、具体的な調整
を開始し、その後もメール等で継続している。 

 

2-4. メタバース環境の開発 

2-4-1. メタバース環境の開発 
 メタバースとは 

 メタバース metaverse とは、電⼦空間（ネット）上の世界であり、利⽤者がログイ
ンやプレイしないときも存在する架空の世界である。それは、VR(virtual reality)や、
ある活動⽤のプラットフォームとして、metaverse platform と呼ばれる。 

 GRIP プログラムへのメタバース導⼊の背景 
 GRIP プログラムでは、国や時差を越えて、学⽣同⼠や関係の教員等が参加し、⾃
由にディスカッションする、あるいは、バーチャルワークショップとしてプレゼンテ
ーションを⾏うなどの空間として、メタバースを導⼊することとした。メタバースの
利点としては、ビデオ会議アプリのように⽴ち上げている時のみ参加可能ではなく
常時、その空間があり、いつでも参加できることがある。学⽣は、仮想の共同学習室
として使⽤することができる。また、ネット上に格納された教材へのリンクを張るこ
とにより、メタバース空間内で⾃⼰学習を⾏う事も可能である。このような背景か
ら、メタバースをプラットフォームとして導⼊するに⾄った。 

 メタバースプラットフォームの選定 
 GRIP プログラムにて使⽤するメタバースプラットフォームの選定にあたり、いく
つかのものを実際に試⽤した。その結果、ゴーグル等の機器や特定のソフトウェアな
どの特別な準備が必要なく、かつアバターなどの作り込みが不要ですぐに誰でも参
加することのできる Web ベースのメタバースプラットフォームである「oVice」を選
定した。千葉⼤学が求めるセキュリティ基準にも達している。これは、⽇本の企業が
開発・提供しているメタバースプラットフォームであり、主に⽇本の多くの企業、⼤
学、学会などの組織が利⽤している。⽇本の外務省においても、帰国留学⽣のオンラ
インカンファレンスに使⽤された実績を有している（https://ovice.in/ja/international-
online-conference/）。また、空間上のデザインも教室⾵、公園⾵、さらには任意の画
像ファイルをアップロードすることにより完全にカスタマイズできることも、有⽤
性が⾼く、選定の理由である。oVice では、誰がそのスペース内にサインイン(参加)
しているのか可視化されており、スペース内ではアバターで近づき、⽴ち話のように
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話しかけることも可能である。誰が参加し、どのように集合しているのかということ
が可視化されることが、管理の⽴場でも利点となる。他のグループワークを中⼼とす
る学習活動などでも有⽤性が⾼い。さらに数⼗⼈希望でのテレビ会議も可能である。
ダッシュボートの機能は有償で追加すれば、交流や発話数、滞在時間などのログをデ
ータとして取得することも可能であり、今後はその導⼊も視野に⼊れている。 

 メタバース導⼊と利⽤ 
 GRIP プログラム着⼿とともに、GRIP プログラム専⽤の oVice スペースを契約し、
利⽤を開始した。まずは使⽤⽅法を周知するために、千葉⼤学の GRIP プログラムメ
ンバー教員等に⼊室を促し、oVice による説明会を複数回開催した。 
 レイアウトは、図 14 の通り、oVice の既存のレイアウトデザインをカスタマイズ
して、実際の GRIP推進室の学習室と同様のカラーリングとして明るい学習室⾵とし
た。 

 
図 14 GRIP プログラムの専用の oVice スペース 

  
 参加学⽣に対しても、既存のマニュアルを⽤いて利⽤法を説明し、使⽤した。 
 図 15は、学⽣が⾃主的に oVice 内で集合し、プレゼンテーションの準備を⾏って
いるところである。このように、特に、この GRIP プログラムのように、同じ千葉⼤
学内の学⽣と⾔えども学部や研究科などが異なり、⼀度に対⾯で集合が困難な場合
などは仮想の共同学習室である oVice は有⽤である。 
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  図 15 千葉大学参加学生が oVice 内で集合しグループ学習を行っている様子 

  
 最終の成果発表会としてのプレゼンテーション前には、ネット回線や参加⼈数の
増加に備え、回線の増強やスペース内のオブジェクトやリンクを外し、軽量化するな
どの調整を⾏った。そのレイアウトについては、成果発表会の項に記述した。 

  

2-5. ISL プログラム開発 

 ISL（Interprofessional Service Learning）は本 GRIP プログラムの中核である。3つの部分
から構成され、オンラインでの事前学習、パートナー⼤学所在地に渡航・滞在しての現地演
習(、オンラインでの事後学習となる。事前学習は教材開発のところで記述した通りである。
事後学習は、メタバースを使⽤しての学習成果発表会とその準備であり、これについてはメ
タバース開発ならびに学習成果発表の項にて記述した。 
 本項では主に、現地での演習であるフィールド演習について記述する。 
 
 2-5-1. フイールド演習の概要 
 ⼤テーマと⼩トピックの設定 

 GRIP プログラムでは健康に関連する社会課題に焦点を当てるが、先述の通り、参加学
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⽣が学習しやすいようにある程度の焦点を絞って、テーマを提⽰する。テーマに合わせ
たフィールドを教員が選定・組み合わせ、スケジュールを組んで現地演習として提供す
るものである。テーマは申請書にも記述した通り、災害、貧困等である。これらのテー
マから、さらに SL（Service Learning）フィールドの対象特性（例：⼦ども、⺟⼦、障害
者等）に合わせてトピックを設定するなど、学⽣の学習が焦点づけられるように柔軟に
設定する。 
 後述するが、2022 年度の、⽇本およびインドでの、各学⽣の学習テーマは表 の通り
である。 

表 9 各大学の参加学生の学習テーマと訪問施設・組織（2022 年度） 

 Partner 

universities and 

location of on-

site practice 

Theme Areas, organizations, facilities to 

visit/participate in 
Program 

duration 

Chiba 

University 

students 

Symbiosis 

International 

University 

(Pune, India) 

Children in 

difficult 

circumstances 

in India 

Village schools, NGOs 

supporting children in need 
February 14th 

(Tue) to 

February 22nd 

(Wed), 2023 
Symbiosis 

Internation

al 

University 

students 

Chiba 

University 

(Chiba and 

Tokyo, Japan) 

Health of older 

people and 

community-

based care 

systems in 

Japan 

Self-help groups, home care 

facilities, disaster preparedness 

education, NPOs supporting 

people in need, walking 

promotion at shopping malls, 

etc. 

March 1st 

(Wed) to March 

9th (Thu), 2023 

  
 現地演習のスケジュール概要 

 現地到着後、オリエンテーションの後、学⽣はチームに分かれる。5 ⼈/チームとなり、
教員が提⽰するトピックをチームで選択し、トピックに焦点化して、チームでの役割分
担や情報共有などを⾏いつつ学習を⾏う。2022 年度では、両チームの学⽣全員が数カ所
の組織や施設にて活動に参加し、最終⽇には各グループのテーマについて、学習成果に
ついて発表を⾏う。この学習成果発表は、最終のプレゼンテーションと同じ、教員が提
⽰したテンプレートを⽤いて⾏う。その時点で、教員や現地学⽣からのフィードバック
を得て、最終の学習成果発表会までにさらに洗練する。 

 学⽣交流 
 インド、および⽇本双⽅において、インドでは GRIP参加学⽣が千葉⼤学側の GRIP参
加学⽣のバディとなって、常に数⼈がプログラム活動に同⾏する。⽇本では、SIU 学⽣来
訪時に、GRIP で SIU を訪問した学⽣が数⼈、同⾏する。さらに、現地演習の最終プレゼ
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ンテーション⽇には双⽅の参加学⽣が全員揃い、プレゼンテーションを視聴することと
なる。学習活動においても交流を⾏い、共同で学習を⾏う。 

また、演習時間以外での学⽣同⼠の交流を推進している。 
  
2-5-2. シンビオシス国際⼤学（インド）でのフィールド演習 
 インドでは国の政策としてサービスラーニング（SL）が⼤学のカリキュラムに組み込ま
れることとなっており、SIU（シンビオシス国際⼤学）ではすでに、SCOPE ：Symbiosis 
Community Outreach Programme and Extension (SCOPE)という⼀つの部⾨として組織、サー
ビスラーニングフィールドやカリキュラムが確⽴されている（https://siu.edu.in/Health-
Facilities.php）。活動のターゲットは、健康課題に関連したものから IT教育や経済的教育提
供など多岐にわたるものである。 
 GRIP プログラムでは、⽬標がこの SCOPE と⾮常に合致していることから、SCOPE での
フィールドをサ SLの活動の場として SIU および SCOPE との合意に⾄った。現地への引率
や briefing なども SCOPE の教員が主となり、SCIE との共同にて SL提供されることとなっ
た。 
 2022 年度のトライアルにおいては、インド現地でのフィールド演習は、SCOPE からの提
案にて、困難な状況にあるこども達をテーマとして、ストリートチルドレンやスラム街のこ
ども達への⽀援活動への参加を主とすることになった。具体的なプログラム内容およびス
ケジュールについては、後述する。 
  
2-5-3. 千葉⼤学（⽇本）におけるフィールド演習 
 GRIP 採択以前より、千葉⼤学は地域との連携を推進してきた実績がある。現在も、地域
住⺠や団地といったところで共同でのプログラムを展開している教員も少なくない。また
GRIP プログラムを中⼼となって推進する看護学研究院においても教員⾃らがサービス活動
の組織メンバーとして活動していたり、あらたな⽀援組織を⽴ち上げたり、さらには学⽣の
実習としてすでに SL を取り⼊れているといった状況があった。それゆえ、GRIP プログラ
ム申請時には、すでに演習組織・場所はいくつか確保されており候補はあった。採択後、さ
らに GRIP 推進室および IPERC が中⼼となり、全学レベルでの SL フィールドを把握し、デ
ータベース化した。 
 さらにこれらのフィールド群について、社会課題とそれへの⽀援という軸と地域毎にク
ラスター化を⾏った。SIU との調整の中で、インドでは「困難な状況にあるこども達への⽀
援」という対象特性に関する⼤きなテーマが提⽰され、千葉⼤学においても SIU 学⽣へ提
⽰するテーマを、⽇本の喫緊の課題である⾼齢化とそれに関連する健康課題とした。さらに、
フィールドの追加や調整を⾏いつつ、2022 年度の最終的な⽇本での学習テーマは、「⽇本の
⾼齢者の健康と地域包括ケアシステム」とした。⼩トピックとして、⾼齢者の健康に関わる、
「災害準備教育」と「social capital 」とした。GIRP申請時からの計画通り、連⽇異なる施
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設を訪問・⾒学し、活動に参加するプログラムとなった。千葉⼤学内の健康関連施設として、
千葉⼤学医学部ならびに千葉⼤学フロンティア医⼯学センターの⾒学も含めた。最終的な
フィールドおよびトピックによるクラスタ等は、表 10 の通りである。 
 
表 10 日本におけるフィールド演習のトピックおよび具体的内容と組織・施設のクラスタ 

トピック 内容 組織・施設 エリア 

ソーシャ

ルキャピ

タル 

1．生活困窮改善・防止、

孤立・孤独防止【自助・互

助・共助】 

①山友会他(路上生活者支援) 墨田・浅草エリ

ア 

2．日常における健康増進

機会と場の提供と活用

【自助・互助】 

②イオンショッピングモール・モ

ール内ウオーキング（海浜幕張） 

葛西・東京湾エ

リア 

3．住民によるつながりの

構築・維持【自助・互助】 

③葛西のインド人コミュニティ 

④東千葉地区自治会 

千葉市中央 

葛西・東京湾エ

リア 

4．在宅ケアと集いの場所

提供による包括的な健康

の支援【互助・共助】 

⑤Neighborhood Care(訪問看護・

居場所づくり他) 

⑥なごみの陽訪問看護ステーショ

ン 

千葉県北エリア

（柏） 

5. 在宅医療ケア提供に

よる地域生活支援【共助】 

⑤Neighborhood Care(訪問看護・

居場所づくり他) 

⑥なごみの陽訪問看護ステーショ

ン 

千葉市中央エリ

ア（40分） 

災害準備 4．災害弱者・災害発生時

の備えとしての日頃の活

動【自助・互助・共助】 

④東千葉自治会 

⑥なごみの陽訪問看護ステーショ

ン 

⑦災害シチズンサイエンス(災害

準備教育) 

⑧りべるたす(共同生活援助) 

千葉市中央エリ

ア 

墨田・浅草エリ

ア 

  

先 端 医

療・医療

工学開発 

5．高度医療ケア・技術開

発・実践 

⑨先端医療（大学病院、CCSC） 

⑩フロンティア医工学センターラ

ボ見学 

千葉市中央 
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2-6. ISL プログラム派遣 実施 

2-6-1. 参加学⽣ 
 募集・選考の結果、看護学部 3 名、国際教養学部 1名、医学部 3 名、薬学部 1名、看護
学研究科 2名の計 10名の学⽣が参加者となった。 
  
2-6-2. プログラム期間 
 2023年 2 ⽉ 14⽇(⽉)〜2 ⽉ 22⽇(⽔)の 8⽇間であった。 
  
2-6-3. 学習内容 
 学習テーマ 

 前述の通り、Children in difficult circumstances in India を⼤テーマとして SIU および
SCOPE より提⽰いただいた。現地演習 2⽇⽬に、SCOPE 教員と千葉⼤学の GRIP 担当教
員とで検討し、学⽣を 2チームに分け、教員から 2 つのトピックを提案し、学⽣が焦点
化したいトピックを選択した。この度の 2 つのトピックは、「Street Children in India」と
「Disabled Children and Society」となった。現地演習最終⽇には、学⽣はこれらのテー
マで学習成果についてプレゼンテーションを⾏った。 

 現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 
 図 16の通りである。主な活動場所は、スラム街やストリートチルドレンに教育を提供
しているNGO の Sarva Seva Sangh、成⼈の精神障害者の⼊所施設である Sadhana Village, 
そして知的障害を有するこどもの⼊所施設である Aditya Prangan の 3つであり、他は村
の酪農家や⺟⼦保健推進施設、SCOPE スタッフの⾃宅、歴史的建造物を⾒学などした。
各 NGO の説明は、表 11 の通りである。学習と次の学⽣交流の様⼦は、図 17 に⽰した
写真の通りである。 
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表 11  SIU でのフィールド演習における訪問組織・施設に関する説明(SCOPE から

学生に配布) 
About the organizations 

 

Sadhana Village Pune 

  

Sadhana village is an NGO located in Chikalgaon  village in Pune district, India. 

It was started in the year 1994.  Sadhana village primarily focusses upon working 

with differently abled (mentally challenged) individuals who are above the age of 

18 years. Sadhana Village has adopted a home-based rehabilitation method. 

Accordingly, Sadhana Village has established a very distinctive residential care for 

adults who are faced intellectual disabilities. Three homes are established, with 

each home accommodating 10-15 individuals who are differently abled. Each individual 

is engaged in through the day through a variety of activities that are designed to 

provide the differently abled individuals with a good quality of life. A home is 

driven by a team of house mothers, caretakers, service staff and also volunteers.  

In addition to working with the special friends, Sadhana Village also works on a 

wide variety of projects, which are aimed at development of rural areas and women 

empowerement. The activities include, libraries and awareness sessions for women, 

activities focused at improving the education and health standards of women and 

children in the villages, water conservation and lift irrigation projects etc.   

 

Aditya Prangan 

  

Aditya Prangan is a residential school for differently abled children located in 

Ambadvet village in Pune district, India. The school is residential in nature, and 

the curriculum along with the schedule for the day is designed so as to enable the 

students to be self-reliant. Therefore in addition to regular schooling, skill 

development and sports activities are also included into their day to day schedule.  

The education activities are driven by a team of trained, and experienced special 

educators. The children who study at Aditya Prangan are divided into three groups 

based upon their I.Q. and they are imparted school education commensurate with their 

intellectual potential. The students are also involved in various activities such 

as drawing, handicrafts, music and agricultural activities.  

Aditya Prangan also accommodated individuals who are above 18 years of age. These 

individuals are involved in various agro-based activities, gardening etc. This 
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ensures that the individuals get adequate physical exercise, outdoor play time and 

are also mentally stimulated.  

 

Sarva Seva Sangh (SSS) 

  

Sarva Seva Sangh, started its operations in the year 1979 by offering courses such 

as tailoring and embroidery, type writing etc to people. However, with the onset of 

rapid development in Pune city the needs of the people and their job prospects also 

underwent a sea change. Thus, SSS chose to reach out to children who in difficult 

circumstances in 1990s.  

Currently SSS works with a wide variety of children who are faced with exceptionally 

difficult circumstances in various social situations. It provides institutional care 

to children who are living and etching their livelihoods from streets and pavements. 

Institutional care includes provision of safe accommodation, food, education and 

other emotional and mental needs of a child. Additionally, SSS also equips the 

resident children with various job-oriented skills.  

The classroom on wheels, provides the children with access to education at their 

homes. The objective of classroom on wheels is to provide the children with informal 

education with the aim of initiating them to formal education. Currently, over 250 

children are taught through mobile classroom.  

SSS also caters to mental and physical health needs of the children through a team 

of social workers, doctors and nurses who provide medical care to children wherever 

required.  
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図 17 千葉大学学生のインドでの現地演習の様子 

  
2-6-4. 学⽣交流 
 プログラム中には、現地 SIU の GRIP参加予定学⽣（千葉⼤学学⽣が帰国後、SIU 学⽣が
千葉⼤学を来訪というスケジュール）が数⼈、バディとして千葉⼤学学⽣に同⾏し、交流を
⾏った。訪問先でもバディの学⽣が追加で説明を⾏うなど、学習での交流を⾏った。最終⽇
には、GRIP 参加予定学⽣ 10 名全員が参加し、千葉⼤学学⽣のプレゼンテーションを視聴
した。最終プレゼンテーション後には、千葉⼤学⽣も SIU 学⽣も伝統⾐装であるサリーを
着て写真撮影を⾏うなどの交流があった。 
 
2-6-5. ⽣活⽀援 
 千葉⼤学学⽣は全員がキャンパス内にある SIU運営のホテルに宿泊していた。1名の学⽣
が⾷中毒様の症状を呈し、3 ⽇間、現地活動への参加をとりやめホテル内の⾃室で療養し、
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その後回復し、他学⽣とともにプログラムに参加した。この体調不良の学⽣には同⾏した千
葉⼤学教員と、SCIE ならびに現地コーディネーターが対応し、宿泊所での療養だけで回復
に⾄った。現地活動を 3 ⽇間とりやめて学⽣は、他の学⽣から情報を共有してもらい、とも
にプレゼンテーションを⾏った。 
 予定通りにプログラムを終え、参加学⽣全員が無事に帰国した。 
 

2-7. ISL プログラム受け⼊れ 実施 

2-7-1. 参加学⽣ 
SIU にて募集・選考の結果、看護学部学⽣ 2名、看護学研究科学⽣ 8名の計 10名の学⽣

が参加者となった。2022 年度は初回であり、トライアルであるので看護学部(SCON: 
Symbiosis College of Nursing)から優秀な学⽣を選抜し、派遣することになった。 
  
2-7-2. プログラム期間 
 2023年 3⽉ 1⽇(⽔)〜3⽉ 9 ⽇(⽊)の 9 ⽇間であった。 
  
2-7-3. 学習内容 
 学習テーマ 

 前述の通り、「Health of older people and community-based integrated care systems in 
Japan  ⽇本の⾼齢者の健康と地域包括ケアシステム」を⼤テーマとした。下位のトピッ
クとして、ソーシャルキャピタル、災害準備の 2 つを設定した（図 18 参照）。千葉⼤学
医学部附属病院ならびに千葉⼤学フロンティア医⼯学センター⾒学については、⾒学の
⽬的として、先端医療・医療⼯学開発、とした。  
 プログラム初⽇に、インドでの学習と同様に、学⽣を 2 つのチームに分けた。2 ⽇⽬
の朝のブリーフィングにて、各学⽣チームが焦点化するトピックを選択し、決定した。
千葉⼤学⽣がインドで⾏ったのと同様に、現地演習最終⽇には、学⽣はこれらのテーマ
で学習成果についてプレゼンテーションを⾏った。 

 現地演習スケジュールと訪問施設・組織等 
 表 12 の通りである。この受⼊プログラムについては、インドでのプログラム同様に、
2，3 箇所の施設・組織での活動参加として、同⼀施設・組織に 2，3 ⽇続けて参加し、
⼀つのトピックについて学習する案も出されたが、前述の通り、プログラム⽴案会議に
て、同⼀施設での連⽇の活動は⾏わない趣旨であり、トライアルとして表 13 の通り 10
カ所の組織・施設での活動というスケジュールとなった。施設の規模や個⼈宅への訪問
看護同⾏など、10名では多すぎる場合があり、数名ずつに分けて 2回訪問するなどの⽅
法をとった。10カ所の組織・施設についての説明は、テンプレートでの資料に⽰した通
りである。健康な住⺠が⾃ら集まり、体操等を⾏う活動から、企業が健康促進の機会を
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提供する活動、そして障害を持つ⼈々の⼊所施設、在宅で療養する⼈々への訪問看護同
⾏、路上⽣活者や⽣活困窮者を⽀援する組織での活動など、幅広いものとなった。
Neighborhood Care では、場所がもともと⼀般の⼀軒家であり、⽇本の⼀軒家での⽣活の
体験や、利⽤者である地域住⺠との懇談を持ち、利⽤者の皆さんの⼿作りの昼⾷をいた
だき、御礼としてインドの⾳楽やダンスを披露するなど、交流の機会となった。災害シ
チズンサイエンスでは、⽯橋准教授らの提供によるアプリを⽤いて墨⽥近辺を散策し、
災害時の設備などを確認し、偶然にも設備を管理する地域住⺠の⽅から直接お話を聞く
こともできた。また、訪問看護の同⾏では、施設スタッフのアレンジにより、患者とご
家族の皆様にはインドの学⽣並びに通訳の同⾏をお引き受けいただき、在宅での療養の
様⼦を⾒せていただき、お話を聞かせていただいた。 
 

2-7-4. 学⽣交流 
 ⽇本においても、インドでと同様に、すでに GRIP参加学⽣として SIU を訪問した学⽣が
バディとしてプログラムに同⾏した。毎回 2，3⼈の学⽣が同⾏した。最終プレゼンテーシ
ョン時には、学部によっては実習時期と重なっているため 10名全員が参加することはでき
なかったが、9 名の学⽣が参加した。また、プログラム以外でも、SIU 学⽣の要望に応じて
千葉⼤学学⽣が⼣⾷の同伴や、浴⾐の着付けなどを⾏っていた。 
 
2-7-5. ⽣活⽀援 
 SIU 学⽣は、千葉⼤学の留学⽣寮に空きがなく、千葉駅直結のホテルに滞在した。コーデ
ィネーターである SGS と、千葉⼤学教員による google スペースにて 24時間連絡がとれる
体制で対応した。連⽇、異なる施設に電⾞やバスで出かけ、インドに⽐べると圧倒的に歩⾏
距離が多かったとのことだが、体調不良者もおらず予定通り演習を終えた。 
 ⾷事については、ほぼ全員が⾷品や料理等の吟味と選択に時間を要した。レストランやフ
ードコート、コンビニエンスストアにおいても⽇本語のみの表記であることがボトルネッ
クであり、介助を要した。さらに、時間通りの集合が困難であることが何度かあり、集合時
刻を早めにするなどして対応した。 
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図 18  日本での ISL 学習テーマとトピック、組織・施設等 
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表 12 現地演習スケジュール 
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表 13  日本でのフィールド演習における訪問組織・施設 1〜10 に関する説明 
施設・組織等番

号 

1. 山友会 

学習トピック

と内容 

ソーシャル・キャピタル 

1．生活困窮改善・防止、孤立・孤独防止【自助・互助・共助】 

名称 認定 NPO法人山友会 

所在地 〒111-0022 東京都台東区清川 2丁目 32番 8号 

施設概要 無料診療、生活相談、炊き出し・アウトリーチ、食堂（食事提供）、宿

泊支援、居場所・生きがいづくり、スタディツアーなどの活動を通して、

路上生活を余儀なくされた人々との社会的なつながりを築いています。 

（無料診療・地域保健、生活相談・地域生活支援事業、給食サービス事

業、居住支援事業、居場所・生きがいづくりプロジェクト、共同墓地の

維持・管理、山谷・アート・プロジェクト） 

施設 URL https://www.sanyukai.or.jp/ 

https://www.youtube.com/watch?v=WiqNcVSsxUs&t=18s 

山友会公式チャンネル https://www.youtube.com/@npo491 

 配付資料： 

事前視聴 YouTube 動画多数（別紙） 

交  通  機 

関 

最寄り駅 

南千住（日比谷線、JR、筑波エクスプレス） 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行

教員 

1回目：無し、 2回目：野崎 

演習日時 1回目：2023 年 3月 2 日(木) 12：45〜15：00 

2回目：2023 年 3月 7 日(火) 12：45〜15：00 

演習時の参加

学生人数・氏名 

参加学生人数 

1回目：SIUの看護学生 5名、通訳兼任コーディネーター2名、計 7名 

2回目：SIUの看護学生 5名、SIU教員 1名、千葉大学ボランティア学

生 1名、教員(野崎)1名 計 7名 

演習内容 

  

  

1．目標 

路上生活者の状況を知る 

路上生活者への支援内容を知る 

  

2．演習活動の内容(予定) 

炊き出しのアウトリーチに参加：実際に路上生活者に食事を配布、体調
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を聴取、相談室等の社会資源の紹介 

山友会内の仏壇や遺影等の見学・説明を受ける 

無料クリニックの見学、患者、診療活動の説明を受ける 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

1，2回目とも、12：45 に山友会集合。13時から現地に移動、食事配布、

ブルーテント訪問等。 

15時終了、山友会に移動。15時半頃解散。 

山友会に戻った後に、山友クリニックの見学と説明（10分程度）。 

Joshi先生のみ徒歩 3分の「神の愛の宣教者会」にインド人ブラザーに

会いに行ったが不在で会えず。 

持ち物・服装・

注意点など 

屋外活動となるので、寒くない服装、歩きやすい靴 

  

①山友会 配付資料(抜粋、山友会より配布) 

https://www.sanyukai.or.jp/_files/ugd/800a75_06230830f6ea4023bc5a484f848f6c9e.pd

f 
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施設・組織

等番号 

2. イオンショッピングモール モール内ウオーキング 

学習トピッ

クと内容 

ソーシャル・キャピタル 

2．日常における健康増進機会と場の提供と活用【自助・互助】 

名称 イオンショッピングモール （モールウオーキング） 

イオンモール幕張新都心 

所在地 〒261-8535 千葉県千葉市美浜区豊砂１－１他 

施設・活動

概要 

ショッピングモール 

千葉大との共同にて、モール内ウオーキングの効果検証済み。 

施設 URL イオンモールウオーキング 

 https://makuharishintoshin-aeonmall.com/news/information/882 

交 通 機 

関 

最寄り駅 

京葉線 幕張豊砂駅（当時は海浜幕張駅、そこからバス） 

連絡担当教

員 

野崎 

演習時の同

行教員 

野崎 

演習日時 2023 年 3月 7 日(火) 14時-16時 

演習時の参

加 学 生 人

数・氏名 

参加学生人数 

SIUの看護学生 10名、SIU教員 1名、通訳兼任コーディネーター2名、 

千葉大学ボランティア学生 2名、教員(野崎)1名 計 16名 

演習内容 

  

  

1．目標 

民間企業が住民に提供している健康増進の場と動機付け、方法などを知る 

  

2．演習活動の内容(予定) 

ショッピングモール担当者より説明を受ける 

実際にコースを歩いてみる、アプリをインストールして使用してみる（任

意） 

当日の 

スケジュー

ル 

  

  

集合時刻・場所 

14：00 従業員入り口前(建物外部)集合 （入場者は数日前の事前予約が

必要、セキュリティチェック有り） 

14：00−15：00 説明（日本語のスライドで日本語での説明、要通訳） 

15：00−16：00 実際にアプリを入れて（任意）コース（短い１km のコー

ス）を歩く 

持ち物・服 歩きやすい靴 
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装・注意点

など 

アプリインストールは任意 

  
②イオンモールウオーキング 説明文書(教員から学生へ) 
Reference for AEON MALL WALKING in this afternoon (イオンモールの Web サイト

説明文書を英訳したもの) 
================================================================ 
Let's start! Aeon Mall Walking 
Take a casual walk while shopping! 
You can use the mall as a walking course. 
What is Aeon Mall Walking? 
As an initiative to support our customers' healthy lifestyles, we have set up courses 

inside Aeon Mall and made them open to the public. We also provide leaflets and 

signs indicating walking distance and calories burned to support your walking! 
What makes Aeon Mall Walking different? 
4 comfortable features of Aeon Mall Walking: 
Make the most of your time while shopping! 
By incorporating walking into your shopping routine, you can turn your usual 

shopping time into a healthy activity. 
Not affected by time or weather! 
Have you ever planned to go for a walk but then it started raining? At Aeon Mall, you 

can walk at any time regardless of the weather or time! 
Rest spaces for peace of mind 
There are plenty of rest spaces throughout the mall, equipped with sofas and 

benches. You can use them freely depending on your physical condition and pace. 
Vending machines and food shops abound! 
With vending machines and food shops available throughout the mall, you can 

replenish your energy and hydration according to your pace. If you get hungry while 

walking, please enjoy delicious food at the food court or restaurants! 
Start with your posture! Walk with a beautiful posture! 
The Japan Walking Association's Certified Healthy Walking Instructor supervised 

videos on walking with a beautiful posture. (Click to play the video.) 
☆ Basic form of walking 
☆ Warm-up stretch 
☆ Cool-down stretch 
☆ One point of walking with a bag 
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To ensure safe and enjoyable walking, we would like to ask you to: 
・Pay sufficient attention to your physical condition and those around you, and enjoy 

walking safely. 
・Be especially careful and give way to others during events or crowded times. 
・Please refrain from running or walking while looking at your phone, as it can be 

dangerous. 
・Please stop and use the escalator when moving, as it can be dangerous. 
・Please note that we cannot be held responsible for accidents that occur during 

Aeon Mall Walking. 
================================================================= 
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施設・組織等番号 3. 葛西のインド人コミュニティ訪問 

プラニク・ヨゲンドラ様 ご講演 

学習トピックと

内容 

ソーシャル・キャピタル 

2．日常における健康増進機会と場の提供と活用【自助・互助】 

名称 1．ホーリー祭参加 

2．江戸川印度文化センター 

所在地 1. 〒134-0088 東京都江戸川区西葛西 6-11 

2. 〒134-0084 東京都江戸川区東葛西 6-23-11 

施設・活動概要 1．第 5回 色の祭ホーリーの集い（5th Holi Mela in Tokyo 

2023 年 3月 4 日（土）10:00～16:00西葛西・恐竜公園にて開催。以

下 URL より「ホーリー祭り」は、インドやネパールで、春の訪れ祝う

ヒンドゥー教の春祭りです。黄色、青、緑などのカラフルな色粉と水

を掛け合い、春の訪れと豊作をお祝いします。今年も多くのインド人

が多く住む西葛西に位置する恐竜公園を会場に開催されます。2019年

以来の開催となり、今回で第 5回目を迎えます。 

2．江戸川印度文化センター 

江戸川区は、葛西地区を中心にインド住民が多く生活する日本屈指の

インド人コミュニティを有する。江戸川印度文化センターは、インド

に関する正しい情報や教育を発信することを目的に、西インド出身の

プラニク・ヨゲンドラ氏が中心となり 2017 年に設立された。ヨガ、

語学、料理、美術等の文化的レッスンを開催する他、大型手彫り祭壇

を備えた 2階の印度寺院ではヒンドゥー教の宗教関連行事も行われ、

地域に住む日本人と印度人の交流の場となっている。 

施設 URL 1．Holi祭 5th Holi Mela in Tokyo 

 https://event.exantenna.net/tokyo/ironomatsuri-holi.html 

2．江戸川印度文化センター 

 https://rekacorp.com/culture-center 

交 通 機 関 最寄り駅 

1．東西線西葛西、2. 東西線葛西 

連絡担当教員 1．無し（SGS）、2．天井 

演習時の同行教

員 

1．野崎、孫 

2．野崎 

演習日時 2023 年 3月 4 日(土)  

演習時の参加学

生人数・氏名 

参加学生等人数 

SIUの看護学生 10名、SIU教員 1名、通訳兼任コーディネーター3名、 



   
 

 60  
 

千葉大学ボランティア学生 2名、教員(野崎)1名 計 17名 

演習内容 

  

  

1．目標 

・日本で暮らす外国人が抱える課題を知る 

・島国であり多くの国と比べると文化の混ざりが少ない日本で、誰も

が暮らしやすい環境をどのように作っていけるのかを考える 

2．演習活動の内容(予定) 

・インド人を中心とした在日外国人が抱える、医療へのアクセス、言

語の壁、子どもたちの教育を含む課題について、プラニク・ヨゲンド

ラさんの講義を聴く。 

・意見交換 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

10：00 ホテル ロビー集合 

11：10 西葛西駅到着 

    恐竜公園に移動 

11：20〜 Holi祭参加 

13：00 西葛西駅改札集合、移動 

14時 インド文化センター集合、講義聴講 

17：30 終了 

持ち物・服装・注

意点など 

特になし 
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施設/組織等番号 4. 東千葉地区自治会 

学習トピックと内

容 

ソーシャル・キャピタル 

3．住民によるつながりの構築・維持【自助・互助】 

災害への備え 

4．災害弱者・災害発生時の備えとしての日頃の活動および支援【自

助・互助・共助】 

名称 東千葉地区自治会 

所在地 東千葉住宅地５自治会集会場 

  

施設概要 自治会 

東千葉地区 元気カフェ 

施設 URL https://chiiki-kaigo.casio.jp/chiba/info_services/47866 

交 通 機 関 最寄り駅  JR東千葉駅 

連絡担当教員 井出 

演習時の同行教員 井出、野崎 

演習日時 2022 年 3月 8 日(水) 9：30〜11：00 

演習時の参加学生

人数・氏名 

参加学生人数：SIU の看護学生 10 名、SIU 看護学部教員 1 名、ボラ

ンティア学生２名、通訳兼任コーディネーター2名、千葉大教員 2名、

計 17名 

10時半に SIU学生 5名、SIU 看護学部教員は移動 

演習内容 

  

  

1．目標 

住民の住民による健康やつながりの維持・構築のための活動を知る 

住民の災害への備えについての活動状況について知る(地域住民な

らびに地域特性を踏まえた災害準備支援) 

  

2．演習活動の内容(予定) 

地域・組織概要の説明を聞く、 

活動や参加者の様子の見学・参加(体操、朝市など) 

災害準備・準備支援活動について説明を受ける 

意見交換 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

１．バス集会所到着： 9:30 

 ２．各位自己紹介 ： 9:30 ～ 9:40   千葉大、わの会 自己紹

介 

 ３．わの会の紹介 ： 9:40 ～ 10:00  わの会の紹介(スライド) 
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 ４．元気カフェ  ：10:00 ～ 10:30   元気カフェ体操(前半部

分) 

  （B グループ 5 名、Joshi 先生と野崎はここで退席、山友会に移

動） 

 ５．質疑応答   ：10:30 ～ 11:00   留学生から、先生から 

 ６．終了     ：11:00    

持ち物・服装・注意

点など 

一緒に運動するので運動できる服装 

 
④東千葉自治会 配付資料（抜粋） 当該組織よりいただいたもの 
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施設・組織等番

号 

5. Neighborhood Care（ビュートゾルフ柏、Neighborhood Café） 

  

学習トピックと

内容 

ソーシャル・キャピタル 

4．在宅ケアと集いの場所提供による包括的な健康の支援【互助・共助】 

名称 非営利型一般社団法人 Neighborhood Care 

所在地 〒277-0082 柏市緑ヶ丘 11-5 

  

施設概要 訪問看護ステーション(ビュートゾルフ柏) 

Neighborhood Café 

介護保険法に基づく居宅サービス事業等 

 前号以外の看護、介護、介護予防、生活支援に関する事業 

 子育て支援に関する事業 

 成年後見に関する事業 

 コミュニティカフェに関する事業 

  地域ケアに関する調査研究、情報収集、情報発信事業 

施設 URL https://neighborhoodcare.jp/ 

交 通 機 関 最寄り駅 JR柏 

連絡担当教員 酒井、野崎 

演習時の同行教

員 

野崎 

演習日時 １回目：2023 年 3月 2 日(木) 

２回目：2023 年 3月 6 日(月) 

 詳細は下記、スケジュール参照 

演習時の参加学

生人数・氏名 

1回目：SIUの看護学生 5名、SIU教員 1名、千葉大教員(野崎)1名、

ボランティア学生 2名 計 8名 

2回目：SIUの看護学生 5名、千葉大学ボランティア学生 4名、教員(野

崎)1名 計 7名 

昼食前に SIUの看護学生 5名、通訳兼コーディネーター4名が合流、昼

食時以降 計 16名 

演習内容 

  

  

1．目標 

訪問看護ステーションと訪問看護の実際を知る 

住民の健康やつながりの維持・構築のための支援としての居場所提供

について知る 

居場所において住民がどのような活動をしているのか、どのような意

味があるのか知る 
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居場所において住民と交流を持つ 

  

2．演習活動の内容(予定) 

地域・組織概要の説明を聞く 

活動や参加者の様子の見学・参加(訪問看護に同行) 

居場所において住民の皆さん提供の食事を一緒にとり歓談する 

文化的な交流活動として歌唱などを披露する 

意見交換 

当日の 

スケジュール 

  

集合時刻・場所 

１回目：2023 年 3月 2 日(木) 

２回目：2023 年 3月 6 日(月) 

  Aグループ 5名： 9時 40分現地集合（ホテル発 8：20） 

           10時~訪問看護同行、地域の関係者会議同行 

           11：30〜Neighborhood Care に戻りランチ 

  Bグループ 5名： 11：30頃 現地到着 ランチに合流 

  

  全体  ランチをとりながら自己紹介、懇談、インドの歌・ダンス

披露 

      15時頃 終了、柏駅で解散 

持ち物・服装・注

意点など 

訪問看護同行に差し支えない服装 

 

⑤Neighborhood Cafe配付資料（抜粋、施設より配布いただいた） 
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⑤ビュートゾルフ柏 (配付資料 抜粋 施設からいただいたもの) 
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施設番号 6. なごみの陽訪問看護ステーション 

学習トピック

と内容 

ソーシャル・キャピタル 

5. 在宅医療ケア提供による地域生活支援【共助】 

災害への備え 

4．災害弱者・災害発生時の備えとしての日頃の活動および支援【自助・

互助・共助】 

名称 特定 NPO ウェルネスライフパートナーズ 

訪問看護事業 なごみの陽訪問看護ステーション 

所在地 〒266-0032 千葉県千葉市緑区おゆみ野中央 7丁目 35-3  

施設概要 • 特別な医療処置等の実施（全内容）、 

• 理学療法士、作業療法士,言語聴覚士による訪問リハビリテーション

を実施 

• 看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士の医療専

門職が在籍 

• 小児から高齢者まで幅広い年齢層に対応し、終末期の看護、リハビ

リテーション看護、小児看護、難病や心疾患など進行性疾患や慢性

期疾患看護など幅広く対応 

• その方の能力を最大限に引き出し、可能な限り自立した生活が（セ

ルフケア能力の評価）その人らしくおくれるように支援 

• 24時間対応 

• 地域づくりの行事企画、開催、場所の提供など 

(下記 URL より) 

施設 URL http://wellnesslife-nagomi.p1.bindsite.jp/pg3000.html 

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/12/index.php?action_kouhyou_

detail_004_kani=true&JigyosyoCd=1260190439-00&ServiceCd=130 

交  通  機 

関 

最寄り駅 JR鎌取駅からバス、おゆみの南で下車 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行

教員 

野崎 

演習日時 2022 年 3月 7 日(火) 10:00〜11:30 

演習時の参加

学生人数・氏

名 

SIU学生 2名、SGS若尾さん、野崎 計 4名 
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演習内容 

  

  

1．目標 

訪問看護ステーションおよび訪問看護の実際を知る 

訪問看護の他、地域住民の健康づくり推進活動の状況を知る 

災害への備えについての活動状況について知る 

  

2．演習活動の内容(予定) 

施設概要の説明を聞く、 

訪問看護同行・見学、 

地域住民の健康づくり推進活動の見学・あるいは説明を受ける 

災害準備・準備支援活動について説明を受ける 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

集合場所：なごみの陽訪問看護ステーション 

     千葉市緑区おゆみ野中央７−３５−３ 

集合時間：10時 

予定内容：当事業所の訪問看護や地域支援の状況などの説明後、1名は、

訪問看護の実際の見学、もう 1 名は地域住民の自主活動を見学（雨天は

中止）予定。 

 患者さん宅への訪問は、学生と通訳と 2名で同行させていただく。 

 訪問スケジュール：9時 30分〜10時 30分、11時〜12時 

持ち物・服装・

注意点など 

持ち物：特になし 

服装：自宅や地域に馴染みやすいもの（利用者や地域の方が緊張しない） 

 

⑥なごみの陽訪問看護ステーション  配付資料(抜粋 施設よりいただいたもの) 
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施設・組織等番

号 

7. 災害シチズンサイエンス(災害準備教育)ワークショップ 

  

学習トピックと

内容 

災害準備教育 

4．災害弱者・災害発生時の備えとしての日頃の活動【自助・互助・共

助】 

名称 当日の拠点として使用した場所 千葉大学墨田サテライトキャンパス 

所在地 〒131-0044 東京都墨田区文花１丁目１９−１ 

  

ワークショップ

概要 

 災害準備教育用として開発されたアプリを用いて、実際に 1時間強、

町歩きを行う。 

 町歩きを体験し、災害準備教育の重要性や方法について考察する。 

施設 URL 墨田サテライトキャンパス  

アクセス https://www.chiba-u.ac.jp/access/files/access2021.pdf 

学生対応者(施

設代表) 

ワークショップ担当教員：石橋みゆき准教授（看護学研究院） 

交 通 機 関 最寄り駅 

東武亀戸線 小村井駅 徒歩 5分（他にも都バス） 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行教

員 

石橋先生、孫先生、野崎 

演習日時 2023 年 3月 3 日（金）        

演習時の参加学

生人数・氏名 

• SIU(シンビオシス国際大学): 看護学部学生 10名、同学部長 Dr. 

Joshi 計 11名 

• CU（千葉大学）: 石橋みゆき先生、石井彩先生、野崎、SGS（通訳：

中路様、若尾様 計 2名)、ボランティア学生（医学部、看護学部、

薬学部、国際教養学部、計 6名） 

うちボラ学生 2名欠席 総計 18名 

演習内容 

  

  

1．目標 

• 平常時における災害準備教育用として開発されたアプリを用い、実

際に街の中を歩いてみることにより、街の中の様子を知る。(ウオ

ーキング体験をする) 

• すでに発災時に備えて準備されている物品や場所等を知り、減災の

ための活用方法を考察する。 

• 高齢社等の他者への支援としての災害準備教育の必要性や、効果的

な方法、自国への移転可能性等について考察する。 
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2．演習活動の内容(予定) 

1. 集合、ワークショップの目標・方法・アプリの使用法等の説明を聞

く 

2. 6，7 人のグループとなり、実際にアプリを使用しつつアプリに登

録されている目標物やコースに沿って歩く。 

3. 楽しみながら、約 1時間強、町歩きを行う。 

4. 町歩き後には出発点である墨田サテライトキャンパスに再集合し、

感想や意見を交換する。その後、現地解散。 

当日の 

スケジュール 

  

  

1）ホテル集合の方 （野崎他） 

 09：20 ホテルロビー集合・出発・千葉駅に移動 09：43 千葉駅発各

駅停車「中野行き」出発 

 10：27 亀戸 着・下車 

     東武亀戸線にのりかえ 

 10：33 出発 東武亀戸線「曳舟行き」、10：38 小村井駅（おむら

い駅）到着 徒歩 7分 

 10：47頃 千葉大学墨田サテライトキャンパス到着見込み 

   以下、現地集合に続く 

2）現地集合の方 （SGS様） 

11：00  千葉大学墨田サテライトキャンパス 1階 集合 

2階に移動し、Briefing（説明・石橋みゆき先生） 2階 

11：20頃 アプリを入れるなどして出発、（3グループにわかれて） 

町歩き実施 

12：50  千葉大学墨田サテライトキャンパス 2階 集合 

     Debriefing（感想を述べる） 

13：00  グループ写真撮影後、解散 

持ち物・服装・

注意点など 

歩きやすい靴、水など各自準備、 

専用アプリは可能であれば入れる、同行の日本人がアプリを入れて見せ

るなどして対応 
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⑦災害シチズンサイエンス(災害準備教育)ワークショップ  (石橋准教授 提供配付資料) 
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 74  
 

施設・組織等番

号 

8. りべるたす 

学習トピック

と内容 

災害への備え 

4．災害弱者・災害発生時の備えとしての日頃の活動および支援【自助・

互助・共助】 

名称 社会福祉法人りべるたす 

所在地 〒260-0802 千葉県千葉市中央区川戸町 468-1 

施設概要 障害福祉サービス 

相談支援事業、共同生活援助、自立生活援助、居宅介護、移動支援 

共同生活援助・介護サービス包括型 

就労移行支援・就労継続支援 B 型 

生活介護、訪問看護 等 

施設 URL https://www.libertas-mail.jp/ 

交  通  機 

関 

最寄り駅 千葉駅 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行

教員 

無し（博士後期課程の看護師資格所有者に同行を依頼） 

演習日時 2022 年 3月 7 日(火) 10:00〜12:00 

演習時の参加

学生人数・氏名 

参加学生人数：SIUの看護学生８名、SIU 看護学部教員 1名、ボランテ

ィア学生２名、通訳兼任コーディネーター4名、研究科博士後期課程院

生 1名  計 16名 

演習内容 

  

  

1．目標 

施設の活動状況を知る 

災害への備えについての活動状況について知る(地域住民の特性【例：

身体障害を有する高齢者など】を踏まえた災害準備支援) 

  

2．演習活動の内容(予定) 

施設概要の説明を聞く、 

施設や入所者の様子、活動の見学 

災害準備・準備支援活動について説明を受ける 

当日の 

スケジュール 

  

  

集合時刻・場所 

3月 7 日(火) 

（8：50 ホテルロビー集合、亥鼻にバスで移動） 

10：00 千葉大看護学部入り口(旧正門)ロータリー内集合 りべるたす
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のバスでピックアップ、終了後蘇我駅で降車 

・ワークステ−ション(千葉市中央区長洲)にて、医療的ケアなどがある

方の障害者就労を見学 

・A L S や電源が必要な方が多く入所する施設の見学(千葉市中央区川

戸町) 

防災に関する説明 

・振り返り、意見父換 

持ち物・服装・

注意点など 

持ち物、服装の注意は特になし。サージカルマスク着用とのこと。 
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施設・組織等番

号 

9. 千葉大学医学部附属病院、同 CCSC 

学習トピック

と内容 

先端医療・医療工学開発 

5．高度医療ケア・技術開発・実践 

名称 千葉大学医学部附属病院 

所在地 〒260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻 1-8-1 

  

施設概要 千葉大学医学部附属病院 

特定機能病院、高度急性期病院、 

  

施設 URL https://www.ho.chiba-u.ac.jp/ 

https://www.ho.chiba-u.ac.jp/hosp/en/index.html 

交  通  機 

関 

最寄り駅 JR 千葉駅、JR蘇我駅 

交通費 千葉駅からの公共交通機関利用時の料金 

京成バス「南矢作行き」あるいは「千葉大学病院行き」乗車、220円 

連絡担当教員 酒井、野崎 

演習時の同行

教員 

野崎、天井、孫 

演習日時 2023 年 3月 1 日（水）        

演習時の参加

学生人数・氏名 

SIU(シンビオシス国際大学): 看護学部学生 10 名、同学部長 Dr. 

Joshi 計 11名 

千葉大教員 3名、千葉大学学生ボラ 6名 計 20名 

演習内容 

  

  

1. 目標 

最先端とも言える高度医療を提供する施設を見学し、看護師等のスタッ

フより説明を受け、日本の高度医療の現状を知る 

  

2. 演習活動の内容（予定） 

病院内を見学し、実際の医療の現状を知る 

CCSC を見学し、高度医療の基盤となる医療技術者の教育状況や方法を

知る 

当日の 

スケジュール 

（千葉大学医学部附属病院看護部より送られてきた文書） 

1． 見学目的 

千葉大学病院内での高度な医療を提供する施設見学 

2． 日時 
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 3月 1 日（水）10：00～12：00 

 集合場所：1階 時間外玄関前 

3． 見学者 

 インド・シンビオシス国際大学看護学部学生 10名 教員 1名 

 同行者：千葉大学看護学研究院 教員、学生ボランティア等 計 20名 

4． 見学内容と対応者 

キャリア開発室：大野、渡邉、もう 1名の看護師様  計 3名 

5．見学内容： 

 1）病院見学（3グループに分かれて実施） 

  ①大野：1階時間外玄関 ⇒ 高齢者医療センター ⇒ 患者支援

部 ⇒ リハビリテーション部 ⇒ 地下 1階 CT・MRI ⇒ ひがし棟

10階 ⇒ CCSC 

  ②渡邉：1 階時間外玄関 ⇒ 地下 1 階 CT・MRI ⇒ 高齢者医療

センター ⇒ 患者支援部 ⇒ リハビリテーション部 ⇒ ひがし

棟 10階 ⇒ CCSC 

  ③もう 1名の看護師様：上記ルートを重複しないように見学、最後

は CCSC に集合 

 2）CCSC にてシミュレーターや研修用のベッドなど見学、その後病院

概要の動画鑑賞、質疑応答 

 11：30 解散 

持ち物・服装・

注意点など 

マスク着用、病棟は特別室ならびに緩和ケア病棟のみ見学（ちょうど空

室であった） 
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施設・組織等番号 10. フロンティア医工学センター 

学習トピックと内容 先端医療・医療工学開発 

5．高度医療ケア・技術開発・実践 

名称 千葉大学フロンティア医工学センター 

所在地 千葉大学西千葉キャンパス内 

  

施設概要 フロンティア医工学センターは，2003 年に医学・工学の枠を超え

た医工学の研究機関として設立され，高精度な診断・治療の実現す

る機器を社会に送り出すことを目指して研究開発を積み重ねてき

た。 

施設 URL https://www.cfme.chiba-u.jp/en/ 

資料  https://www.cfme.chiba-

u.jp/files/brochure/cfme_brochure202304.pdf 

交 通 機 関 最寄り駅 JR西千葉駅 

連絡担当教員 野崎 

演習時の同行教員 野崎 

演習日時 2023 年 3月 1 日(水) １３：３０〜         

演習時の参加学生人

数・氏名 

SIUの看護学生 10名、SIU教員 1名、千葉大教員(野崎)1名、 

ボランティア学生 4名 

SGS通訳兼コーディネーター4名、計 20名 

演習内容 

  

  

1．目標 

• 千葉大学医工学フロンティアセンターの概要を知る 

• 医療技術開発の最先端の状況について知る 

• 学際的な連携や協同、融合による最新技術開発活動について

知る 

• 研究開発の clinical question を知り（例：認知症者介護ロ

ボットなど）、日本の医療関連課題を知る 

  

2．演習活動の内容(予定) 

• 上記について見学し、説明を受ける。 

• 意見交換等を行う。 

当日の 

スケジュール 

  

集合時刻・場所 

日程：2023 年 3月 1 日(水) 13:30～ 

 プログラム 

 13:30 集合（フロンティア医工学センター 正面玄関） 
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 13:35 センター・コースの紹介（B204，10分） 

 13:45 移動 

 13:50 動物実験施設見学（サイエンスパークセンター，15分） 

 14:05 移動 

 14:10 中口研究室見学（A204，30分） 

 14:40 移動 

 14:45 羽石・岡本研究室見学（A棟 4階，30分） 

 15:15 移動 

 15:25 兪研究室見学（自然 1 5階，30分） 

 15:55 移動 

 16:00 川村研究室見学（自然 1 5階，30分） 

 16:30 移動 

 16:40 高橋研究室見学（自然 2 7階，30分） 

 17:10 移動 

 17:20 林研究室の紹介（B204，15分） 

 17:35 解散 

持ち物・服装・注意点

など 

特になし 

 
図 19  日本でのフィールド演習の様子 



   
 

 80  
 

2-8. 成果発表会 

 最終の学習成果発表会は、予定通り、oVice を使⽤して、2023年 3⽉ 16⽇の午後に開催
した。学習⽬標および学習ガイド等に沿った内容として、表 14のような構成として⾏った。
グループ毎に、トピックに沿って学習成果をまとめ、プレゼンテーションを⾏った。 
 インド SIU および千葉⼤学からの参加学⽣計 20 名に加え、関係者が参加した、総勢 30
名程度での開催となった。 
  

表 14 最終の学習成果発表会の構成内容および時間配分等 

  

Preparation and Method for Learning Achievement Presentation on March 16th. 

  

1. Date and Time: March 16th, 2023 (Thursday) - Approximately 2 hours: 10:30-12:30 (IST) / 14:00-

16:00 (JST) 

2. Format: Online (Synchronous and Real-time) (Attendance via archived viewing is permitted for 

the 2022 academic year) 

3. Platform for Presentation: using ppt slideshow on Metaverse Platform (oVice) 

4. Presenters and Content: Students will create presentation materials in English, including the 

following content for each team from their respective activities focusing the assigned topic, and 

make their presentation using the provided template: 

1) Overview introduction of team members and field activity schedule, 

2) Explanation of case studies related to solving social issues (assigned topics),  

3) Evaluation of IPCP. 

5. Presentation Details and Time Allocation  

l. Presentation time for each team is approximately 15 minutes (tentative): 

1. Introduction of Team and Schedule - 3 minutes  

Introduction of team members (affiliation, major, grade) and overview of the learning schedule 

(introduction of each activity field, learning theme, and actual implementation details) 

2. Explanation of Case Studies related to assigned topic - 7 minutes Presentation of the assigned 

topic by each team, including all following items:  

- required items 

organization/facility of each field, social issues being addressed, target people for services, actual 

support/service activities, goal and evaluation criteria for services (if any), activities carried out by 

students, good points and well-designed approach, suggestions or new ideas for improvements or 

remaining problem, transferability to home country and reasons for it.  

3. Self-evaluation as a team - 5 minutes  
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Presentation of overall evaluation of IPCP as a team, and its dependence on the situation, future 

issues, and prospects.  

li. Q&A: After each team's presentation, there will be 10 minutes of Q&A time. Presentation time 

per team: 15 minutes + Q&A time of 10 minutes = 25 minutes. 

  

*Note: This presentation will be recorded and available for archived viewing. *In addition, as a model 

case for the following year, participating students in the next academic year will also be able to view 

the presentation. 

  

Presentation Order: 

1. Group A (Symbiosis International University) Title: Disaster Preparedness: Health of Older 

People and Community-Based Integrated Care Systems in Japan Presentation Duration: 15 

minutes Question and Answer Session: 10 minutes 

2. Group B (Symbiosis International University) Title: Social Capital: Health of Older People and 

Community-Based Integrated Care Systems in Japan Presentation Duration: 15 minutes 

Question and Answer Session: 10 minutes 

3. Group 1 (Chiba University) Title: Disabled Children and Society: Children in Difficult 

Circumstances in India Presentation Duration: 15 minutes Question and Answer Session: 10 

minutes 

4. Group 2 (Chiba University) Title: Street Children in India: Children in Difficult Circumstances in 

India Presentation Duration: 15 minutes Question and Answer Session: 10 minutes 

  
 図 20 は、学習成果発表時の oVice のレイアウトである。前述の通り、回線の負荷を減ら
すためオブジェクトやタイムテーブルなどをレイアウト内に埋め込み、また、学⽣同⼠の交
流促進のために学⽣の了承を得て学⽣の写真も挿⼊した。 
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図 20 最終の学習成果発表時のメタバースプラットフォームである oVice のレイアウト 

  
発表では、時々⾳声が聞き取りにくい部分があったものの、回線が途切れることなく、

予定通り発表を終えることができた。 
 図 21 は、実際の発表時の場⾯のスクリーンショットである。発表後の質疑応答も活

発に⾏われた。 

 

図 21 実際の発表時の画面の様子 



   
 

 83  
 

3. 事業評価 
 

3-1. 事業評価の観点と⽅法 

3-1-1.事業評価の観点 
 本事業は主に 2 つの観点で評価される。1 つめの観点はプロセス評価であり、学習プログ
ラムの開発、派遣/受け⼊れの時期や⼈数について⽬標値を達成できたか、また、事業の遂
⾏過程や現場での運営が円滑であったかを評価するものである。2 つめの観点は学習成果の
評価であり、GRIP を通して育成を⽬指す「どの国、どの地域であっても、⾃国でも他の国
でも健康関連の課題に他の専⾨職とともに取り組み、⽂化的対応能⼒及び⽂化的謙虚さを
基盤として、現場での最適解を導き出すことができる⾃律した組織⼈」が含有する３つの能
⼒：①連携実践能⼒、②問題解決能⼒、③Cultural Competence がプログラムを通してどの
程度、またどのように発達したかを評価するものである。 
 
3-1-2. プロセス評価の⽅法 
 プロセス評価と学習成果の評価は共に、定量的評価と定性的評価を併せて総合的に実施
した。プロセス評価は、事業計画と実績の数値的な⽐較による定量的評価のほか、今年度の
カウンターパート⼤学であるシンビヨシス国際⼤学のスタッフおよび現地演習にご協⼒い
ただいた各フィールドの担当者からのヒアリングに基づいて、次年度以降踏襲すべき点と
改善すべき点を定性的に収集した。 ヒアリングは全てのプログラム終了後にオンラインで
担当者へ依頼し、オンラインの⽂書で回答を得た。 
 
3-1-3. 学習成果の評価⽅法 
 学習成果の評価のためには，GRIP参加前後に 3つの能⼒を測定し統計的にその変化を検
討する定量的評価と、参加学⽣有志からのインタビューに基づく定量的評価を実施した。 
定量的評価の実施時期は、千葉⼤学およびシンビヨシス国際⼤学の学⽣ともに、事前学習開
始前（2 ⽉）とメタバースでの最終プレゼン終了後（3⽉）である。回答は任意であり、Google 
Forms と BEVI※を使⽤してオンラインで回答依頼を送り、プログラム評価を⽬的とした測定
であることや回答の有無や内容が成績に影響しないこと等の説明事項を読んだ上で「同意
し回答を始める」を選択した学⽣のみが回答に進んだ（資料５）。インタビューは最終プレ
ゼン後に⼝頭とオンラインで協⼒依頼をし、定量的評価と同様に個⼈情報保護の⽅針を含
む事項に同意した有志学⽣に協⼒してもらう形をとった。説明事項に同意した学⽣がスケ
ジュール調整ツールを⽤いて都合のよい時間を予約し、⼀⼈につき約 30分オンラインでの
インタビューを実施した。以上のプログラム評価は千葉⼤学看護学研究科の倫理審査委員
会の承認を得て実施した（承認番号 NR4-109）。学⽣に提⽰した説明事項や質問項⽬等、詳
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細は資料５の研究計画書の付帯資料を参照されたい。 
※BEVI: The Beliefs, Events, and Values Inventoryの略称であり、ライセンスを得た⼤学のみ
が実施できる独⾃のオンラインプラットフォームを⽤いた信念や価値観の測定・分析ツー
ル。 
 

3-2. プロセス評価 

3-2-1. ⽬標値の達成状況 
 「⼤学の国際展開⼒強化事業」の申請書に則り、2022 年度の数値⽬標は提携校数 1校、
派遣学⽣数 10名、受⼊学⽣数 10名、派遣と受⼊の⽇数はそれぞれ 10⽇程度であった。こ
れらの⽬標に対する実績は、提携校数 1校（シンビヨシス国際⼤学）、派遣および受⼊学⽣
数は 10名ずつで計 20名、それぞれが 8⽇間の現地演習を含む 10⽇程度の渡航⽇程でプロ
グラム実施を完了し、数値⽬標を達成したと⾔える。 
 学習のプロセスとして重要である現地演習の事前事後学習をオンラインで⾏う計画につ
いても、提携校のインターネット環境や制約の下で想定していた Google Classroom が機能
的に使⽤できない等の困難はあったものの、代替案として Google Space を⽤いるなどの⼯
夫によりほぼ計画通りに実施できた。特にメタバース（oVice）を学習のプラットフォーム
として利⽤した点には本学の他の留学プログラムにはない独⾃性が表れている。次年度以
降は、メタバース、および、事前学習における JV-Campus の更なる活⽤を⽬指している。 
 また、GRIP プログラムの特徴のひとつは学部や研究科等の専⾨性、並びに学部⽣から博
⼠後期課程の学⽣まで学年を問わないインタープロフェッショナルなチームで課題に取り
組む点である。この点においては、千葉⼤学では看護学部、看護学研究科（博⼠前期課程お
よび後期課程）、薬学部、医学部、ならびに⾮医療系である国際教養学部の学部⽣と⼤学院
⽣が混在したチームを形成し、通常の授業では経験することがない編成でのプログラム参
加が叶った。⼀⽅、シンビヨシス国際⼤学は学部⽣と⼤学院⽣の混在ではあったものの全員
が看護学部あるいは看護学研究科の学⽣であったため、チームメンバーの多様性という点
では当初の想定に届かない編成であった。次年度は、数値⽬標（提携校数 2校、派遣学⽣数
15名、受⼊学⽣数 15名）の達成を⽬指すと共に、学⽣の多様性を確保し、よりプログラム
の特徴を活かした学習経験を図る。 
 
3-2-2. 協定校およびフィールドからの評価 
 シンビヨシス国際⼤学、並びに、11 のフィールドのうち 6 組織/施設の連絡担当者より、
今年度のトライアル実施までの準備および当⽇の運営について、良かった点と改善すべき
点のフィードバックを得た。得られた回答は以下の通りである。⼀部、組織/施設が特定さ
れないよう表現を加⼯した。 
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 良かった点 
• ⾒学実習を通してインドと⽇本の違いを互いに知ることができたので、これから社
会に出ていく学⽣さんにとっては、働く環境を選択する視点は広がったのではない
かと思います。 

• 想定していたよりも質問が多く、ゆとりをもって⾒学のスケジュールを組み⽴てて
いましたので、時間的にはちょうどよかったと思います。 

• 事前に希望内容を伺っていましたので、参加者の皆さんの関⼼に合わせた紹介がで
きました。⾒学中も皆さん⼤変熱⼼で、所定の時間をオーバーするほど質問や議論
が活発に⾏われて、我々も⼤変刺激になりました。 

• インドに⾏かれた⽣徒がインドの⽂化、経済などについて学ぶ機会と、⽇本に来ら
れた⽣徒が⽇本の⽣活、商習慣などについて学ぶ良い機会になったと思います。 

• インドの留学⽣を迎えるという貴重な体験ができた。 
• ⼩グループになって回れたのであまり利⽤者さんの迷惑にならずに移動できた。 
• 通訳できる医学⽣やスタッフがついていてすべて伝えるのは難しかったので助かっ

た。 
• 質疑応答が活発でみんなのモチベーションが感じられた。 
• 新しい取り組みに参加したことで、既存のものではない何かを提供するために⼯夫

する⼯程を楽しませていただきました。⽇々忙しく活動しており、地域住⺠の活動
になかなか参加できない現状もあり、私たちも実習を受け⼊れたことで、交流でき
る良いきっかけとなりました。また、地域住⺠のフレンドリーな感覚を知り、異⽂
化への受け⼊れという⾯で、地域住⺠の素敵な部分を⾒ることができ、更に尊敬の
想いが強くなりました。 

• 国籍や⽂化の違う⽅に対して、普段⾏っている活動をどう伝えていくか、考える中
で、⾃⾝の⽇々⾏っているケアを⾒つめ直す良い機会となりました。国籍は違って
も同じ気持ちで活動をおこなっていることが感じられて、良い経験になりました。 

• The buddy system allowed students to become close friends and promote exchange 
between SIU and CU students. This led to the natural formation of a team of 20 students. 
（バディシステムはシンビヨシス国際⼤学と千葉⼤学の学⽣が交流し親しい友⼈に
なるために役⽴ちました。これにより 20 ⼈の学⽣が⾃然とチームになれました。） 

• I would like to express my gratitude for arranging cultural activities like wearing Yukata, 
preparing Japanese Tea, etc for Indian Participants that helped to introduce them to 
Japanese culture.（インドの学⽣が⽇本⽂化に親しむための浴⾐やお茶などの⽂化的
プログラムに感謝します。） 

• A special thank for arranging overcoats for winter season.（冬⽤のコートを⽤意して
いただきとても助かりました。） 

•  
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 改善できる点 
• ⾒学していただいた場所については、研修の⽬的を考慮して案内を⾏いましたが、

リクエストがあれば、補⾜説明ができたかもしれません。こちらで説明する内容を
決めてしまっていたので、ニーズに合っていたのかどうか少し⼼配です。 

• ⾒学する⽅の⼈数が、前⽇に急に増えて、⾒学するグループ数を増やして対応しま
した。 

• 千葉⼤学の学⽣さんが通訳兼世話役として同⾏されていましたが、同⾏が必要だっ
たのかどうか少し疑問に感じました。 

• 事前に伺っていた⼈数よりかなり多く参加されまして会場が少々混乱いたしました。
参加者の⼈数を早めに確定していただけますと助かります。 

• 学⽣の通訳ボランティアの⽅々なのかわかりませんが、あまり関⼼なさそうで、ス
マホをずっといじっている様⼦は印象が良くありませんでした。我々下⼿ながらに
英語でご説明を準備していますので、通訳ボランティアの⽅は最低限で結構かと思
います。 

• 次回は先に⽣徒に予めアンケートし、学びたい・知りたい内容をもう少し絞られた
らと思います。 

• 事前に zoom を使って準備の打ち合わせができるとよりスムーズで中⾝のある対応
ができると思います。 

• 私たちの情報不⾜ではありましたが、本研修の⽬的があまり理解できないままの対
応となってしまいました。「⾼齢者⽀援を学びにきた」と聞いていたので、⾼齢者の
ことに特化した⽅がよいと思っていましたが、全員が⾼齢者看護に興味があったわ
けではなかった。 

• 事前に内容やスケジュールの打ち合わせや実習⽣の希望などわかるようでしたら、
希望に沿ったことを考えられたかもしれません。内容は良かったのかなど気になっ
ています。また、もう少し⻑めに時間が取れるとよりゆっくり訪問を⾒ていただい
たり、お話したりすることができたかもしれません。 

• We need to clearly define learning outcomes in advance.（事前に学習のアウトカムを
明確にしておく必要があります。） 

• There should be briefing and debriefing classroom sessions to explain and understand 
student learning.（学⽣の学びについて説明したり理解したりするために、ブリーフ
ィングとでブリーフィングのセッションを設けた⽅がよいです。） 

• Check list of student responsibility and documents required to be shared in advance.
（学⽣がすべきことや提出書類のチェックリストを作成して事前に共有する必要が
あります。） 

• Evaluation and report formats to be shared with students in advance with strict 
deadlines.（評価やレポートのフォーマットと明確な提出期限を事前に学⽣に⽰して
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おくべきです。） 
• We should draft Roles, Responsibilities of every stakeholder in advance.（各関係者の役
割や責任の範囲を事前に決めておくべきです。） 

• One contact person for all the activities as Principal Program Coordinator to be identifies 
to avoid miscommunication and misunderstanding.（主任プログラムコーディネータ
として連絡係を 1 ⼈に絞り全ての連絡をその⼈に集約した⽅が、情報の⾏き違いや
誤解を防げると思います。） 

• Orientation and Pre- Online sessions should be attended by both side students along 
with the Faculty accompanying the group for travel to each other country, these sessions 
should be mandatory for each student and faculty person who are travelling under this 
program.（オリエンテーションとプレオンラインセッションを必須とし、渡航する
両国の全学⽣および全職員が参加するべきです。） 

• Introductory lectures from both (India & Japan) side to be delivered which will help 
students for comparative studies.（学⽣たちの⽐較学習に役⽴つ、インドと⽇本の両
⽅からの導⼊的な講義を実施しましょう。） 

  
 以上の通り、プロセス評価としては今年度の数値⽬標を全て達成し、メタバースの利⽤や
フィールドにおける学習プログラムも概ね計画通り達成できたと⾔える。運営上改善すべ
き点も多々挙がったが、今年度はトライアルプログラムであったため、次年度からの本格始
動に向けて課題を洗い出せたことは有意義であった。引き続き、次年度以降も数値的な⽬標
達成とより円滑で学習効果の⾼いプログラム運営のために検討・検証・改善を続けていく。 
 

3-3. 学習成果の評価 

 連携実践能⼒および問題解決能⼒については、千葉⼤⽣ 7 名とシンビヨシス国際⼤学⽣
10名の計 17名（男性 4名、⼥性 13 名）から、BEVI には千葉⼤⽣ 7名とシンビヨシス国際
⼤学⽣ 7名の計 14名（男性 3 名、⼥性 11名）から事前事後 2時点揃った回答を得た。イ
ンタビュー協⼒者は千葉⼤⽣ 7名とシンビヨシス国際⼤学⽣ 3 名の計 10名（男性 2名、⼥
性 8名）であった。2023年 4⽉に実施したインタビューはスクリプト作成中のため、以下
では主に 3⽉実施したインタビューの⼀部を抜粋して掲載する。 
 
3-3-1. 連携実践能⼒ 
 連携実践能⼒は、King et al. (2016)による Interprofessional Socialization and Valuing Scale 
(ISVS-21)※１を⽤いて測定した（例：I have gained an enhanced awareness of roles of other 
professionals on a team.）。21項⽬ 1次元から成り、0（全くあてはまらない）から 6（⾮常
によくあてはまる）の 7件法で測定する尺度である※2。本尺度の⽇本語版は未発表であるこ
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とと、プログラムの特性上千葉⼤学の学⽣は⼀定の英語能⼒により選抜されていることか
ら、⽇印の学⽣共に英語で項⽬を表⽰し回答を求めた。 
※1:厳密には尺度は Interprofessional Socialization、つまり多職種協働に関する個⼈の概念の
社会化を測定するものであるが、本調査では表現のわかりにくさを避けるため連携実践能
⼒として扱う。 
※2: 元は 24 項⽬ 3次元（King et al., 2010）の尺度であったが、より⾼い妥当性・信頼性と
回答者の負担軽減のために 21 項⽬の簡略版である ISVI-21 が開発され、単次元の尺度とし
て使⽤されている。 
 事前事後測定の結果 

 本尺度の取りうる値は 0〜7 である。全体平均は事
前 4.21（SD = .80）、事後 4.60（SD = .67）であり、
プログラム全体として事前より事後の⽅が⾃⼰評価
の有意な上昇が⾒られた。⼤学毎に値を⾒ると、千
葉⼤⽣においては事前 3.50（SD = .39）、事後 4.37
（SD = .47）と有意に上昇したものの、シンビヨシ
ス国際⼤学⽣においては事前 4.71（SD = .61）、事後
4.76（SD = .77）と変化が⾒られなかった。プログラ
ム開始前には千葉⼤⽣よりシンビヨシス国際⼤⽣の
⽅が有意に⾼い値を⽰したが、千葉⼤⽣の⾃⼰評価
の上昇により、プログラム後にはこの差は消失した。 

 インタビューからの抜粋 
• We are now getting more confident to present ourselves in front of others also, and we 

are like having that thing in our behavior to cooperate with others and the knowledge 
we have gained from there and the things we have observed, behavioral things we have 
observed from there, we are trying to implement it in our behavior like the calmness, 
discipline ‒ all these things we have seen in the Japanese people. So, we are trying to 
grasp those things in our personality also.  

• It (GRIP) acted as a catalyst in bringing us closer to the Japanese culture, people, and 
values. I think that only working together, and interacting with people of different 
backgrounds can boost our thinking, and innovative skills. We experienced firsthand how 
people from different faculty or different department had so many different things to 
contribute as each one of us have different experiences, perspectives, and ideas. 

• まず考え⽅はあまり変わっていないと思います。元々、チームの中で⾃分がどうい
う⽴ち位置であるべきかを考えながら動くタイプでした。でも、実際に経験してみ
て、ここまで達成できたので、次同じような状況になったときのマインドセットは
変わったと思います。他の学部の学⽣に対して、看護の考え⽅を強みにして関わる
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ハードルがちょっと下がったかもしれません。 
• 学習⽬標について、⾃分が何をどこまで、このチームの中でやればいいのかが、最
後の⽅でやっとわかってきました。でもインドにいる時やバディを⽇本で受け⼊れ
てる時は全然分かりませんでした。⾃分は、何を求められてるのかと、⾃分ができ
る範囲のどこまでやったらいいのかの 2 つについてずっと迷っていました。⾃分た
ち⾃⾝ができることを、もう少し最初に⾃⼰開⽰をお互いにすべきだったと思いま
す。私の場合、分野横断的なところはそんなに課題に感じませんでしたが、縦に（学
年が）混ざってる時に、みんなの段階をアセスメントしながら、それぞれに必要な
情報をどう出していけるか、また、⼀緒に考えていけるとかっていうところに気を
遣いました。 
 

3-3-2. 問題解決能⼒ 
 題解決能⼒は、DʼZurilla et al. (1998)による.SocialProblem-SolvingInventory-Revised (SPSI-
R)、並びにその⽇本語版である佐藤ほか.(2006)を⽤いて測定した。20項⽬ 4 次元から成り、
0（全くあてはまらない）から 4（⼤変よくあてはまる）の 4 件法で測定する尺度である。 
(1)問題の定義と公式化、 (2)さまざまな解決法の案出、(3)意志決定、 (4)解決法の実⾏と検
証の各次元は 5項⽬ずつの平均値で算出した。 
 事前事後測定の結果 
 (1)問題の定義と公式化 

 SPSI-R の取りうる値の範囲は 0〜4である。1 つ
めのサブスケールである「問題の定義と公式化」は、
「解決すべき問題を抱えている時は、状況を分析
し、どのような障害物が⾃分の望みの達成を妨げて
いるのかを明らかにしようとする」や「問題を解決
しようとする前に、⾃分の達成したい具体的な⽬標
を設定する」等の 5項⽬で測定される。 
 全体平均は事前 2.86（SD = .42）、事後 3.15（SD 
= .36）。そのうち千葉⼤⽣においては事前 2.74（SD 
= .36）、事後 3.29（SD = .30）と有意に上昇したも
のの、シンビヨシス国際⼤⽣においては事前 2.94 
（SD = .45）、事後 3.06と有意な変化は⾒られなかった。 

 (2)さまざまな解決法の案出 
 SPSI-R の 2 つめのサブスケールである「さまざまな解決法の案出」は、「問題を解決
しようとしている時は、しばしば異なった解決策を考え、それらのいくつかを組み合
わせて良い解決策を⽣み出そうとする」や「問題を解決しようと試みる時は、できるだ
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け多くの違った⾓度から問題に取り組む」等の 5項⽬で測定される。 
 全体平均は事前 2.65（SD = .64）、事後 2.89（SD 
= .45）であり、全体としては事前より事後の⽅が
有意に⾼かった。そのうち千葉⼤⽣は事前 2.11
（SD = .41）、事後 2.74（SD = .50）。シンビヨシ
ス国際⼤⽣は事前 3.02（SD = .48）、事後 3.00（SD 
= .41）であった。千葉⼤⽣にのみプログラム参加
前後で有意な上昇が⾒られ、シンビヨシス国際⼤
⽣には変化が⾒られなかった。そのため、事前に
⾒られた有意差（千葉⼤⽣ < シンビヨシス国際
⼤⽣）は事後の時点では消失した。 

 (3)意思決定 
 SPSI-R の 3つめのサブスケールである「意思決
定」は、「決断する時は、それぞれの選択肢の直後
の結果と、⻑い⽬で⾒た結果の、両⽅を考慮する」
や「決断する時は、選択肢を判断し、⽐較するため
に体系化された⽅法を⽤いる」等の 5 項⽬で測定
される。 
 このサブスケールの 全体平均は事前 2.78（SD 
= .62）、事後 3.01（SD = .34）であり全体としては
有意な上昇がみられた。しかし、前後で有意差が⾒
られたのは千葉⼤⽣のみである。千葉⼤⽣におい
ては事前 2.40（SD = .49）、事後 3.06（SD = .41）と上昇したものの、シンビヨシス国
際⼤⽣においては事前 2.91（SD = .70）、事後 3.02（SD = .32）と有意な変化は⾒られ
なかった。 

 (4)解決法の実⾏と検証 
 SPSI-R の 4つめのサブスケールである「解決法
の実⾏と検証」は、「解決策を実⾏した後で、何が
良くて何が悪かったのか分析する」や「問題に対す
る解決策を実⾏した後で、状況がどのくらい良く
なっているかを、できるだけ注意深く評価しよう
とする」等の 5項⽬で測定される。 
 全体平均は事前 2.79（SD = .66）、事後 2.91（SD 
= .48）。そのうち千葉⼤⽣は事前 2.23（SD = .48）、
事後 2.89（SD = .43）、シンビヨシス国際⼤⽣は事
前 3.18（SD = .45）、事後 2.92（SD = .54）であっ



   
 

 91  
 

た。他のサブスケールと同様、全体としてはプログラム前後で有意な上昇があったと
⾔えるが、上昇したのは千葉⼤⽣のみであり、シンビヨシス国際⼤⽣においては有意
な変化は確認されなかった。 

 インタビューからの抜粋 
• I have actually developed a sense of problem-solving towards it (social issues). Initially, 

I used to think it is not my problem. So I used to not focus on solving it. But then I realized 
if the main problem is not solved, then it can have a lot of negative impacts on many 
lives. So through every institution that I visited during the interaction, I think it helped me 
to develop more good solutions towards the problem.  

• While accompanying Japanese students on different visits we also experienced firsthand 
how the people in slum areas and streets actually survived. We knew about these people 
but we had not witnessed them firsthand. This led us to think more deeply about the 
challenges faced by India. 

• 社会問題解決に対する私の考え⽅はすごく変化しました。まず国内に関して、⽇本
はかなり固定概念が強くて、同調圧⼒があって、みんな同じ⾔語をしゃべって同じ
服装しているというイメージだったんですけど、⾃分が⾒てなかっただけで⽇本の
中にも社会的弱者の⽅がいたりダイバーシティーってすごくいっぱいあるんだと気
付けました。インドの⽅の発表とかを聞いて、⽇本の問題についてただ解決策をぽ
んと考えるのではなく、いろんな職種の⽅やいろんな専⾨の⽅の⾒⽅も多⾓的に踏
まえて考えていかないといけないなと強く思いました。 

• 社会課題解決ってやっぱり⼤変だなと改めて思いました。（中略）それと、分かった
気になってても意外と駄⽬なんだと気づきました。⾃分⾃⾝についていろいろ変え
ていくべきところがたくさんあるとも、改めて思いました。（中略）NGO、NPO も
そうですし、住⺠参画型で何かを⾏おうとした時に、どういうふうに動きを作って
いけるのかについても課題だと思います。住⺠を巻き込むというのが今までの動き
だったので、⾃分たちから発信して巻き込まれる⼟壌を作っていくみたいな、そう
いう感じも考えていきたいです。お⾦がないのは⼀緒だけれども、プレゼンすれば
もしかしたらどうにか予算を獲得できるかもしれない⾏政と、本当にお⾦のない⺠
間の差で、どういうふうに資⾦を獲得していけるのかは、もう少し勉強したいと思
いました。 
 

3-3-3. Cultural Competency 
 BEVI（Wandschneider et al., 2015）は、留学プログラムの成果を定量的および客観的な測
定・検証を⽬的として開発されたツールである。⽇本を含む 140カ国・8万件のデータを基
に、異⽂化受容性をはじめとする個⼈の様々な信念･価値（Belief and Value）を 185 の項⽬
から統計的に算出する。留学プログラムの評価には、社会的オープン性（Sociocultural 
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Openness）並びに世界との共鳴 （Global Resonance）が頻⽤される。それぞれの測定項⽬
は⾮公開である。取りうる値は 0 から 100 であり、世界平均を 50 として相対的に数値を解
釈する必要がある。  
 事前事後測定の結果 
 (1) 社会⽂化的オープン性（Sociocultural Openness） 

 社会⽂化的オープン性とは、⽂化、経済、教育 環境、ジェンダー、国際関係、政治の
分野におけるさまざまな⾏動、政策及び実践に ついて進歩的でオープンである程度を
表すものである。測定項⽬は⾮公開であるが、「私たちは、⾃分たちと異なる⽂化を理
解しようとすべきだ」等の項⽬が含まれるとされている。 
 全体平均は事前 48、事後 45 であった。そのうち千葉⼤⽣は事前 45、事後 46でほぼ
変化がなかった。シンビヨシス国際⼤学⽣は事前 52、事後 44とプログラム後に低下し
た。BEVI の値は統計的に有意な変化であるかどうかの検定を⾏うことができないが、開
発者によると 5 以上の増減が⾒られた場合に明確な変化があったと⾒なすのが⼀般的
である。以下のグラフは、上側が千葉⼤⽣、下側がシンビヨシス国際⼤⽣を表している。 
 

Sociocultural Openness（事前） 

 

Sociocultural Openness（事後） 

 

(2) 世界との共鳴（Global Resonance） 
 世界との共鳴とは、さまざまな個⼈、集団、⾔語、 ⽂化について学ぶことや出会うこと
を努⼒している程度や、グローバル社会への関与を望んでいる程度を表すものである。「世
界の出来事について多くの知識を持っていることは⼤切だ」等の項⽬から測定される。 
 全体平均は事前 58、事後 54 であった。そのうち千葉⼤⽣は事前 62、事後 54 と低下し
た。⼀⽅、シンビヨシス国際⼤⽣は事前 55、事後 54と変化が⾒られなかった。 
 
 
Global Resonance（事前） 

千葉⼤（事前） 

千葉⼤（事後） 

SIU（事前） 

SIU（事後） 
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Global Resonance（事後） 

 
 インタビューからの抜粋 

• In our country, there are 50 different cultures. But the culture of Japan is a way different 
from Indian culture if we talk. So yes, ma'am, the knowledge about the cultural 
competency and the interest to know the different culture has increased because if we 
learn something new, it just create a space in our brain to just grab the thing from that 
new thing, whatever you like from that culture. So, yes, ma'am. Now, it's like I just want 
to explore more different country cultures to grasp more new things from that. So, yes, 
definitely from GRIP, I have got that idea of knowing the culture from, you know, very 
closely from visiting that place. So, yes, it increased a lot of curiosity and it has given a 
lot of new knowledge to me about the culture.  

• Yes, I really feel I'm getting attached to Japanese culture. And I'm very much into like 
knowing more about Japanese culture. And very soon I might consider learning the 
languages as well. I think you can see that as a positive influence. 

• ⽇本にインド⼈学⽣が来て受け⼊れた時に、時間にルーズな⽂化から時間に厳しい
⽂化への適応が難しそうだなと思いました。だからある程度は、⽇本の⽂化に合わ
せてもらうだけじゃなくて、相⼿の⽂化のことも考慮しつつ対応するべきなんだろ
うなと思いました。腹が⽴ったりしたこともありますけど、だからといって、イラ
イラするだけではどうにもならないと思います。相⼿に歩み寄る姿勢を持ったほう
が、こっちも精神的に楽ですし、そういう姿勢を持つべきなんだと思います。今後
もしインドや、ほかの国から来る⼈と関わることがあれば、そのような考え⽅を⼤
事にしようと思いました。 

• あんまりインドの⽂化について知らなかったのですが、やっぱりインドの⼈それぞ
れにも個⼈の⽂化があって、個⼈の集積でその国の⽂化ができているんだと思いま
した。⽂化に対する考えというのは、やっぱり直接話してみないと分からないと思
いました。インドの⼈ってこういう考えがあるよとかこういう感じだよとか聞いて

千葉⼤（事前） 

千葉⼤（事後） 

SIU（事前） 

SIU（事後） 
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も、やっぱりその中にも個別性があるし、⾃分が⽂化について考えるための切り⼝
がちょっと増えたと思います。国としての⽂化だったり、住んでる場所の⽂化だっ
たり、社会的地位の⽂化だったり、職業としての⽂化があって、たぶんインドの⽅
はみんな看護の学⽣だったので看護の⽂化だったり。私たちは同じ千葉⼤⽣でも医
学部の⽅と薬学部の⽅の⽂化も違うし、もう本当に、ただ知識の違いというわけじ
ゃなくて、考え⽅も違うので、そういう意味では本当に⽂化っていろんな⾒⽅があ
るのかなと思いました。 

  
 以上のように、学習成果の評価としては、千葉⼤⽣の連携実践能⼒と問題解決能⼒が統計
的に上昇した点が最も強調すべき点である。⼀⽅、シンビヨシス国際⼤⽣の連携実践能⼒と
問題解決能⼒には有意な変化は⾒られなかった。これは、シンビヨシス国際⼤⽣の⾃⼰評価
がプログラム評価前から相対的に⾼かったことや、⽇本での現地演習のスケジュールが過
密で⼗分なブリーフィング/デブリーフィングの時間を設けられなかたこと、また、参加者
が看護学部/看護学研究科の学⽣のみで異なる専⾨性を持つ学⽣が混在したチームでプロジ
ェクトを遂⾏するという本プログラムの特徴を⼗分活かせなかったこと等、複数の要因が
絡んでいる可能性が考えられる。しかし、インタビューに協⼒してくれた学⽣からは、”We 
experienced firsthand how people from different faculty or different department had so many 
different things to contribute as each one of us have different experiences, perspectives, and 
ideas.（私たち⼀⼈⼀⼈が異なる経験、視点、およびアイデアを持っており、異なる学部や
領域の⼈が貢献することがたくさんあるということを直接経験しました.）”, “I have actually 
developed a sense of problem-solving towards it (social issues). （社会課題に対する問題解決
の感覚が実際に開発しました.）”等、ポジティブな発⾔が⾒られた。シンビヨシス国際⼤⽣
のうちインタビューに応じたのは⼀部の学⽣のみであるため、インタビューでの発話を般
化することはできないが、プログラム参加学⽣の中に⾼い学習効果を得た学⽣とそうでは
ない学⽣が混在していたと推察されるため、今後はより多くの学⽣が考えを深めたり⾃⾝
の変化を実感したりできるよう、プログラム内容の改善が求められる。 
 また、Cultural Competence に関しては、測定項⽬が⾮公開であることから詳細な考察が
困難だが、実際に⽂化や他国の⼈と交流することでこれまで持っていた⽂化や⾃国外の出
来事についての主観的イメージが崩れ、⾃分なりの視点や考えを再構築する必要が⾼まっ
た場合、プログラム後に BEVI の値が単純に上昇するとは考え難い。本プログラムで学⽣は、
⾃分の渡航と提携⼤学の学⽣の受⼊という⼆重の⽂化体験に⾝を置く。さらに⾃国と他国
の社会課題を学び、⾃分の国（つまり同じ⽂化圏）の中で起きている社会問題や⾃分と⼤き
く異なる⽣活をしている⼈ （々つまり異なる⽂化を持つ⼈々）と出会う中で、⽂化とは何か
を考え直したり、⾃分⾃⾝が無意識に持っている⽂化や偏⾒に直⾯したりする経験もあっ
たかもしれない。このように、⾃国と他国の異質性および同質性を意識したり、国という⽂
脈だけでなくその中の個々⼈が持つ⽂化や⾃分の固定観念を発⾒したりする経験の渦中で
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「揺らぐ」ことも、社会に出る前の⼤学⽣・⼤学院⽣にとっては貴重な経験である。今後は
定量的な変化と定性的な語りを併せて今回の結果の分析を進めると同時に、Cultural 
Competence の測定⽅法についても再考していく所存である。 
 

3-4. 外部評価 

 
  外部有識者から評価を受けプログラムの質の向上を図るため、GRIP 推進委員会の規定
を整備し GRIP 外部評価委員会を置くことを定めた。GRIP 外部評価委員会は、⽇本、提携
⼤学の所在国、並びにアメリカ等の国外の有識者を委員とし、年に 1回開催する。⼀年間の
プログラム運営のプロセスおよび学習成果を、本年次報告や参加学⽣による最終プレゼン
テーションの動画等の記録を基に客観的に評価していただき、次年度以降のプログラム改
善の基盤とする。 
 2022 年度の外部評価委員会は、2023 年 6 ⽉に zoom で⽇本とアメリカを繋ぎ実施され
た。それぞれ、異⽂化感受性、国際交流プログラムの評価、地域創⽣に精通した 3 名の外部
評価委員の先⽣より、プログラムの⽬的や問題解決に取り組む際の各国の社会システムの
捉え⽅等について質問をいただき、活発な議論が交わされた。 
 
 プログラムの強みとして特に評価していただいたのは以下の 6点である。 
(1)正規科⽬・副専攻として位置付け⻑期的な実施を可能とする枠組みを構築した点 
(2)レベル別の学習達成⽬標を設定している点 
(3)⾃国と他国の双⽅の⽂化理解や双⽅向の学びを意図している点 
(4)これまで千葉⼤学で実施してきた IPE の経験を活かしている点 
(5)学⽣の学びのプロセスを考慮し渡航前から帰国後までの学習をデザインしている点 
(6)協定校と密にコミュニケーションを取り協働体制を築いている点 
 
 また、課題としては以下の 8点が挙げられた。 
(1)カルチャージェネラルなナレッジ・フレームワークの導⼊ 
(2)プログラム終了の先にある将来的なビジョンの検討とプログラム概要への包含 
(3)国内の異⽂化・国内の多様性（ミクロなダイバーシティ）という観点の統合 
(4)フィールドノートを活⽤した経験のリフレクションの仕組みの改善 
(5)最終的なアウトカムの評価指標および⽅法の検討 
(6)学⽣にとっての履修・専攻の意味の明確化とブランディング 
(7)少ないマンパワーで持続的にプログラムを回すための仕組み作り 
(8)社会システムに捉われない（あるいはそれを壊すような）知⾒やスキルの獲得 
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 外部評価委員会終了後にいただいた最終評価票では、プログラム全体の進捗状況につい
て 3 名の外部評価委員のうち 2名が「予定どおり進展」、1名が「予定を越えて進展」と評
価した。その理由として⾃由記述欄に記載いただいた内容は以下の通りである。 

• 予定と実際の進展状況を⽐較したとき、紙⾯上では「予定どおり進展」と⾒⽴てら
れる⽅もあるかもしれませんが、私はあえて「予定を越えて進展」を選択しました。
新しい取り組みの初期というものは、想定外の出来事が起こることも多く、往々に
してすべてが遅れ気味になったり、計画の⼀部が⼤幅に削られてしまったりするも
のだと思います。今年度のレポートを拝⾒する限り、GRIP に関してはそれが⾒受け
られません。⾮常に賞賛に値することだと思います。コロナ禍により起きた影響、
⽂化的差異から起きたスケジュール等の調整の必要性、参加者の健康問題等、様々
な軌道修正要因があったようですが、それぞれに適切な対応をされてきたことが伺
われます。それらを総合的に考慮して、「予定を越えて進展」していると判断します。 

• 初年度である 2022 年度は、インドのシンバイオシス⼤学とのトライアル的なプロ
グラムとして開始されている。その中で、教材を作り込み、学⽣を相互に⾏き来さ
せて教育を実施する段階に⼊っており、プログラムの評価や持続的改善につなげる
という計画通りに進められていると思われる。 プログラムの計画は、これまでの千
葉⼤における海外の⼤学との協⼒関係を利⽤して⾏われている。互いの特⾊や強み
を活かしたプログラム内容となっており、実際に学⽣が互いの国のプログラムに参
加することで、計画していた学びがなされるだけでなく、例えば互いの置かれてい
る⽣活基盤の⼤きな違いなどからも様々な学びが⽣じた印象がある。 プログラムの
プロセスは、想定通りに進められたと思われる。教育プログラムは問題点に⼩さな
問題があったとしても学習の質を損ねてしまう可能性があるため、想定通りの進捗
がなされたことは重要性が⾼い。 プログラムのアウトカムは、想定通りの結果が出
ている部分、出ていない部分がある。これは、本事業プログラムが研究という意味
合いも強く帯びており、プログラム評価に⽤いられている既存のアウトカム指標が
学⽣の学びを広い形では捉えきれていないことを⽰す可能性がある。 プログラム評
価が、元々設定された指標による評価を中⼼になされるべきかどうかについては、
プログラム評価の視点の違いの議論がなされることも重要かもしれない。例えば
Fitzpatrick ら に よ る Program Evaluation: Alternative Approaches and Practical 
Guidelines (4th Ed., 2010)の記載によると⽬的志向型で今回の評価が⾏われていると
思われるが、マネジメント志向型、消費者志向型、専⾨家志向型、⾃然および参加
者志向型といった視点での評価も考えるとよいかもしれない。 

• 「カリキュラム・マップによる学習到達⽬標の明確化と質保証」については、学習
到達⽬標の明確化は難しいところである。特に、双⽅の⼤学が関係する場合、⽬標
と、その到達⽅法・⼿段は、異なるだろうから、それほど時間はないかもしれない
が、相互理解を深め丁寧に進める必要がある。それらの難しさ、問題は、相⼿⽅の
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ヒアリングからもでているところであるが、このようなフィードバックを得ながら、
改善できる仕組み、体制を整えているところは評価できる。 
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Fact Sheet 

資料１ GRIP 実績 

年 学⽣交換数 学⽣交換
国 

展開段階 備
考 

年
次 

年度 派遣学⽣数 受⼊学⽣数 学
⽣
の
派
遣
国 

学
⽣
の
受
⼊
国 

PHASE STEP  

初 2022 10 名 ： 
医学部 3 名  
薬学部 1 名  
看護学部 3 名  
看護学研究院
2 名  
国際教養学部
1 名  
   
※JASSO 2022
年度海外留学
⽀援制度(協定
派遣)派遣学⽣
10 名分採択   

10 名 ： 
シンビオシス
国際⼤学 
学部⽣ 8 名 
⼤学院⽣ 2 名 
   
  
 ※JASSO 
2022 年度海外
留学⽀援制度
(協定受⼊)受
⼊学⽣10名分
採択   

イ
ン
ド 

イ
ン
ド  

1  
GRIP モ
デ ル の 構
築 (2022-
2023 年中
間 評 価 ま
で)  

1  
教育、教育
ロジスティ
ックス、教
育プログラ
ム質保証の
仕組みづく
り  
シンバイオ
シス⼤学で
社会課題解
決演習およ
びバーチャ
ルワークシ
ョップのト
ライアル  

SIU
と
の
⼤
学
間
協
定
締
結  

期間 2023.2.13-
2.22 

2023.3.1-3.9 

  
 

資料２ 受け⼊れプログラム実績 

2023 年 3 ⽉ 1 ⽇〜3 ⽉ 9 ⽇ 渡航期間 2023 年 2 ⽉ 27 ⽇〜3 ⽉ 10 ⽇ 
シンビオシス国際⼤学（Symbiosis International (Deemed University)） 
学部⽣ 8 名 ⼤学院⽣ 2 名 
※JASSO 2022 年度海外留学⽀援制度(協定受⼊)受⼊学⽣ 10 名分採択  
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資料３ 派遣プログラム実績 

2023 年 2 ⽉ 13 ⽇〜2 ⽉ 22 ⽇ 渡航期間 2023 年 2 ⽉ 13 ⽇〜2 ⽉ 23 ⽇ 
医学部 3 名、薬学部 1 名、看護学研究科 2 名、看護学部 3 名、国際教養学部 1 名 
※JASSO 2022 年度海外留学⽀援制度(協定派遣)派遣学⽣ 10 名分採択   
 

資料４ 教員交流実績 

1．シンビオシス国際⼤学（インド）2023 年 11 ⽉ 22 ⽇〜11 ⽉ 26 ⽇ 
シンビオシス国際⼤学を拠点とした現地演習プログラム構築のための現地視察及び現地

教員と打ち合わせ 
シンビオシス国際⼤学：Dr. Anita Patankar, Ms. Swati Sahasrabudhe, Dr. Sonopant G Joshi, 
Ms. Bhakti Padhye 
千葉⼤学：酒井郁⼦、朝⽐奈真由美、野崎章⼦ 
  
2．レスター⼤学（イギリス）2023 年 1 ⽉ 16 ⽇〜1 ⽉ 21 ⽇ 

レスター⼤学とアライアンス、GRIP プログラム実施のための現地視察及び打ち合わせ 
レスター⼤学：Prof. Elizabeth Anderson, Prof. Jayne Marshall, Prof. David Wright,  
Dr. Anil Sood, Dr. Maria Keering, Prof Richard Holland, Prof Tom Robindon 
千葉⼤学：酒井郁⼦、朝⽐奈真由美、飯⽥貴映⼦ 
  
3. シンビオシス国際⼤学（インド） 2023 年 2 ⽉ 13 ⽇〜2 ⽉ 23 ⽇ 

GRIP 受⼊プログラム 千葉⼤学派遣学⽣に同⾏ 
シンビオシス国際⼤学：Dr. Lelith Daniel  
千葉⼤学：野崎章⼦ 
  
4. シンビオシス国際⼤学（インド） 2023 年 3 ⽉ 1 ⽇〜3 ⽉ 9 ⽇ 

GRIP 受⼊プログラム シンビオシス国際⼤学学⽣に同⾏ 
シンビオシス国際⼤学：Dr. Sonopant G Joshi  
千葉⼤学：酒井郁⼦、野崎章⼦、天井響⼦ 
  
5. シドニー⼤学（オーストラリア） 2023 年 3 ⽉ 27 ⽇ 
 GRIP プログラム実施のための現地視察及び現地教員と打ち合わせ、今後の学⽣派遣の可
能性を協議するため 
シドニー⼤学：Prof. Brendan McCormack, Lecturer Dr. Karen Watson, Associate Lecturer 
Kazuma Honda 
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千葉⼤学：酒井郁⼦、朝⽐奈真由美、笠井⼤、飯⽥貴映⼦ 
  
6. モナシュ⼤学（オーストラリア）2023 年３⽉ 28 ⽇〜3 ⽉ 29 ⽇ 
 2024 年度より学⽣派遣予定の GRIP プログラム実施のための現地視察及び現地教員と打
ち合わせ 
モナシュ⼤学：Dr. Fiona Kent, Prof. Brett Williams 
千葉⼤学：酒井郁⼦、朝⽐奈真由美、笠井⼤、飯⽥貴映⼦ 
シドニー⼤学：本⽥⼀⾺ 
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資料５ 研究計画書 
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資料６ 学習の進め⽅ 

 

 
  

2022 年度   GRIP プログラム 

学習要項 

（2023 年 1〜3 ⽉） 

  
  

Ver. 3（JPN） 
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この学習要項の使い方 

 GRIP プログラムに参加して学習するにあたり、ゴールや道筋を⾒失わず、かつ、主
体的に、他学⽣や教員、関係者と協同しつつ、有意義な学習となるようにガイドとして
活⽤してください。 
  
⽬次  
１. GRIP プログラムのめざすところ  

1）GRIP とは  
2）プログラムの概要  
3）育成する⼈材像  

２. GRIP プログラムの構成と学習活動の概要  
1）GIRP プログラムの構成  
2）学習活動の概要  
3）⼤学院副専攻としての GRIP プログラム  
4）修了と単位認定  

３. GRIP での取得能⼒と到達⽬標  
1）⽂化的対応能⼒  
2）IPCP：Interprofessional Collaborative Practiceに関する能⼒  
3）社会課題解決に関する能⼒  

４. ISLの各パートでの具体的な学習活動と課題（2022 年度トライアル版）  
1）使⽤学習プラットフォームのログイン法等  
2）事前学習の具体的内容  
3）フィールド演習  
4）事後学習  

５. 評価⽅法  
６. GIRP での ISLを安全に⾏うための⼼構えと事故発⽣時の対応  
資料 1．現地フィールド演習スケジュール 
資料 2．現地フィールド概要  
資料 3．ワークシート  
資料 3−1 個⼈⽤ リフレクションシート（中間・最終評価）  
資料 3−2 チーム⽤ リフレクションシート(中間・最終評価) 
資料 3−3 学習成果統合シート  
資料 3−4 コミュニティアセスメント資料 
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１.  GRIP プログラムのめざすところ 

1）GRIP とは 

GRIP とは、グローバル地域ケア IPE+創⽣⼈材の育成（Global & Regional Interprofessional 
Education Plus Program：GRIP Program）の略称です。2022 年度の⽂部科学省の「⼤学の
世界展開⼒強化事業」の⼀つです。 
2）プログラムの概要 

世界中の多様な「地域特有の健康課題」に取り組み、それぞれの現場での最適解を導き出す
⼈材を育成するため、本学で 2007 年から実施している医薬系学部を横断した「専⾨職連携
教育プログラム−亥⿐ IPE」を全学に発展させ、さらに複数の国の複数の専⾨領域の学⽣が
お互いに学びあうプログラムとなっています。JV-Campus 等を活⽤した事前学習ののち現
地演習を経て、バーチャルワークショップで共有していきます。 
3）育成する⼈材像 

 どの国、どの地域であっても、⾃国でも他の国でも健康関連の課題に他の専⾨職とともに
取り組み、⽂化的対応能⼒及び⽂化的謙虚さを基盤として、現場での最適解を導き出すこと
ができる⾃律した組織⼈の育成をめざします。WHOが提唱する Universal Health Coverage
「全ての⼈が適切な予防、治療、リハビリ等の保健医療サービスを、⽀払い可能な費⽤で受
けられる状態」を推進し、SDGs の開発⽬標 3「すべての⼈に健康と福祉を」の実現のため
に寄与する、地域ケアを創⽣できる専⾨職を養成します。 
  
２.  GRIP プログラムの構成と学習活動の概要 
1）GIRP プログラムの構成 

GRIP プログラムは、中核となる学習活動として Interprofessional Service Learning （ISL）
を実施します。実渡航し、現地で実際に活動を⾏うフィールドスタディとその前後の、事前
学習、事後学習（バーチャルワークショップ）の 3 つのパートからなる構成です（下図参
照）。 
 
 学術領域や学部・⼤学院を越えて、参加学⽣がチームとなって、それぞれの専⾨性や個性、
強みを発揮して、健康に関連する社会課題の解決に取り組みます。 
図 1 GRIP プログラムの構成と学習概要 
2）学習活動の概要 

事前学習：⾃国内でのオンライン学習 

GRIP プログラムの核となる概念や取得をめざす能⼒である、Interprofessional work（IPCP）、
Cultural Competency と Cultural Humility といった⽂化的対応能⼒、社会課題解決につい
てオンライン学習を⾏います。加えて、健康に関連する課題把握に関連する国際保健や⾃他
国、特に派遣先の保健医療制度等について学習します。オンライン上で⾃⼰紹介を⾏い、チ
ームビルディングを開始します。オンラインの LMS(learning management system)として、
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千葉⼤学の Google Classroomやメタバースプラットフォームを⽤います。 
オンライン学習では、ISL全般を通してオンデマンドでの動画・資料視聴の他、リアルタイ
ムでのディスカッションやプレゼンテーションもあるので、WEB 会議ができるだけの機材
(PC、WEBカメラ、マイク、イヤホン(ハウリング防⽌のために使⽤推奨))を事前に準備し
てください。 
フィールド演習：現地演習 

パートナー⼤学が提供するフィールドに実際に赴きます。渡航期間は約 10 ⽇間、実際のプ
ログラム期間は 8 ⽇程度です。現地での⽣活を送りながら、フィールドでのサービス活動
に参加し、⾒学やシャドウイング等の実践を⾏い、実際の社会課題とその対策や⽀援法につ
いて学習します。フィールドは、例えば、⼦どもに関すること、⾼齢者に関することなど、
特定の具体的なトピックとそれに関連するコミュニティや組織、施設などです。 
学⽣は、本 GRIP の基盤として、⽂化対応能⼒を意識しつつ、チームの IPCP として、社会
課題解決に取り組みます。 
事後学習（ヴァーチャルワークショップ）：⾃国内でのオンライン学習 

 千葉⼤学に加え、パートナー⼤学の GRIP参加学⽣や関連教員等も加わり、参加学⽣の学
習成果発表会として、協同でワークショップを開催します。各⼤学の学⽣はチームで発表準
備と発表を⾏います。メタバースをプラットフォームとして使⽤します。そして、学⽣の発
表事例は、次年度のケースシナリオとして活⽤します。 
トライアル版としての 2022 年度（2023 年）の実施内容 

 2022 年度は、トライアル版として、事前学習は Google Classroom、さらにメタバースプ
ラットフォームを使⽤しての⾮同期でのオンライン学習としています。 
 
 2023 年度以降は、これらに加えて JV-Campus を使⽤します。 
図 2  2022 年度トライアル版 GRIP プログラムを構成する 3つのパートと内容 
 
3）⼤学院副専攻としての GRIP プログラム 
 2023 年度は、以下の通り、ISL（2単位）に加え、所定の 6 科⽬の計 7 科⽬（8単位）が
認定されれば副専攻として修了することができます(参考：千葉⼤学 ⼤学院国際実践教育
https://global-education.chiba-u.jp/globalstudies/)。千葉⼤学の学⽣であれば、いずれの⼤
学院研究科ならびに学部学⽣であっても修了が可能です。2023 年度の後期に開講予定です。 
図 3 ⼤学院副専攻としての GRIP プログラムの構成 
  
4）修了と単位認定 

 千葉⼤学学⽣は、ISLを履修・修了すると、2022 年度は、学部⽣は看護学部の Global Health 
and Nursing II として、⼤学院⽣は看護学研究科の 2単位の ENIGINE該当科⽬として単位
認定します。2023 年度からは、看護学部⽣ならびに他学部⽣は同様に Global Health and 
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Nursing II として、⼤学院⽣は ISL（Interprofessional Service Learning）として同様に
ENGINE該当科⽬として 2単位の単位を認定・付与します。 
 パートナー⼤学の学⽣は、特別聴講学⽣ Exchange Student として、千葉⼤学在学学⽣と
同様に単位認定・付与されます。参加を証明する認定証 certificationも発⾏します。 
  
３.  GRIP での取得能⼒と到達⽬標 
GRIP プログラムでは、取得・向上をめざす核となる 3つの能⼒、すなわち、⽂化対応能⼒、
IPCP、社会課題解決能⼒について、表の通りに具体的項⽬を設定しています。 
また、ISLにおける実践では、個々の学⽣も学習・実践経験などのレディネスに合わせた 3
段階のレベルの到達⽬標を設定しています。 
事前に、各能⼒等について、⾃⾝の状況を把握し、⽬標を設定し、プログラム中、終了後等
に評価し、さらなる向上につなげていくことが望まれます。 
1）⽂化的対応能⼒ 

 ⽂化的対応能⼒では、Cultural Competency と、Cultural Humilityに焦点を当てます。 
異⽂化状況において、質の⾼い、効果的なヘルスケアを提供するために、次のような⽂化的
対応能⼒が求められます。また、これらはケアの対象者と⾃⾝の間だけのことではなく、異
なる価値基準や信念を有する多職種間や、同じ国に暮らす⼈々の間でも留意することが必
要です。 
ヘル スケア提供における CC と CH は次 の ような Cultural Competency とは、 a 
developmental process in which one achieves increasing levels of awareness, knowledge, and 
skills along a continuum, improving oneʼs capacity to work and communicate effectively in 
cross-cultural situations.  
Cultural Humility とは、a reflective process of understanding oneʼs biases and privileges, 
managing power imbalances, and maintaining a stance that is open to others in relation to 
aspects of their cultural identity that are most important to them. （出典：CLAS, cultural 
competency, and cultural humility, US Department of Health and Human Services Office of 
Minority Health 
https://www.minorityhealth.hhs.gov/Assets/PDF/TCH%20Resource%20Library_CLAS%2
0CLC%20CH.pdf） 
それぞれを発達・発展させるためには、以下のような意図的な⾏動が必要です。常に、これ
らの項⽬について意識し、⽂化的対応能⼒を意図的に向上できるようにしましょう。 
  
表 1 ⽂化的対応能⼒ Cultural Competency and Cultural Humility strategy for practicing 

Cultural Competency  
Learning about your own and othersʼ cultural identities 
Combating bias and stereotypes 
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Respecting othersʼ beliefs, values, and communication preferences  
Adapting your services to each patientʼs unique needs 
Gaining new cultural experiences  
Cultural Humility 
Practicing self-reflection, including awareness of your beliefs, values, and implicit biases  
Recognizing what you donʼt know and being open to learning as much as you can 
Being open to other peopleʼs identities and empathizing with their life experiences 
Acknowledging that the patient(client) is their own best authority, not you  
Learning and growing from people whose beliefs, values, and worldviews differ from yours  
＊活動場所や状況に応じて、表中の「患者」は対象者(クライアント)に、「治療」はケアや
サービスに読み替えます。 
  
2）IPCP：Interprofessional Collaborative Practiceに関する能⼒ 

 IPCPについては、表 2 のように 6つの能⼒を設定しています。ISLでは、社会課題の解
決に、多職種専⾨家のチームとして取り組みます。GRIP プログラムでは、参加学⽣は学年
や専⾨性も異なり、⾃⾝の専⾨性についての知識や経験の幅があるため、確固たる役割の違
いや責任の明確化などについては幅が⼤きいと想定されます。つまり、より現実的な状況で
の多職種専⾨家間連携としてのチーム活動となります。この状況を踏まえた上で、IPCP の
能⼒を常に意識して活動に取り組むことで向上を⽬指しましょう。 
  
表 2 取得ならびに向上をめざす IPCPに関する能⼒ 
専⾨混在のチームワークでの課題解
決 

Problem solving through mixed-specialty 
teamwork  

各専⾨の役割と責任の明確化 Clarification of roles and responsibilities for each 
specialty  

コミュニケーションとリーダーシッ
プ 

Communication and leadership  

チーム学習とその反映 Team learning and reflection  
ニーズを伴うユーザーとの関係円滑
化 

Facilitation of relationships with healthcare users  

倫理を伴う実践教育 Practical education with ethics  
取得・向上を⽬指す 6 つの能⼒のアウトカム(達成指標)は以下のような例で⽰されます(表
3)。 
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表 3 取得・向上を⽬指す 6つの能⼒のアウトカム例  
1. Teamwork: 
being able to be both team leader and team member 
knowing the barriers to teamwork  
2. Roles and responsibilities: 
understanding oneʼs own roles, responsibilities and expertise, and those of other types of 
health workers  
3. Communication:  
expressing oneʼs opinions competently to colleagues  
listening to team members  
4. Learning and critical reflection:  
reflecting critically on oneʼs own relationship within a team  
transferring interprofessional learning to the work setting  
5. Relationship with, and recognizing the needs of, the patient:  
working collaboratively in the best interests of the patient  
engaging with patients, their families, carers and communities as partners in care 
management  
6. Ethical practice:  
understanding the stereotypical views of other health workers held by self and others  
acknowledging that each health workers views are equally valid and important  
  
（出典：Framework for Action on Interprofessional Education& Collaborative Practice. P26, 
2010, WHO 
https://www.who.int/publications/i/item/framework-for-action-on-interprofessional-
education-collaborative-practice） 
  
  
3）社会課題解決に関する能⼒ 

  ISL において社会課題を解決する能⼒として、以下の 6 つを設定しています(表４)。地
域のアセスメントから課題の抽出、そして地域や住⺠の要望や⽂化的背景等を考慮し、実現
可能な解決⽅法を計画します。さらに、その上の段階として、介⼊⽅法が果たして実際に解
決につながっているのか、具体的な効果をもたらしているのかという観点から、効果を測定
するための指標や測定法を策定します。これらのアセスメントや介⼊計画そして実施につ
いて、ケアの対象である住⺠など地域の当事者との合意をもって⾏います。持続可能性を担
保するためにも当事者主体であることが重要となります。 
 さらに、アドバンスかつ俯瞰的な視点から、⼀時的な介⼊だけでなく、課題の背景にある
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システムとしての社会政策について何か改善できないか、新たに追加することができない
など仕組み作りについても考察できることをめざします。 
  
表 4 取得ならびに向上をめざす社会課題解決に関する能⼒ 

地域のアセスメント評価 Assessment of community, region 
地域課題の抽出 Clarifying the problems and factors 
実践型課題の解決⽬標設定 Goal setting for solving  
効果測定の評価計画⽴案 Planning for evaluation of effectiveness  
地域における合意形成 Consensus building in the community  
社会政策等の⽅策⽴案 Planning of social policies and other measures  

  
ISLの演習実践においては、参加学⽣の学年や専⾨家あるいは社会⼈としての知識や経験が
異なるため、それぞれの学年に応じた社会課題解決スキルの到達⽬標を、表５のように設定
しています。特定のトピックや専⾨領域に関する社会課題については、学年に関係なく設定
された到達⽬標を超えての実践が望まれます。 
  
表５ 演習における社会課題解決スキルの到達⽬標 

レ ベ
ル 

到達⽬標とするスキルの概要 想定する該当学⽣   

1 特定の地域、コミュニティ、集団について、健康に関する
観点から特徴、課題、ニーズ等を分析できる。健康の決定
要因や関連する SDGs を⽤いて説明できる。 

学部 1〜3 年⽣   

2 ⽀援やサービスの対象となっている課題と関連要因、介
⼊とその効果としての具体的指標、プロセスを論理的か
つ科学的根拠となる援⽤理論やモデルを⽤いて説明する
ことができる。 

学部 3〜5 年⽣ 
修⼠課程 

  

3 既存の⽀援やサービスについて、クリティカルに評価し、
改善の余地やリソースの紹介、新たな介⼊法などのアイ
ディアの提⾔などをおこなうことができる。 

学部 5〜6 年⽣ 
修⼠〜博⼠課程 

  

  
  
４.  ISL の各パートでの具体的な学習活動と課題（2022 年度トライアル版） 
1）使⽤学習プラットフォームのログイン法等 

 学習⽤ LMS として、Google Classroom および webベースのメタバースプラットフォー
ムである oVice を⽤います。 
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 それぞれのプラットフォームのログイン法やマニュアルは次の表 6 の通りです。確実に
ログインできるようにしておいてください。また、⾃⾝のアカウントやパスワードは、他者
に教えないでください。 
  
表 6 学習⽤プラットフォームと使⽤法等 

プ ラ ッ ト フ
ォーム名 

ログインのためのアカウント ログインのための URL 

Google 
Classroom 

SIU 学⽣：各⾃のアカウントでログイン 

千葉⼤学⽣：千葉⼤の Google アカウント 

別途周知・連絡(TBA:to 
be announced) 
1 ⽉ 30 ⽇以降利⽤可能 
  

oVice 
(メタバース) 

SIU 学⽣：各⾃のアカウントでログイン 

千葉⼤学⽣：千葉⼤の Google アカウント 

別途周知/連絡 (TBA) 
2 ⽉ 5 ⽇以降利⽤可能予
定 
  

共通の準備
物品 

WEB 会議可能な準備、PC、WEB カメラ、マイク、ヘッドホン(イヤホ
ン)、インターネット 

参考資料 URL: 
Google Classroom : 
https://support.google.com/edu/classroom/answer/6020279?hl=en&ref_topic=10298088 
他 
oVice： 
https://www.youtube.com/watch?v=sRC7M7ItmIw&t=121s 他 
  
2）事前学習の具体的内容 

 事前学習では、オンラインでの ISL における事前の知識取得とチームビルディングが中
⼼となります。次の表 7、8に⽰したスケジュールにもとづいて、主にオンラインで、個⼈
あるいはチームでの学習を実施します。表 7 には、提出を要する課題とその内容等を呈⽰
しています。 
 ⾃⼰紹介動画/資料は、⾃⼤学内および 2 ⼤学間でのチームビルディングのための素材と
なります。学⽣間での学習リソースの呈⽰は、共同学習やチームビルディングの導⼊、そし
て呈⽰する学⽣⾃⾝にとっても⾃国での状況把握と理解の導⼊となります。 
  
表７ 事前学習における学習課題とツール等    TBA:決定次第周知 

名称 ⽅法 使⽤プ ラ ッ
トフォーム 

Assignm
ent 

期⽇ 備考 
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実施者 
コー ス オリエ
ンテーション 

⾮同期・
オ ン デ
マ ン ド
（ 資 料
視聴） 

Google 
Classroom 
  

動画視聴
/資料精
読 
  
個⼈ 
  

2023 年 2
⽉ 3 ⽇
(⾦)〜 

・コース全体の説明 
・事前学習課題の説
明 
・評価基準等の説明
等 

Lecture 
  
1．IPE/IPCP 
2．Community-
based 
integrated care 
system in Japan 
3 ． Global 
Health 
4.  Health care 
system in Japan 
  

オ ン デ
マ ン ド
（ 資 料
視聴） 

Google 
Classroom 
  

2023 年 2
⽉ 3 ⽇
(⾦)〜 

・ISL の学習⽬標に
連動した学習資料の
呈⽰ 

現 地 プ ロ グ ラ
ム オリエン テ
ーション 
CU 学⽣ 

オ ン デ
マ ン ド
（ 資 料
視聴） 
  

2023 年 2
⽉ 3 ⽇
(⾦)以降
TBA 

・現地におけるフィ
ールド演習に関する
オリエンテーション
(千葉⼤学⽣に向け
たシンビオシス国際
⼤学からの説明) 

現 地 プ ロ グ ラ
ム オリエン テ
ーション 
SIU 学⽣ 

オ ン デ
マ ン ド
（ 資 料
視聴） 

Google 
Classroom 
  

2023 年 2
⽉ TBA 

・現地におけるフィ
ールド演習に関する
オリエンテーション
(シンビオシス国際
⼤学学⽣に向けた千
葉⼤学からの説明) 

他学 ⽣⾃⼰紹
介資料 

オ ン デ
マンド、
動画/資
料視聴 

Google 
Classroom 

oVice 

2023 年 2
⽉ 3 ⽇
(⾦)〜 

・他学⽣が作成した
⾃⼰紹介資料の視聴 

学 ⽣呈⽰の 学
習 課 題リソー

オ ン デ
マンド、

Google 
Classroom 

2023 年 2
⽉ 6 ⽇

・パートナー⼤学学
⽣が呈⽰した演習テ
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ス 動画/資
料視聴 

oVice 

  
(⽉)〜 ーマに関する資料の

閲覧 
メタ バ ー ス プ
ラ ッ ト フォー
ム (oVice)使⽤
法ガイダンス 

オ ン デ
マ ン ド
（ 資 料
視聴 

Google 
Classroom 

2023 年 2
⽉ 
TBA 

・プラットフォーム
のログイン等の使⽤
法の説明 

＊上記の他に、渡航オリエンテーションや現地滞在中の⽣活に関するオリエンテーション
を予定している。同期・⾮同期にて実施予定である。⽇時や⽅法が決定次第、アナウンスす
る（TBA）。 
  
表 8 提出を要する課題 

名称 実
施
者 

提出先・場
所・形式 

提出〆
切り 

含める内容等 

⾃⼰紹介動
画作成・提
出 
（CU 学⽣
は 動 画 、
SIU 学⽣は
⽂書） 
  

個
⼈ 

Google 
Classroo
m 

/mp4 

2023 年
2 
⽉ 1 ⽇
(⽔) 

各学⽣の⾃⼰紹介 約 3 分/⼈の動画作成：以
下の内容を含める 
・⽒名、所属、専⾨(未経験の場合は将来の希
望)、興味のある社会課題やテーマ、参加の動
機・個⼈的⽬的、将来の希望活動フィールド 
＊以降オプション（⾏ってみたい場所・やって
みたいこと、⾃国の⼀押しの観光名所につい
て、その他、他学⽣に伝えたいことなど） 

学習リソー
ス の 呈 ⽰
(パー トナ
ー⼤学学⽣
に向けて) 

 
個
⼈ 

Google 
Classroo
m 

/word、txt 

2023 年
2⽉1⽇
(⽔) 
  
  

・1〜2 つ/⼈の、⾃国における相⼿⼤学学⽣の
学習主題に関する学習リソースの紹介(英語の
サイト、動画など。⾔語は英語) 
・千葉⼤は⽇本の⾼齢者関連課題についてキー
ワードと、それに関する英⽂サイトあるいは論
⽂を呈⽰ 
・SIUはインドの⼦どもについて上記同様 
＊提出されたものを教員がまとめ必要に応じ
て補⾜して呈⽰ 

3）フィールド演習 

演習テーマとフィールド 

 フィールド演習では、パートナー⼤学の所在する現地に渡航し、現地のフィールドである
地域や組織、施設を訪問し、サービス活動に参加します(表 9)。事前学習で得た知識や技術
をもとに、IPCP、⽂化的対応能⼒を意識して、地域社会のために効果的な奉仕活動に参加・
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実践し、チームで社会課題解決に取り組みます。 
 各⼤学は、⼤学の所在する国や地域の社会課題をもとに ISL のテーマを選定・呈⽰しま
す。2022 年度は、千葉⼤学の学⽣はインドにおいて、シンビオシス国際⼤学が提供する「困
難な状況にあるこども達」としてその⽀援活動に参加する他、地域住⺠の⽣活知るためにコ
ミュニティ訪問を⾏います。 
 シンビオシス国際⼤学の学⽣は⽇本において、「⽇本の⾼齢者の健康と地域包括ケアシス
テム」をテーマとして、フィールド演習をコミュニティ訪問や施設での活動参加を⾏います。 
 具体的なフィールド概要とそこでの学習⽬標は、別紙資料で⽰します（フィールド⼀覧）。
また、フィールド訪問を含む現地での学習活動のスケジュールも別紙にて呈⽰します（現地
学習スケジュール）。 
  
  
表 9 フィールド演習の場所や内容 (2022 年度) 

実施する学⽣ フィールド演習の
場所・パートナー
⼤学 

テーマ 訪問/参加する
地域、組織、施設
等 

期間（プログラ
ム期間） 

千葉⼤学学⽣ シンビオシス国際
⼤学(プネ、インド) 

インドの困難
な状況にある
こども達 

村の学校、⽣活
困窮状態にある
⼦どもを⽀援す
る NGOなど 

2023 年 2 ⽉ 14
⽇(⽕)〜2 ⽉ 22
⽇(⽔) 

シンビオシス
国際⼤学学⽣ 

千葉⼤学（千葉・東
京、⽇本） 

⽇本の⾼齢者
の健康と地域
包括ケアシス
テム 

セルフヘルグル
ープ、在宅ケア
提供施設、災害
準備教育体験、
⽣活困窮者⽀援
NPO、ショッピ
ングモールでの
ウオーキング促
進など 

2023 年 3 ⽉ 1 ⽇
(⽔)〜3 ⽉ 9 ⽇
(⽊) 

  
  
  
（2）学習活動における⽬標設定とリフレクション 

表 9 に⽰したようにワークシートを活⽤して、特にフィールド演習においては GRIP プロ
グラムの⽬標の他、各フィールド固有の学習⽬標に沿って⽬標設定・計画およびそれに照ら
したリフレクションを個⼈・チームを⾏います。 
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毎⽇の⽬標が達成できたかどうか、チームならびに個⼈でも検討・評価します。この各⽇の
記録⽤紙は書式⾃由で、提出不要ですので各⾃で⼯夫してください。 
そして、現地でのフィールド演習期間の中間に当たる 4 ⽇⽬のプログラム終了時、そして
最終⽇にあたる 8 ⽇終了時には、それぞれ個⼈ならびにチームでリフレクションを⾏い、
評価をします。4 ⽇⽬の中間評価では、それまでの学習活動や⽬標達成状況を振り返り、課
題や⽬標を明確化して、後半の 4 ⽇間に有意義な学習活動を実施できるように活⽤してく
ださい。最終⽇の 8 ⽇⽬の振り返りでは、⾃⾝やチームの学習活動と取得・向上をめざす
IPCP、⽂化的対応能⼒、社会課題解決⼒について向上や成⻑を認識し、評価します。⾃⼰
の将来の専⾨職としての学習や社会活動の資料として活⽤してください。 
各フィールドにおけるアセスメントのための情報収集と記録については、テンプレートと
資料を教員が呈⽰しますが（資料 3−3，3−4）、学⽣がチームで検討し、項⽬を追加するな
どして活⽤してください。チームで役割分担をするなどして、情報を収集・持ち寄り、チー
ムとしてフィールドのアセスメントを⾏います。各ワークシートの呈⽰、実施者、提出等は、
表 10 の通りです。 
  
表 10 フィールド演習におけるワークシートの呈⽰・実施・提出等 

名称 実 施
者 

提出先・場所・形
式 

提出期⽇等 含める内容等 

個⼈・チーム
の毎⽇の記録 

個⼈ 
チ ー
ム 

提出不要・書式⾃
由 

提出不要 各⽇の⽬標・計
画・実施・評価・
翌⽇の課題等 

個⼈リフレク
ションシート
（中間・最終
評価） 

個⼈ Google 
Classroom 

/Google 
document, Word
など 

中間：フィールド演習の
4 ⽇⽬あるいは翌⽇ 
（CU: Feb.17, SIU: Mar. 
4） 
最終：フィールド演習最
終⽇ 
(CU: Feb. 21, SIU: Mar. 
9) 

IPCP,CC&CH,
社会課題解決能
⼒他、シート参
照（資料 3−1） 

リフレクショ
ンシート（チ
ー ム⽤）（ 中
間・最終評価） 

チ ー
ム 

Google 
Classroom 

/Google 
document, Word
など 

中間：フィールド演習の
4 ⽇⽬あるいは翌⽇ 
（CU: Feb.17, SIU: Mar. 
4） 
最終：フィールド演習最
終⽇ 
(CU: Feb. 21, SIU: Mar. 

IPCP,CC&CH,
社会課題解決能
⼒他、シート参
照（資料 3−2） 
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9) 
学習成果統合
シート 

チ ー
ム 

Google 
Classroom 
 
Ppt あ る い は 
google slides 

＊その ま ま プ レ
ゼン テ ー シ ョ ン
資料として使⽤ 

学 習 成果発表会 (Mar. 
16 )にてプレゼンテーシ
ョン 

資料3−4 中のコ
ミュニティアセ
スメン ト の項
⽬、課題、解決策
など（資料 3−3） 

  
4）事後学習 

おもな学習活動は、⾃国内でのオンラインでのバーチャルワークショップです。同期(リア
ルタイム)オンライン上での学習成果発表会を⾏います。発表準備により学習体験の統合・
意味づけを⾏い、実際に英語でプレゼンテーションすることによりコミュニケーションお
よびプレゼンテーションスキルの向上を図ります。また、発表後は、パートナー⼤学の学⽣
や教員とともにディスカッションを⾏うことで、さらにグローバルな観点から学習を深め
ます。そして、個⼈学習の内容をレポートで提出します。 
学習成果発表会のプレゼンテーションの準備と⽅法 

 以下の表 11に⽰した通りの内容や時間配分にて、実施します。成果発表の内容やプレゼ
ンテーションスキルや内容についての評価は、表 12 の基準を⽤いて評価します。 
  
表 11 成果発表会の⽇時、内容と時間配分（2022 年度） 

  
1．開催⽇時：2023 年 3 ⽉ 16 ⽇(⽊) 午後 約 3時間 
2．開催⽅法：オンライン（同期・リアルタイム）（2022 年度はアーカイブ視聴でも出席
とする） 
3．プレゼンテーションに使⽤するプラットフォーム：メタバースプラットフォーム
（oVice） 
4．プレゼンテーション実施者と内容 
10 名の学⽣は、グループとして、以下の内容を含めてプレゼンテーション資料を英語で
作成し、発表を⾏う。 
1．メンバーおよび学習スケジュールの全体概要、2．社会課題解決に関するケース 2 つ
（あるトピックについて：⽇本に来る SIU 学⽣は①ソーシャルキャピタル、②災害の備
え）について（2022 年度の場合）、3．IPCPに関する評価 
5．発表の詳細と時間配分 
1つの⼤学の成果発表 26 分〜30 分/⼤学（仮） 
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チームメンバー紹介（所属、専⾨、学年等）・学習スケジュールの全体概要（各活動フィ
ールド概要、学習テーマ、実際の実施内容等について全体的に紹介） 5 分 
ケース発表（社会課題解決） 
①ケース 1（トピック）7 分 
トピック(例：災害準備⽀援など)に焦点化して、フィールドと活動について以下の項⽬を
含め、発表する。必須項⽬：各フィールドの組織・施設、扱っている社会課題、サービス
の対象者、実際の⽀援あるいはサービス活動内容、評価指標、学⽣が参加・実施した活動、
良い点や⼯夫されている点と国への移転可能性とその理由、オプション：改善の余地や新
たな提案などもあれば⼊れる。 
②ケース 2（トピック） 7 分 
内容は①と同様 
チームとしての⾃⼰評価 7 分 
チームとしての全体的な IPCP、社会課題解決、各評価とその依拠する状況、今後の課題・
展望について発表 
Q&A：15 分 
講評：15 分 
            ここまでで計 60 分（仮） 
休憩 10 分後 
他の⼤学の学⽣の発表 内容や時間配分は同じとする 
            ここまでで計 130 分（仮） 
すべての⼤学の学⽣発表等がおわったとこころで、全体講評 20 分として、終了とする。 
            計 150 分（2 ⼤学の場合） 
  
＊なお、この発表は録画し、アーカイブ視聴可能とする。 
＊また、次年度の、モデルケースとして、次年度参加学⽣も視聴可能とする。 

  
  
表 12 学習成果発表の評価基準 

  観点の説明 レベル 1 レベル 2 レベル 3 
（標準点） 

レベル 4 

学習成果として述べるべき内容 
  ケース発表（社会課題解

決） 
表 5に照らして、評価す
る。 

含めるべ
き要素が
含まれて
いない 

表5 のレベル
1 

表 5 のレベ
ル 2 

表 5 のレベル 3 
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  チ ー ム と しての 評 価
(IPCP)」 
取得・向上を⽬指す 6つ
の能⼒のアウトカムの
う ち 、 Teamwork 、
Relationship with, and 
recognizing the needs of, 
the patient 、 Ethical 
practice）について評価
する。 

左記の要
素が述べ
られてい
ない。 

リーダー と
メン バ ー の
両⽅の役割
がとれる 
チ ー ム ワ ー
ク の障害と
なるものが
わかる 

対象者の関
⼼やニーズ
に沿って協
同する 
ニーズを有
する関係者
とパートナ
ーとして協
同する 
  

チ ー ム内の少
数意⾒を尊重
する 

コミュニケーション 
  話し⽅ 
話し⼿としての、1．態
度、2．⾔葉遣い、3．声
の⼤きさ、4．速さ 

左記の 4
要素等が
適切でな
く、全体的
に聞きに
くい 

4要素等、適
切でない部
分があり、⼀
部聞きにく
い 

4 要素等が
適切で、聞
きやすい 

4 要素等が⾮常
によく、聞き⼿
が引き込まれ
る 

  質疑応答 
質問の意味の理解、明確
な回答、誠実な態度、回
答の根拠 

質 問 の意
図を理解
していな
い 

質 問 の意図
を理解 して
いるようだ
が、質問者の
観点 か らず
れた 会 とい
う、またはそ
の場し のぎ
の回答を し
ている 

質問の意図
に沿って、
誠実に回答
している 

質 問 の意図に
沿って誠実に
回答している
だけでなく、根
拠が⽰され説
得⼒ のある回
答がされてい
る 

  
個⼈のレポート作成と提出 

 個⼈の学習成果についてはレポートで提出する。内容、構成等は、グループでの評価項⽬
と同様の項⽬を個⼈について評価し、⾃⼰の成⻑と課題、感想として、指定された期⽇まで
に Google Classroomに提出する。英語で 1000 words程度とする。 
  
  
表 13 個⼈学習成果レポートの内容・提出等 

名称 実 施 提出先・形式 提出期⽇等 含める内容等 
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者 
個⼈学習成
果レポート 

個⼈ Google 
Classroom/w
ord 

2023 年 3 ⽉
23 ⽇(⽊) 

IPCP・⽂化的対応能⼒・社会課題解
決能⼒についての⾃⼰の成⻑と課
題、感想 
使⽤⾔語：英語 
単語数：1000 words程度 

 
５.  評価⽅法 
出席・参加状況、記録・レポート、成果発表会、⾃⼰評価表を⽤いた評価などから、総合的
に評価する。 
  
６.  GIRP での ISL を安全に⾏うための⼼構えと事故発⽣時の対応 

(1) ⾃⼰の健康管理等への留意 
(2) 演習時間の厳守 
(3) 服装・⾝だしなみへの配慮 
(4) ⽂化的安全への配慮 
(5) 演習計画作成・実施に伴う留意 
(6) 教員および演習施設の担当者への報告・連絡・相談 
(7) 守秘義務・個⼈情報管理 
(8) 事故発⽣時の対応 

 事故や不測の事態に遭遇した際には、患者さんや住⺠の⽅々の⽣命を第⼀に優先
し、被害や障害を最⼩限にくいとめることが⼤事である。以下の表 14 の⼿順にそっ
て、冷静に対処する。 

表 14 事故発⽣時の対応 
①被害状 況 を把
握 

事故に気づいた時点（事故を疑った時点を含む）において、患者さん
や住⺠の⽅に⽣じた事故（物損も含む）もしくは学⽣⾃⾝が受けた被
害の状況を捉える。 

②助けを呼ぶ 事故に気づいた時点（事故を疑った時点を含む）で、まずは、患者さ
んや住⺠の⽅の命を第⼀優先に⾏動することを基本に、その場で⾃分
が対処できることは⾏う。周囲の⼈にも助けを求める。 

③教 員 と施設の
実 習担当者への
報告 
  

速やかに教員と施設の実習担当者に報告（いつ、どこで、誰が、誰に、
何を、どうして、どうなったか、など）し、指⽰に従って⾏動する。 
※外出時は、必ず実習施設の電話番号を控え、⼩銭か携帯電話を持っ
ていく。 

④事故か ら の 学
び 

事故が⽣じた原因について熟考し、事故を起こさないために必要な⾃
分の課題に気づき、次からの実習に活かす。 
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⑤事故報告書の
作成 

必要に応じて、教員と共に事故報告書を作成する。 

⑥保険⾦請求⼿
続き 

必要に応じて、学研災の損害保険（障害・賠償責任）あるいは旅⾏保
険の保険⾦請求⼿続きを⾏う。 

    
(9) 災害発⽣時の対応 
・学内活動時 
⼤学の災害時対応マニュアルに沿い、教員が避難誘導などを⾏い、安全を確保する。
その後、⼤学内担当者・部署間ならびにコーディネーターや原籍⼤学の担当部署と連
絡をとり、情報共有および対処の検討を⾏う。 
・地域の施設での実習 
施設スタッフの指⽰に従い、避難等を⾏い安全を確保する。その後、⼤学内担当者・
部署間ならびにコーディネーターや原籍⼤学の担当部署と連絡をとり、情報共有およ
び対処の検討を⾏う。 

(10) その他の留意事項 
 学内・フィールド演習等にかかわらず、困ったことや気になることなどあれば、担
当教員やコーディネーターに気軽に相談してください。 
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資料 1．現地フィールド演習スケジュール   
2022 年度 GRIP プログラム ⽇本を実施場所とする GRIP プログラム ISLのフィールド 
1．⽇本を実施場所とする ISLのテーマとトピック、フィールド、活動等 
1）テーマ ：Health of older people and community-based integrated care systems in Japan  
⽇本の⾼齢者の健康と地域包括ケアシステム 
2）概要：世界で最たる超⾼齢社会である⽇本では同時に少⼦化および⼈⼝減少の状況にあ
り、増加し続ける⾼齢者の医療・福祉等のアクセス向上、そしてその結果としての健康寿命
の延伸やQOLの向上は、世界においても喫緊の課題である。2022 年度の⽇本での ISLは、
⾼齢者の健康とQOL向上のために、多様な社会⽂化経済的状態ならびに健康レベルにある
住⺠の⽣活場所や、住⺠⾃らが⾏う⾃助や互助、そして⺠間の施設や組織による⽀援の場に
おいてフィールドスタディを⾏い、⾼齢社会における社会課題とその具体的解決策ならび
に枠組みとしての地域包括ケアシステムについて学習する。 
3）トピックと扱う内容、フィールドなる組織・施設等 

トピック 内容 組織・施設 エリア 
ソー シ ャ ル
キャピタル 

1．⽣活困窮改善・防⽌、
孤⽴・孤独防⽌【⾃助・互
助・共助】 

①⼭友会他(路上⽣活者⽀援) 墨⽥・浅草エ
リア 

2．⽇常における健康増進
機会と場の提供と活⽤
【⾃助・互助】 

②イオンショッピングモール・モール
内ウオーキング（海浜幕張） 

葛⻄・東京湾
エリア 

3．住⺠によるつながりの
構築・維持【⾃助・互助】 

③葛⻄のインド⼈コミュニティ 
④東千葉地区⾃治会 

千葉市中央 
葛⻄・東京湾
エリア 

4．在宅ケアと集いの場所
提供による包括的な健康
の⽀援【互助・共助】 

⑤Neighborhood Care(訪問看護・居
場所づくり他) 
  

千葉県北エリ
ア（柏） 

5. 在宅医療ケア提供に
よる地域⽣活⽀援【共助】 

⑥なごみの陽訪問看護ステーション 千葉市中央エ
リア（40 分） 

災害への 備
え 

4．災害弱者・災害発⽣時
の備えとしての⽇頃の活
動【⾃助・互助・共助】 

④東千葉⾃治会 
⑥なごみの陽訪問看護ステーション 
⑦災害シチズンサイエンス(災害準備
教育) 
⑧りべるたす(共同⽣活援助) 

千葉市中央エ
リア 
墨⽥・浅草エ
リア 
  

先端医療・医
療⼯学開発 

5．⾼度医療ケア・技術開
発・実践 

⑨先端医療（⼤学病院、CCSC） 
⑩フロンティア医⼯学センターラボ 

千葉市中央 

4）活動スケジュール案 (すべての⽇程に通訳が付く予定である) 
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⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ 
2 ⽉ 27 ⽇ 
  

2 ⽉ 28 ⽇ 
  

3 ⽉ 1 ⽇ 
（1 ⽇⽬） 

3 ⽉ 2 ⽇ 
（2 ⽇⽬） 

3 ⽉ 3 ⽇ 
（3 ⽇⽬） 

3 ⽉ 4 ⽇ 
（4 ⽇⽬） 

3 ⽉ 5 ⽇ 

  
現 地
departure 

07:30 
arrival@Nari
ta 
  
  

ORT 
＠亥⿐キャ
ンパス 
⑨⼤ 学病院
⾒学 
10−12 

ブリー フ ィ
ング 
  
  

ブリー フ ィ
ング 
⑦墨⽥・浅草 
 災害シ チ
ズンサイエ
ンス 

③葛⻄：イン
ド⼈コミュニ
ティ 
地区踏査 

  
(休み) 
⾃由⾏
動 

    
15:00 
ホテ ル チェ
ックイン 

Campus 
tour 
⻄千葉 
13：30-17:30  
⑩フ ロ ン テ
ィ ア 医⼯学
セン タ ー⾒
学(正⾯⽞関
集合) 

①⼭友会（台
東区）アウト
リーチ(A グ
ループ 5 名
⑤Neighbor
hood 
Care(柏 )(B
グ ル ー プ 5
名) 

⑦墨⽥・浅草 
 災害シ チ
ズンサイエ
ンス 

③葛⻄：イン
ド⼈コミュニ
ティ 
p.m.ヨギさん
⾯談 
  
  
＊中間評価 

  
⾃由⾏
動 

3 ⽉ 6 ⽇ 
（5 ⽇⽬） 

3 ⽉ 7 ⽇ 
（6 ⽇⽬） 

3 ⽉ 8 ⽇ 
（7 ⽇⽬） 

3 ⽉ 9 ⽇ 
8 ⽇⽬ 

AM⑤A グ
ループ 5 名 
Neighborho
od Care 
  

⑥なごみ の
陽訪問 看 護
ス テ ー シ ョ
ン（2 名） 
⑧りべるた
す（8 名） 

④東千 葉 地
区訪問 

チェッ ク ア
ウト 
10時頃 
evaluation(
亥⿐) 
＊最終評価 
久保⽥様懇
談 

PM⑤全 10
名 柏 
Neighborho
od Care 
  

14−16時 
②イ オ ン モ
ー ルウオ ー
キング(海浜
幕張) 

13：30 
1① ⼭ 友 会
（台東区）ア
ウトリー チ
(B グループ
5 名) 
残り５名は
フリー 

ラ ン チ後空
港に移動 
18：40 
Departure＠
Narita 
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資料 2．現地フィールド概要 

名称   

所在地   

施設概要   

学⽣対応者(施
設代表) 

  

電話番号   

演習⽇時   

交  通  機 
関 

最寄り駅 
  

交通費 千葉駅からの公共交通機関利⽤時の料⾦ 
連絡 
担当教員 

  

演習時の 
同⾏教員 

  

演 習時の参加
学⽣⼈数・⽒名 

  

演習内容 
  
  
  

⽬標 
  
  
演習活動の内容(予定) 
  

当⽇の 
スケジュール 
  

  

 備考 

 

同⾏者 SGS 名  
千葉⼤学ボランティア学⽣ 名（ 
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資料 3．ワークシート 

資料 3−1 個⼈⽤ リフレクションシート（中間・最終評価） 
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資料 3−2 チーム⽤ リフレクションシート(中間・最終評価) 
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資料 3−3 学習成果統合シート  
 以下はスライドの抜粋である。全部で以下の 5 種類のテンプレートを準備している。適
宜スライド枚数を追加し、資料 3−4 のアセスメント項⽬の情報を挙げて記載する。学習成
果発表会にこれらのスライドを使⽤してよい。提出先は Google Classroom とする。 
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資料 3−4 コミュニティアセスメント資料 
 以下の項目に、次の項目も加えて情報収集およびアセスメントを行う。 
・現地住民の使用言語、上下水道・ガス・電気・トイレの水洗化整備、日照・温

度・湿度等の環境など 
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2022 年度 GRIP 実施・協⼒者⼀覧（敬称略） 
 
GRIP 推進委員※「*」は GRIP 推進室員 
看護学研究院：酒井郁⼦、井出成美、⽯橋みゆき、*野崎章⼦、飯⽥貴映⼦、 

カズノブダビッド、仲井あや、*天井響⼦、⾅井いづみ、孫佳茹 
医学研究院：伊藤彰⼀、⼭内かづ代、鋪野紀好、笠井⼤ 
薬学研究院：伊藤素⾏、関根祐⼦、⽯川雅之 
医学部附属病院：朝⽐奈真由美 
フロンティア医⼯学センター：中⼝俊哉 
園芸学研究院：岩崎寛 
  
受⼊プログラム  
千葉⼤学医学部附属病院 菊⽥直美、フロンティア医⼯学センター 中⼝俊哉 
⼀般社団法⼈ Neighborhood Care：吉江悟 
なごみの陽訪問看護ステーション：岡⽥智恵 
社会福祉法⼈ りべるたす：伊藤佳世⼦ 
江⼾川印度⽂化センター：プラニク・ヨゲンドラ 
特定⾮営利活動法⼈ ⼭友会：ルボ・ジャン、油井 和徳 
イオンモール幕張新都⼼ エンターテイメント推進部：最上亜紀、 北下裕基 
東千葉地区 和・輪・環の会：村井克則 
千葉市役所保健福祉局：久保⽥健太郎 
（株）エス・ジー・エス：肥⽥⽊孝、中路良恵、若尾美津穂 
シンビオシス国際⼤学 SCON：Dr. Sonopant G Joshi 
  
派遣プログラム 
シンビオシス国際⼤学 SCIE ：Ms. Bhakti Padhye 
           SCOPE：Dr. Lelith Daniel、 
（株）エス・ジー・エス：Ms. Kshipra Potdar 
（株）JTB 千葉⽀店：⼭本重⾼ 
 




